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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●前回までのあらすじ






　あらゆる争いが遊戯ゲームで解決する新時代──

　国家や企業間戦争の裏舞台で最強不敗を誇り続けてきた男・砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは闇から身を退き平和な日常を求めたが、彼の入学した私立獅し子し王おう学がく園えんは遊戯ですべてが決まる学園だった。

　生徒会長・白しろ王おう子じ透とう夜やと怪物・御み嶽たけ原ばら水みず葉はの策略によって愛する妹・可か憐れんとの接触を断たれた紅蓮は、生徒会全員を相手取る遊戯を申請。楓かえで、桃もも花か、朝あさ人と、姫ひめ狐この力を借りて、元凶の水葉、生徒会副会長のフラヴィアを含む生徒会役員五名との団体戦に臨む。

　特別脱出ゲーム『ゴーメンガースト』にて紅蓮は、その大胆かつ悪魔じみた策謀によって『イイネ稼ぎゲーム』『アリスゲーム』において生徒会役員たちを圧倒──遊戯は紅蓮たちの優勢で進行していた。

　そして遊戯は終盤戦。紅蓮の前には怪物の域に至る水葉が、兄である透夜への敵意を剥むき出だしにした朝人の前には神に愛された聖女であるフラヴィアが立ちはだかる。




　最強と最凶、聖女と王子、四匹の獣が相あい食はむ決戦の幕が今開かんとしていた──。






●御嶽原水葉の回想






　双子は禁忌である──。

　遠い昔、まだ科学が産声を上げるよりも前、医者とまじない師がほぼ同義だった時代にまことしやかに囁ささやかれた言説。

　それは、一人の母胎から生まれるのは一人、そうでないのは人外だ……という現代においては安直すぎて小学生でも考えつかない発想から来ていたり。

　単純に不吉な出来事が起きたときに何かしら原因を求めたがり、物珍しい存在であった双子が槍やり玉だまにあげられたり。

　理由はさまざまあれど、そこに人道的、合理的な正しさはなかった。

　──でも、わたしはなんとなく判わかった。

　双子が禁忌である、本当の理由が。




　双子のどちらかは、産まれ落ちたその瞬間から、醜い劣等感に呪のろわれる。

　それこそが永きに亘わたりオカルト的に信じられてきた風説の正体だと、わたしは確信している。




　わたしはずっと静しず火かと一緒だった。

　おかあさんのお腹なかの中から、産まれ落ちてからも、ずうっと、ずうっと。

　静しず火かはとってもいい子で、わたしのことが好きで、おとうさんが好きで、おかあさんが好きで、みんなに愛されて、勉強もできて、スポーツもできた。




　だから、きらいだった。




　同じ双子なのに、わたしはどれもできなかった。

　頭も悪いし、勉強もできないし、どんくさくて、比べられるたびに憂ゆう鬱うつだった。

　けれどそんな気持ちを吐き出すことは許されない。

　だって悪いのは全部わたしなんだから。

　みんなが期待してるのに、応えられないわたしが悪い。

　自己責任、自業自得、努力不足──社会で頻繁に叫ばれる言葉の通りだ。

　正直に言えば、《伊い邪ざ那な美み機き関かん》に売られた時、わたしはすこしうれしかった。

　静火じゃない、他の誰でもない、わたしが選ばれた──そんな経験は、初めてだったから。

　これでやっとわたしも役に立てる、そんなふうに、思ったから。

　あの場所は、《伊邪那美機関》はとても怖い場所だった。

　トランプ、チェス、ルーレット、あらゆる遊戯のルールを覚えて裏の裏を読み合うような駆け引きを学んでやっと入口。獅し子し王おう学がく園えんの環境さえお遊びに見える蟲こ毒どくの壺つぼ。

　あそこは教育機関なんかじゃなくて。

　──工場。

　能力を開発するため課せられた訓練の苛か烈れつさは、獅子王学園の比較にならない。より優れた兵器を生産せんとする工場のごとく、素質によって選別され、不要な者は排除され、より優秀なひとにぎりの者だけが、考え得るあらゆる手段によって強化される。

　もちろんその工程には非合法な人体実験も含まれる。

　脳に直接電極を突き刺し、錠剤をがぶがぶ飲み、肉体と精神の限界を超えた実験の果てに超能力を発現させられる。

　それはまるで現代の魔法みたいで。

　何の才能もなかったわたしでさえ、特別な存在に生まれ変われた。

　けれど、やがて一人の少年の手によって《伊邪那美機関》が壊滅し、御み嶽たけ原ばら家に戻された時、わたしは一種のパラダイムシフトを味わった。

　今まで手の届かない高みにいると感じていた静火や、恐ろしく思えていた両親が、紅ぐ蓮れんさまに比べたらゴミムシ以下のクズでしかないと解わかってしまったのだ。

　高みからでは目に映る光景がこんなにも違うのかと感動した。

　帰還率数パーセントと言われた遊戯者育成機関、ほとんど捨てたも同然の考えで送った娘が帰り、圧倒的な実力を見せつけた時──歓喜した両親の笑顔を、わたしは覚えている。

『お姉様……よかった。無事で、本当によかった……!!』

　純粋に水みず葉はの身を案じ、涙を流す妹、静しず火か。

『ああ。これで御み嶽たけ原ばらは安泰だ……。失った利権も、地位も、財産も取り戻せるぞ!!』

『こんな才能があったなんてね。素晴らしいわ、私達たちの血がようやく覚かく醒せいしたのよ!!』

　これからもたらされるであろう栄えい耀よう栄華を妄想し、酔ったように笑う両親。

　その二つをいっぺんに見たとき、わたしの中に芽生えたのは──。




　すべてを滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやりたい──そんな、燃え滾たぎるほどの破壊衝動だった。













●愛にくるう狂戦士　－不思議の館やかた　16時44分－






「はぁ……っ、紅ぐ蓮れんさま、紅蓮さま、紅蓮さまぁ……♪」

　デバイスをいじりながら紅蓮がドアを開けた瞬間、とろけた嬌きよう声せいが聞こえた。

　花か蜜みつにも似た香りが鼻を撫なでる。

　クオリアシステムにより数値化され、脳に電気刺激の形で伝達される嗅覚情報。

　無機質なデジタル情報は脳というフィルタを介することでアナログ化し、ヒトの淫らな行いに過度な装飾を施す。

　その行為の本来持つ生々しさは極力排され、二次元の十八禁コンテンツの如ごとき夢や理想を体現する現象として砕さい城じよう紅蓮の男の本能に訴えかけてくる。

「最悪のお出迎えだな」

　興奮を刺激せんとする雑多な情報を意識して遮断し、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは肩をすくめた。

　遊戯に備えて共感覚モードとなった今、異性の淫らな姿に動揺することも興奮することもありえない。

「はあ、はあ……んっ……もっと、わたしを見て。虫を見るような目で……あんっ♪」

　火照った顔を隠しもせずに微笑ほほえんで、御み嶽たけ原ばら水みず葉はは入口の紅蓮に濡ぬれた瞳を向ける。

　制服のミニスカートは乱れ、うっすらと透けた下着のクロッチまで露あらわになっていた。

　正体不明──いや、想像は容易だがしたくもない粘性の液体が、しなやかな腿ももを伝ってしっとりと垂れ、プライバシー保護設定を使っていないアバターの精密なモデルを異様に性的に魅せていた。

　不思議の館、遊戯室──。チェステーブルやビリヤード台、ポーカーテーブルなどなどの設備が揃そろった、いかにも遊戯者が集うにふさわしい一室にいた彼女は──

「ラシャを濡らすなよ、はしたない。待ちきれずにそのザマとは、いやらしい女だな」

「あはっぁ……っ♪」

　ビリヤード台の角に尻を乗せ、水葉は身をくねらせる。彼女の尻に敷かれた緑のラシャ。糸を引かんばかりにぐっしょりと濡れたそれが示す事実は、ひとつしかない。

　赤みがかった間接照明が、少女の張りのある肌を淫らに照らす。熱い息を吐きながら、男の視線を意識するようにボディラインを撫でていき、大きなふくらみを揉もみしだき。

「待ってた、よ……紅蓮さま。ずっとずっと……ずっと、待ってた。見つけたの。あなたと戦うにふさわしいギミック、面白そうな遊戯を。やろう。楽しもう。……ねっ？」

　ご馳ち走そうを前にした犬のように声を荒らげて。

　発情しきった喘あえぎ声を上げながら、御嶽原水葉はいやらしく誘う。

「あふ……もう、我慢できない、よぉ……♪」

「……おあずけが過ぎたみたいだな。まるで雌犬だ」

　ムンとした熱気のこもる遊戯室。

　水葉の放つ『熱』──実際の気温とは関係なく、彼女が放つ異様な存在感が心理を圧迫し、それをクオリアが再現したものだ。

　並の男なら理性を奪われ性欲の猿と化しているだろう、この色香の中で。ピクリとも欲を覗のぞかせず、それどころか極めてつまらなさそうな表情で紅ぐ蓮れんは鼻を鳴らした。

「致しながら男を待つとか、お前の趣味は最悪だな、水みず葉は。時とき任とうといい、高校生のくせに倒錯しすぎちゃいないか？」

「……ひどぉい。だって、これはぁ……」

　ちろり、と唇の端にピンクの舌を覗かせて、はあはあと喘あえぐ。

「紅蓮様がシてくれないのが……悪いんだよ？　ずっとずっと待ってたの。あの日、睡すい蓮れんの花が咲く場所で、わたしを踏んでくれたあの時から、ずっと、ずっと、ずっと……」

　いつでも、どこでも、いつまでも。

「シてくれるのを待ってたんだよ？　わたしを踏ふみ躙にじって、犯して、潰して、何もかも全部、呑のみこんでくれるその時を──愛してくれるその瞬間のために、生きてたんだよ？」

　ぐるぐる、ぐるぐる。

　目の焦点が回り続ける。どこを視みているのか判わからない、紅蓮でさえ読めない。

　狂い果てた末に至る無念無想、欲望の奔流にさらわれた先に在ある無我の境地。それこそが御み嶽たけ原ばら水葉の異能、己自身の脳と意識の改造によってあらゆる予想を覆すチカラ。




　──『明鏡止水』であり、『陰陽相克ダブルフエイス』。




『眼め』で捉えた人間の人格をトレースし、その行動を精密機械の如ごとく予測しきる紅蓮の異能を以もつてしても、水葉という怪物は読み切れなかった。

「愛いとしい愛しいご主人様……♪　遊んでなぶってたくさん犯して、わからせてあげるね。あなたが本当に愛するべきは、誰なのか」

　言いながら水葉は襟をはだけ、シャツの胸元を開けていく。

　あたかもネコ科の動物のように身をくねらせ四よつん這ばいになったまま、「にゃおん♪」とにこやかに微笑ほほえみながら。

「寄るな、毒どく蜘ぐ蛛も」

　足元にすがろうとした水葉の胸元に、紅蓮の靴底がめり込む。

　ちょうど谷間に挟むように爪先が刺さる。柔らかくかたちを変える乳房を目の当たりにしながら、紅蓮は汚らわしいものでも触れるかのように鼻を鳴らした。

「あの時からお前はそうだ。どうしようもなく勘違いしたまま、ブン殴られても間違えたまま、ちっとも治りやしない──《伊い邪ざ那な美み機き関かん》の研究者どもは何をしたんだか」

　はあ、と紅蓮は呆あきれかえった声でため息をつく。

「お前にとって、勝ちも負けもどうでもいいんだろう。勝てば相手を踏み躙り、負ければ敵に踏み躙られて喜ぶ、自慰を盛り上げる刺激に過ぎない、腐った変態の思考だ」

「……何か、変かな？　だって、勝負は快楽だよ？　キモチイイからヒトは戦って、キモチイイから……勝つ。動物、ケダモノ。それらと、何も変わらない……♪」

　イキイキと言い切って、水みず葉はは胸に突き刺さった靴を舐なめる。

　ぺろぺろと、這はいつくばったまま愛いとしげに舌を這わせるそのしぐさはおぞましい蜘く蛛もか、愛らしい猫か。見る者の心によって移り変わる、不気味な生き物がそこにいた。

「気持ちいいこと……しよっ♪」

「一人でやってろ」

　あっさりと媚こびた誘いを叩たたき切り、紅ぐ蓮れんは冷たく靴を退け、水葉の肩を強く踏む。

「ふみゅっ……♪」

　少女の身体からだが崩れ、床にへたり込む。

　起き上がれないよう綿のように柔らかな体に体重をかけながら、紅蓮は続けた。

「快楽のために力を振るったところで、それは泡沫うたかたの幻だ。一時的に気持ちよくなっても、ふと気づけば空むなしさだけが残る」

「それの何が悪いの？　人生なんてそれこそ一瞬……同じ一瞬なら、気持ちいい方がいいに決まってるよ」

「脳をいじられすぎて、お前の感覚がイカれてるだけだ」

「……違う。わたしはわたしの意志でこうなったの。あの人たちに変えられたんじゃない。わたしが自分を変えて、あの人たちが喜んだ。それだけ」

　怪物の目に郷愁めいた色が浮かんだのは、一瞬のことだった。すぐにその口元に殺気まじりの笑みを湛たたえて彼女は続ける。

「おかしな紅蓮さま。わたしは紅蓮さまに近づけるように自分を改か造えた。冷酷に冷静に正確に相手を踏ふみ躙にじり、叩きつぶす存在に」

「一緒にするなよ。俺が戦う理由は、たった一人の家族である妹──可か憐れんのためだけだ。いまも、昔も、それだけは変わらない」

「あはっ」

　確信をこめた紅蓮の断言に、水葉はその表情を機械の如ごとく無にして、声だけははしゃいだ子どものように笑ってみせた。

「妹、妹、妹……紅蓮さまは、そればっかり。くだらない。家族も、妹も、違うイキモノ。いざとなれば裏切るし、お腹なかがすいたら共食いだってする。その程度の存在」

　それは異形の理論。哺ほ乳にゆう類るいですらない、もはや節足動物の如き異質の感覚。

　弱肉強食という言葉すら生なま温ぬるい、生なま身みの肉で形作られた機械の理論──。

「……わたしは昔、静しず火かに負けた。だからわたしはあの子のかわりに、《伊い邪ざ那な美み機き関かん》で脳を犯された。そして強くなって戻ってきたら、今度はわたしが静火を支配した。ね、そこにあるのは、強いか弱いかだけ、姉妹の絆きずななんて、関係ないでしょ？」

「……なあ、水葉」

「なあに？」

「お前は従い、尽くしてくれる静火に、少しでも情を抱いたことはなかったのか。お前が学園寮に押しかけてきたとき、俺の部屋で語った言葉は──本当に嘘うそだったのか？」

　あの日の水みず葉はの言葉を思い出す。

『静しず火かのとなりに立ちたい。ホンモノの……家族になりたい』

　その言葉に幼い日の可か憐れんの顔を重ねて、紅ぐ蓮れんは水葉に手を差し伸べようと決めたのだ。

　誰よりも血のつながった妹との絆きずなを大切にする紅蓮だからこそ、そこに一ミリでも真実が含まれていると信じたくて。

「うん。そうだよ」

　しかし、紅蓮の願いは届かなかった。

　どうしてそんなことを訊きかれるのかわからないといった顔で、水葉は首をかしげる。

「あれはただの擬態。嘘。静火なんて、ただのおもちゃだもの」

「……そうかよ。ならもうお前にかけてやる言葉はないな」

　紅蓮はどこか哀かなしげに顔を伏せた。

　体内から灼しやく熱ねつのような熱が燃え滾たぎり、両の『眼め』が吸血鬼じみた赤に煌きらめく。




「もう一度、お前を壊してやる」




　この穢けがれた呪のろいを生み出したのは他ならぬ砕さい城じよう紅蓮。

　今、あの日の自分の負債を清算しなければならない。

「うんっ……いっぱい、壊して……♪　わたしも、あなたを犯して、壊してあげるから」

「好きなものを選べ。玩具おもちやは何でもいい」

　紅蓮は遊戯室を見渡し、無数に並ぶ遊戯のすべてを抱えるように腕を広げてみせた。

　水葉は迷わずに一本の剣ダーツを取る。

「あのね、もう、決めてたの。わたしと、紅蓮様にふさわしいヤツ。命を削って、削って、血みどろになって殺し合う……最高の遊戯メイクラブ……♪」

　二匹の怪物の殺気を受けたシステムが、相あい食はむ蛇の如ごとき凄せい惨さんな戦いの幕開けを告げる。




『遊戯承認。選択種目、決闘者デユエリストのダーツ──開始します』






●王子と聖女の戦前交渉　－鏡の館やかた　16時44分－






　──ハア、ハア……はあ……はあ、はあ、ハア……はあ、ハア……──。

　それは、黒く塗りつぶされた歴史。

　絶海の孤島。濡ぬれ腐った落ち葉の悪臭が充満する深い森の奥。

　鼻先三寸も怪しい薄闇の中、少年は美しかった白い髪を汚しながら泥の中にうつ伏せ、荒ぶる呼吸を押し殺していた。

　左手には、ナイフ。

　右足に巻きつけたレッグホスルターには、ずっしりとした拳銃の重み。

　物理的な重みだけじゃない。

　ハンマーを起こし、引き金を引く、たった二つの動作で、この小さな鉄の塊は人の命を奪い得る。その事実が見えない黒い手となって、全身にねっとりと絡みつく。

　でも、殺やらなきゃ。

　殺らなければ、殺られるだけ。

　才能がない者、持たざる者に与えられた最後の機会。

　牙を研ぎ、爪を鍛え、強き者に喰くらいつくに足る傑物へと次元上昇するための儀式。

　ここで勝たなければ、自分は不要物として処分される。

　兄の横に立てないだけでなく、ずっと隣にいたいと思っていた少女のもとにも戻れない。

　だから僕は──。

　そのとき、ガサリと音がした。小さな人影が目の前を横切る。

　そいつは、潜伏する朝あさ人との存在に、気づいていない。

　ナイフを握る手に力を込める。

　だから僕は、──ここにいる全員を、殺してみせる！




　──それは、原初の記憶。

　白しろ王おう子じ朝人という少年の歪ゆがんだ道程の出発点、根源の風景。

　そして彼の秘めた獣性、冷たく研ぎ澄まされた殺意は時を超え、現代に甦よみがえる──。





　＊






「──せめて兄さんの下、ナンバー２くらいは、僕の手で殺しておかないとね」

　紅ぐ蓮れんと水みず葉はが相克した頃。

　不思議の館と対を成す、鏡の館一階の大広間。

　白いテーブルクロスの敷かれた豪ごう奢しやな食卓には貴族の宴席で用いられるような銀の食器が作法に従って整えられ、黄金の燭しよく台だいに並んだ蝋ろう燭そくの光に照らされ赤く輝いている。

　銀の皿に盛られた色とりどりの果物はどれも瑞みず々みずしく、味こそ再現されていないものの、口元に寄せれば甘く爽やかな香りまで感じとれる、ほぼ完全に再現された仮想物だ。

　──シャクッ。

　食卓のナイフで真っ二つに切られたリンゴを銀髪の少年が齧かじると、小気味よい音がする。

　噛かみ切きられた果実の破片は微細な画像の断片に変わり、何の痕跡も残すことなく空中に溶けるように消えていく。砂のように散るそれを唇にまといながら、白しろ王おう子じ朝あさ人とはクールな面持ちで大広間の入り口を流し見た。

「今の言葉。もう一度お聞かせ願ってもよろしいでしょうか？」

　にこにこと、微笑ほほえみを絶やさぬ修道服の美少女が小首をかしげる。

　その頬から数ミリも離れていない至近距離には、朝人が投じた銀のナイフが戸板に深く突き刺さっていたが、怯おびえた様子ひとつ見せない。それどころか朝人と共にいる人物、目を覆う特殊マスクをつけた麗人──朝人のパートナーとして遊戯に参戦したＳランク３位にして生徒会監査、聖せい上じよう院いん姫ひめ狐この方がよほど困惑を露あらわにしていた。

「──あ……さ……──……と……？」

　震えながら、朝人の胸に抱かれて、姫狐は少年を見上げる。

　短く清潔に揃そろえた銀髪。いつもは穏やかな人好きのする笑みを常に浮かべた朝人は今、奇くしくも兄である学園の支配者、透とう夜やに酷似した獣の眼光でフラヴィアを睨にらんでいた。

「──……い、ま──……私を、奪うって……あの、透夜から……──!?」

「確かにそう言ったよ、姫狐姉さん。兄さんから、彼の婚約者である君を奪う。どんなに卑ひ怯きようでも、カッコ悪くても、紅ぐ蓮れんという悪魔の手を借りてでも」












「あ……」

　驚く姫ひめ狐この細い腰を、しなやかで逞たくましい朝あさ人との腕がきつく抱き寄せる。

　彼女を奪う、さらっていく。そんな意志を伝えるかのような威厳あふれるその仕草に、少女は困惑しながらも、その腕を払いのけることもできず、ただ顔を伏せて。

「──……何を……そんなことしたら、あの家が……──」

「織り込み済みさ。いざとなれば、白王子ごと潰す」

「──……ばか、なの……──？」

　咎とがめる声も掠かすれて力なく、姫狐は朝人の肩に顔を埋めた。

　わずかに震える彼女の温かさ、柔らかな感触を完全に再現するクオリアシステムの技術力に感謝しながら、朝人は続ける。

「フラヴィア・デル・テスタ。君も聞こえなかったなら、繰り返そうか？」

「『ナンバー２くらいは、僕の手で殺しておかないとね』ですか。ふふ、もう結構ですよ。どうやら聞き違いではなさそうです」

　フラヴィアは分厚いドアに深々と突き刺さった果物ナイフの柄に手を添えると、慈しみをもって引き抜いた。

「この刃やいばが本物の銀であれば、柔らかな刃は厚い樫かし板に刺さることなどなかったでしょう。仮想現実の偽物、形だけ再現された幻覚だからこそ可能な、偽りの奇跡──」

　つつ、と愛あい撫ぶするように滑らかなナイフの刃を指でなぞりながら、フラヴィアはひどく蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべて、いたずらな舌をちろりと見せる。

「貴方あなたがたの逢おう瀬せとどこか似ている、といらぬ邪推をしてしまいました。このような特殊な状況では、男女の想おもいも燃え上がるものですからね」

「ちっ……これは、ちがっ……けふっ、こほっ……!!」

「あらあら？　いけませんよ、喉が弱いのに大声を出しては。照れることなどありません。愛は現代社会において、ダイヤモンドのように希少なもの。人類の資源ですから」

　焦った声を上げた姫狐はとたんに喉を押さえ、苦しげに咳せき込む。

　その背中を優しくさする朝人に向けて、フラヴィア・デル・テスタ──Ｓランク２位にして生徒会副会長、獅し子し王おう学がく園えんの次席に君臨する少女はふと首をかしげた。

「透とう夜や会長から、弟さんがいらっしゃることは伺っておりました。いつまでたっても仮面を外さず、自分に牙を剥むくこともない軟弱な弟だと。──それが今や、どうでしょう？　兄の婚約者を奪い、自らの愛エゴのために圧倒的な強者に立ち向かおうとする」

　ぱん！　──と、フラヴィアは祝福するかのように両掌てのひらを打ち合わせた。

「素敵ですね！　とてもとても素敵です。略奪愛、兄弟の相克、第三者たる砕さい城じよう紅蓮と、板挟みになった少女のロマンス──ふふふふふ、まるでドラマの一幕のよう」

「君の流儀で言うなら、市場価値は高いと思うよ。自分でやっていて思うけど、なかなか面白いドラマになりそうだ。今、これから僕が挑む戦いのことを考えれば……ね？」

「ええ。第三者としてお部屋のテレビで、まったく害の及ばない距離からであれば喜んでお煎せん餅べいを片手に拝見したいところですが──残念です。私自身もまたその当事者であり、貴方あなたの挑戦を受けねばならない立場では、ただ楽しんでばかりもいられません」

　本当に至極残念そうに、フラヴィアは目を閉じながら「んー」と唸うなり。

「ですが……思えば、この結果は会長の思惑通りだったのかもしれませんね？」

「へえ。どうしてそう思うんだい、フラヴィア？」

「根拠なき憶測ですが──この状況は最初から操作され、演出されたものに思えるのです。憶測とは言いましたが、私が憶測に至ったということ、それ自体がすなわち『神託』に等しく、おそらくは核心を突いていることでしょう♪」

　フラヴィアは愉快げに、朝あさ人とと姫ひめ狐こを交互に見る。まるでスーパーマーケットに並んだ二つの商品を品定めする主婦のように、楽しげで、かつ冷酷な目で。

「透とう夜や会長は本当に面白いお方ですね。彼のもとには不思議と力ある者、可能性のある者、面白い背景を持った者が引き寄せられてくる。まるで己の望む環境を構築するために運命すら操っているかのよう」

「君もその一部だと思うけど、それでもいいのかい？」

「ええ、構いませんとも。どうせ最終的には私の損にはならないのです。たとえ運命を操られているのだとしても、操られた事実さえ未来の幸福に繋つながる……それこそが私の教祖たる所以ゆえんですので」

「強者の余裕ってやつかな。僕にはとても我慢ならないよ。上から糸で操られる感覚は、反へ吐どが出るほど嫌いだ」

　今頃白しろ王おう子じ透夜は頬杖でもつきながらクオリアシステムが再現した遊戯の箱を見下ろし、獲物同士が喰くらい合う姿を愉たのしんでいるのだろう。

　大本命は紅ぐ蓮れんのみ。埒らち外がいのフラヴィアをどう思っているのかはわからないが、佐さ賀か臣とみ、大おお星ほし、由ゆ留る木ぎ、そして朝人や姫狐に対して向ける目は、壊れた玩具おもちやを見るときのそれだ。

　遊ぶ価値もない、興味を抱くに値しない存在。

「でも、それもここまでだ」

　白王子の中で序列が確定し、朝人も姫狐も、透夜にとって、白王子本家にとって、取るに足らない存在と定義されてしまった今になって──転機が訪れたのだ。

　──砕さい城じよう紅蓮の転入。

　悪魔の力を借りて透夜の生殺与奪を握り、下げ剋こく上じようを果たす機会が！

　遊戯の果てに白王子家がどう出るのかはわからない。

　おとなしく朝人達たちに継承権を明け渡すのか、あるいは激怒して朝人達を追放するのか。

　どちらでもいい。どちらに転んでも自分達は自由になれる。

　だから──

「準備運動には君程度の相手がちょうどいい。兄さんと戦う前の前座になってもらうよ」

　朝人はあえて強気に笑う。

「──……あ……朝あさ、人と………？──」

　決意をこめた横顔を見上げて、姫ひめ狐こが掠かすれた声で不安を伝える。

　彼女に無様な顔を見せまいと、白しろ王おう子じ朝人は歯を食いしばる。不安はない。ただ今あるのは晴れ晴れとした戦意のみ。逃げることをやめ、立ち向かうと決めた瞬間から──。

（──こんなにも、楽になるなんてね）

　思わず笑みがこぼれてしまう。それは、この先現れる最強の敵に対する恐怖すら超えて、そして目の前に立つほぼ不敗の聖女、フラヴィアから迸ほとばしるプレッシャーすら忘れさせる。

　余裕と解放の笑み。不敵極まりない挑戦者の態度に、フラヴィアは微笑ほほえんだ。

「ただの虚勢ではなさそうですね。ふふ、楽しみです♪」

「ああ。君を倒す方法も、すでに考えてある」

「素晴らしい……！」

　神を讃たたえる聖女が如ごとくフラヴィアは両手を広げて感極まった顔になり。

「この無意味な遊戯にあえて参加してみた甲か斐いがあったというもの。私にとっては歩けば道が開かれるだけの脱出ゲームに、正直退屈していたところでした、が♪　貴方あなたのような活いきのいい遊戯者と戦えるなら余裕で黒字といえましょう」

　そして、余裕たっぷりにこう続けた。

「自信に満みち溢あふれた強者が私の奇き蹟せきを目にして心酔し、テスタ教団の忠実なる信徒になる……その瞬間のとろけたお顔を拝見できるのですから、私は本当に幸せ者です♪」

　しとやかな物言いだが、その裏側には絶対の自信を内包している。

　溢れ出る神聖かつ凶悪なオーラを敏感な肌で感じ取ったのか、朝人の腕の中でピクリと姫狐の柔らかな肢体が震えた。

「──……本当に、大丈夫？　あれは怪物。フラヴィア・デル・テスタは神に愛された女、その豪運は正真正銘の奇蹟……──」

「ああ。わかってる。彼女が勝利を望む限り、運命は必ずそれを叶かなえるらしい。それじゃ本当に無敵だね。当然、何らかのトリックがあるんだろうけど……」

「今、この場で見破るのは──……不可能。透とう夜やですら、わかっていない……」

「僕も彼女のチートの正体は掴つかんでいない。というより、それが存在するかどうかも怪しいね。純粋な運だとしたら、本気でどうしようもないな」

「──……なら、勝負は、自殺行為。負けるために挑むような……──っ!?」

「そう。それでもいいんだ、姫狐姉さん。僕と戦っている間、フラヴィアは動けなくなる。その間に姉さんや桃もも貝がいさん、楠くすの木きさんが勝負を決めてくれさえすればいい」

　そう。この勝負における朝人の価値はその持ち金、２０００万円分のみ。フラヴィアが朝人に勝ったとして、得られる報酬はたったそれだけ──特別遊戯ゴーメンガースト、呪のろいの館やかたからの脱出を目的とする遊戯の勝敗には、何ら影響しないのだ。

　しかし今この状況……由ゆ良らが脱落し、大おお星ほしが戦意を喪うしない、佐さ賀か臣とみが潰されたも同然の今、フラヴィア・デル・テスタの足止めは値千金、それこそ億を賭けるに足る価値がある。

　朝あさ人とは姫ひめ狐こだけに聞こえるように囁ささやき声で尋ねた。

「姫狐姉さん。例の鍵は持ってるよね」

「──……あの地下室で手に入れた鍵……──？」

「うん。生徒会側が紅ぐ蓮れんの動きに目を奪われてる間に、僕らはこの館やかたを十分探索できた。隠されたパズルを解いて見つけた鍵は、もうひとつ……桃もも貝がいさん達たちが持ってくる鍵と合わせて、この遊戯の勝敗を左右するものであることは間違いない」

　二つの館で発見された、二つの鍵。

　ひとつは朝人と姫狐が数々の難関を突破して発見したもの。

　ひとつは幸運から、桃貝桃もも花かが倉庫の奥で手に入れたもの。

　先ほど紅蓮と通話して導いた結論を、朝人は正しいと確信している。

「……──！　つまり、貴方あなたが戦っている、間に……？」

「そう。鍵の謎なぞを解いて、遊戯に決着をつけてほしいんだ」

『……──!!』

　仮面で隠された半分の貌かお。露あらわになっている美しい唇や整った唇にわずかの動揺もなく、表立ってその感情を窺うかがわせるものは何もない。だが、繋つないだ手の震えが、彼女の精神的な動揺と、自ら犠牲になろうとしている朝人への想おもいを伝えてくれていた。

（……さあ、乗ってこい）

　朝人は願う。フラヴィア・デル・テスタの素性や性格、正体についてはほとんど情報が出回っておらず、姫狐を介した情報収集ですらほとんど役に立つものはなかった。

　特にプライベートな性格に関してはほぼ皆無。イタリア人であるという噂うわさ、コーヒーは好まず、梅うめ昆こ布ぶ茶ちやを愛飲すること、海外旅行が好きなど──そんなちょっとした情報だけ。

　しかし新興宗教の教祖の座に収まろうとする人間だ。余裕ぶってはいても、本質的には自己顕示欲、承認欲求の強いタイプに違いない。

　だからまるで透とう夜やに挑戦するための前座のように扱われれば、多少なりとも気分を害し、挑発に乗る可能性が高まる──。

　そんな朝人の計算は、

「では、遊戯をいたしましょうか。ですが、対価はいかがなさいますか？」

「……僕の所持金、２０００万円で充分だと思うけど？」

「まさか。無傷の生徒会役員は私と水みず葉はさんのみというこの状況、私の足止めには膨大な価値があるでしょう？　私は寛容ですが、不当な取引はお断りですよ」

　──乗ってこない……。当然か。

　朝人の思惑を見透かしたようなフラヴィアに、朝人はさらに交渉を詰める。

「何が望みだい。賭け金を積み足せばいいのかな？」

「まさか。万金に値する私の時間、暴落を続ける貴方の資産。釣り合いをとるには金銭ではなく、この状況で最も価値あるものにするべきでしょう」

　たとえば──。

「貴方あなた達たち二人が今所持している、デバイスと衣服以外のあらゆる所持品」

「……っ!?」

「当然、下着の中からお口の中まで不当に所持していないか確認いたします。ご安心を、私自身は行いません。条件を受諾して頂ければ、クオリアの審判機能が使えますから♪」

　それはまるで、朝あさ人との思惑や『鍵』というアドバンテージを見透かしたような要求。

　朝人と姫ひめ狐こが鏡の館やかたを探索している間、監視や諜ちよう報ほうの影はなかった。つまり、前情報は何もない。それなのに、今最も奪われたくないものを狙い撃ってくるなど……！

「あら、お返事が遅いですね。これは図星だったでしょうか？」

　にこにこ、にこにこと変わらぬ笑みを浮かべながら、フラヴィアは宗教者らしいベールの隅からこぼれた金髪を指で梳すき、滑らかに整えて。

「私達があちらにいる間、こちらの館を存分に探索なさったのでしょう？　つまりお二人は十分な量の情報アドバンテージを蓄えているはず。それも、クオリアのシステムの公平性と、これまでの演出からして──恐らく何らかのアイテムという形で」

　今回の遊戯に軍資金が設定されているのは、情報を取引材料とすることを想定しているからだろう。そして取引の内容を可視化しやすくするために、情報はアイテムの形として与えられることが多い。

　クオリアシステムそのものが本来第三者の観客が楽しめるように設計されているのだから、それも当然だ。

　対戦経験の豊富な人物がクオリアの特性をもとにその推測に行きつくのは難しくない。

（……泳がされていたってこと、かな？）

　あたかもそれは鵜う飼かいの鵜うの如ごとく。

　フラヴィアが何ら妨害することなく、朝人たちにこちらの館を自由に探索させていたのは──後半に遊戯を挑み、苦心して集めた情報をすべて横から奪い取るため！

「……えげつない手を使うね」

「あらあらそんな。私が貴方との対戦で消費する時間と、貴方がこちらの探索に費やした時間、等価のものを賭けるのです。フェアな条件でしょう？」

　核となる情報──『鍵』の存在を知らないはずなのに、今この場で最も必要なモノ、奪われたくないモノを看破し、最適解を突いてくる。

　つまりは、これこそが──。

「どうしました？　賭けられないのですか？　ふふ。それでは貴方が私に渡せない情報を握っていると自白しているようなものですが」

　──過程を吹き飛ばして正解に至る、聖女フラヴイアの異能。

「まいったね、全部お見通しってわけか」

　朝人は肩をすくめてみせた。時間稼ぎの策は崩れたが、だとすれば次に自分が取るべき行動は──

「なら勝負をするのはやめておこうかな」

　──降参。などでは、当然ない。

　フラヴィアはフェアな条件だと言ったがそれは違う。朝あさ人とたちの持つ情報がなければ、彼女は前に進めない以上、どうにかして朝人を勝負の舞台に引っ張り上げる必要がある。

　ゆえに、ここで朝人が引く姿勢を見せれば──

「いいでしょう。賭け金を上乗せしますよ。とはいえこの遊戯の中で使える特典ではありませんが」

　──当然、このように追加の賭け代を提示してくる！

　同じ重いリスクを負うならばすこしでも多くのメリットを引き出す──交渉術の常道だ。

「上乗せするモノによるかな？　何を賭けるんだい？」

「透とう夜や会長──いえ、白しろ王おう子じ家と対立することとなった時、私のテスタ教団が全力を挙げて救いの手を差し伸べると約束しましょう」

「へえ……それは資金面、社会的、政治的に庇ひ護ごしてくれる……ってことかな？　僕と、姫ひめ狐こ姉さんを」

「ええもちろんです」

　女神のような悪魔の提案。フラヴィアのそれはあまりにも巧たくみで狡こう猾かつだ。朝人が今、心より欲しているものを賭け代にしてきた。

　白王子に対して大々的に反旗を翻した以上、朝人と姫狐は最も早はや社会的なバックボーンを失うリスクが高い。

　巨大な権力に対たい峙じするには、巨大な権力の庇護下に入る必要がある。

　世界に多大な影響力を与えつつあるテスタ教団ならば、その価値は充分にあるだろう。

　もちろん、フラヴィアも勝算あっての提案だろうが──

「わかった。賭けよう」

　──ここはあえて……乗る！

　力強く頷うなずいた朝人を、姫狐が訴えるように見上げる。

　だが彼は無言のまま、強い強い目で対する強敵を、神に愛されし魔物を睨にらむばかり。

「遊戯選択は神の──クオリアの意のままに任せるとしましょう」

「……わかった。遊戯申請。対価は僕の所持するアイテム、所持金すべて。それに加え、姫狐姉さんの所持するアイテムのみ、所持金は賭けない。それでいいかな？」

「素晴らしいです。告解に訪れる咎とが人にんのような潔く美しい貌かお、大変にそそります♪」

　欲望を刺激されたのか、わずかに上気した貌でフラヴィアは微笑ほほえんで。

『遊戯申請、受諾──』

　機械音声と共に空中に提示された条件を、彼女は確認するように眺めていく。




【赤の陣営】

　白王子朝人──２０００万円＋所持アイテムすべて。

　聖せい上じよう院いん姫狐──賭け金なし、所持アイテムのみ提出。




【黒の陣営】

　フラヴィア・デル・テスタ──２０１０万円。遊戯後、当該契約を履行する。




　当該契約の概要は別窓にポップアップで表示され、内容がまとめられている。先ほど口頭で約束した内容が自動的に文面に起こされていた。これにより、ただの口約束はクオリアが仲介を果たした立派な契約となる。

　そして賭け代の同意ボタンを二人がタップすると、機械音声が高らかに遊戯の名を告げる。




『遊戯種目【Dice of Doomダイス・オブ・ドウーム】──開始スタートしてもよろしいですか？』




　提示された「はい」「いいえ」という選択肢を眺めながら、朝あさ人とは思う。

（聞いたことがない。クオリアが考案したオリジナルゲームか？）

　ならば条件は同じ。

　と思いたいところだが、相手はあのフラヴィア・デル・テスタ。底知れぬ聖女の微笑ほほえみを打ち砕くだくには、２０００万円という命はあまりにも心もとない。

（──頼むよ、紅ぐ蓮れん）

　背中をつっ、と冷たいものが伝っていくのを感じながら。

　白しろ王おう子じ朝人──反逆の王子は、神ならぬ【友】に祈った。






●進化するエアお兄様






『遊戯、承認されました。

　砕さい城じよう紅ぐ蓮れん　　対　御み嶽たけ原ばら水みず葉は。

　白しろ王おう子じ朝あさ人と　対　フラヴィア・デル・テスタ。

　勝敗予想はお手元の端末にてご参加ください』




　──無機質なクオリアの通達。

　奇くしくも四者の遊戯はほぼ同時に申請され、当事者ならぬ観客──闘技場に集う生徒達たちだけがその情報を認識し、大歓声は何度めかの沸騰を迎えた。

「チキショー、破産だあああああああああああっ!!　やだ、隷徒はやだあああっ!!」

「ハッ、バ[image: ][image: ][image: ]カ!!　お前の頭脳がマヌケなんだよ!!　生徒会チームにＧＰゲームポイント全張りとか、先が見えてねえにもほどがあるだろ。相手はあの最強喰ぐい、砕城紅蓮だぜ!?」

「あはははは……終わった、終わった……ふへ、ふぇへへへへへ……」

　野球場に似たアルプススタンドの観戦席のあちこちからリアルな悲鳴が響く。その源はほぼすべて、この特別遊戯に便乗した遊戯に挑み、そして負けた敗者たちの断末魔である。

　生徒会役員三人を同時に敵に回す圧倒的不利。しかも足手まといと目されていた楠くすの木き楓かえで、桃もも貝がい桃もも花かを連れての【アリスゲーム】は、たとえ砕城紅蓮といえど敗色濃厚とされ、勝敗当ての予想は圧倒的に黒の陣営、生徒会側に集中し、膨大な賭け金が投じられた。




『ふひゃふぉひゃほひゃひゃはははおほおおおお[image: ][image: ]っ♪　佐さ々さ木きでしゅうううう!!』




　強烈なハイテンションボイスがベンチに置かれたデバイスから響く。

　スピーカーモードに合わせた通話アプリから響く少女の声は勝利に浮かれきって、まさに歓喜の絶頂、有頂天とも言うべき状態が容易に想像できた。

『オタサーの全予算を全力ハイレバ１００倍で突っ込んだ甲か斐いがありました、大儲もうけっ！　隷徒脱出どころかお釣りが億単位ですよ、いやーっ、最高ですーっ!!』

「まあ、当然ですね。お兄様の真の実力を以もつてすれば、足手まといがいくらぶら下がっていようとも、ゴールデングラサンゴリラやインテリメガネピッグなど鎧がい袖しゆう一いつ触しよくです♪」

　ふふん、といかにも鼻高々といった様子で可か憐れんが語り、最高の笑顔で続ける。

『もちろんだ。可憐、お前が見守ってくれている以上、俺に敗北はない』

「ああっ、お兄様、負け犬の私にもったいない！　死ぬ、尊さで死んでしまいます！」

　たった二つの人影を残し、その一角だけ完全に無人となった観戦席。元隷徒の佐々木とつながったデバイスを横に置いた可憐は、うっとりと蕩とろけるような貌かおで虚空を視みる。

　そこには誰もいない。彼女の『連れ』はその逆側一座席分を空けた隣に座っており、間の席に置かれたデバイスに困惑顔を近づけて質問した。

「……ふーむ。私はよくわからないのだが、彼女はどうしたのかね、佐さ々さ木きクン？」

『えと。試合中継を見てる途中、由ゆ留る木ぎさんの超リアルな声マネ技、《完全模倣パーフエクトステイール》を見て変なコツを掴つかんじゃったらしくて……ああなっちゃいました』

「なるほど。……黒と黒を足した結果、ダークマターが誕生したって勢いだネ」

　ほぼ完全な紅ぐ蓮れんの声マネをし、妄想上の彼のセリフを再現しながらうっとりする可か憐れんの色々と残念すぎるありさまを、その人物はそう闇深く評した。

『うまいこと仰おつしやいますね、どなたか存じませんが紳士なおじさま。基本的には無害ですし、適度にお相手して頂ければ佐々木は負担が減って助かるのですが』

「ふむ。確かに私は紳士だし、益体もない女性の話を聞くことにも慣れている。しかし隣に座っていながらガン無視されるというのはなかなかに新鮮な体験なのだがネ」

『はあ。もしかして有名人の方なのでしょうか？　佐々木です』

「それなりにかネ？　ま、とはいえただの狂言回しさ。気にしないでくれたまえ」

　もしも可憐がデバイスのカメラをＯＮにしていれば、鷹おう揚ように笑うシルクハットの紳士を目撃した瞬間、佐々木は即土下座していただろう。

　この学園においてこの紳士然とした男──獅し子し王おう学がく園えん理事長、事実上学園職員すべての支配者たる獅し子し王おう創はじ芽めにはそれだけの威厳がある。

　遊戯絶対主義が裏で共通認識となった世界において、優れた遊戯者は戦略兵器だ。そのパワーバランスを左右する日本の遊戯者教育を一手に担い、政財界のトップさえ育成する獅子王学園の支配者は、旧時代にたとえれば国防の総責任者にして教育の王であり経済の黒幕でもある──三省庁を牛ぎゆう耳じる長と呼んでも差し支えないだろう。

「あー、ところで可憐クン可憐クン。聞こえてるかね？」

「何か御用ですか？　そうでなければしばしお待ちください」

『悪いが今可憐は俺と話してるんだ。愛し合う俺達たちの間に入ってくるな、オッサン』

「うわー気持ち悪い。凄すごいネ君、的確に彼の声で彼が言いそうにないセリフを吐くあたり、凄すさまじいミスマッチで怖おじ気けが走る。これはまさに才能だよ」

　それほどの地位を持つ男とは思えないほど軽い物腰で、エア紅蓮様を続ける可憐に創芽は言う。実際声色はほぼパーフェクトだが、セリフ全体としては違和感があるのだ。

　それをさすがに自覚しているのか、可憐は整った眉まゆをひそめて頬を膨らませる。

「……確かに。私の願望が多少入っているのは事実ですが、仕方がないでしょう？　もうお兄様と触れていない、お話ししていない時間が半日近く過ぎているのですよ!?　お兄様の愛が欠乏して、このままでは死んでしまいます。これは緊急避難、問題ありません！」

『明らかに間違ってると思うんですけど、可憐さんに言い切られるとそんなものかなーってちょっと納得したくなるあたり凄い才能ですよね。あ、佐々木です』

「同感だネ。遊戯者としての才能とはちょっと、いやかなり違う気がするんだけど……ま、だいたい紅蓮クンが悪いとしておこうか。少々遊びすぎだヨ、彼は」

　苦笑し、肩をすくめる創芽の仕草は、十九世紀の貴族のようだ。

　道化めいてはいるが決して下品ではなく、優雅ささえ感じさせる物腰。彫りの深い日本人離れした美び貌ぼうに嵌はまった片眼鏡モノクルが知的な印象を醸し、大人の余裕を感じさせる。

「そうですね。──楓かえでさんや桃もも花かさんを活躍させるなど……恐らくすべてはお兄様の策。そう、そうわかっているのですが……何でしょうかこの違和感は。キンイロホルスタインがお兄様にそそぐ視線の淫らさが、可か憐れんカウンターの限界を超えているのですが！」

『具体的な数字だと何デシベルくらいですかね？　佐さ々さ木き的にはちょっと興味が』

「数値化は難しいですね。泥棒猫許すまじ、という私の想おもいをエネルギー化したものですから、現時点でゲージは最高を超え、無双奥義が発動するくらいには上がっています」

「色々システム混ざりすぎじゃないかネ、それ。ま、心配はいらないヨ。無双奥義でも、究極乱舞でも、自由に叩たたきこめばいい。すぐ戻ってくるからね、みんな」

　真剣な面持ちでＡＲ投影された戦場を視みる可憐。

　その隣で興味深げにしている創はじ芽めに、デバイスから佐々木が尋ねた。

『あの……その言い方ですと、もうじき遊戯が終わる、ということになりませんか？』

「ああなるとも。恐らく今始まりつつある二つの遊戯が決着する時、特別遊戯が終わる。問題はその後でねー……。非常にメンドクサいことになりそうな気がするネェ」

『終わった後、ですか？　それはもちろん、可憐様と紅ぐ蓮れん様が再会して……』

「現生徒会の頂点をのぞく全員が実質隷徒に転落することになる。ま、それはいいとして、その後に待ち受けているであろう大波乱──『白しろ王おう子じ』が覆るその可能性に」

　ニヤリ、と意地悪な狐きつねのように創芽は唇を歪ゆがめた。

「『彼ら』が黙っているとは思えない。『砕さい城じよう』もまた他ひ人と事ごとではないだろうネ」

「……どこまで事情をご存じなのですか？」

　思わせぶりな言葉に、可憐が胡乱うろんな視線を送る。すると、

「それなりにね。私はこう見えても耳がいいんだ。とはいえ安心したまえ可憐クン、私は君達たち兄妹をたいへん気に入っている。今までも、そしてこれからも……ネ？」

　ウインクしてのける紳士に、可憐は絶対零度の視線を返し。

「凄すさまじく胡う散さん臭くさいですね。お兄様から『インチキおじさん』や『思わせぶり黒幕マン』『変態シルクハット詐欺師』などなど数々の異名で呼ばれるだけのことはあります」

『へー、どなたかと思えば、インチキおじさんだったんですか……。でもそんな人がなぜ学園の遊戯場にいるんでしょう。えっと、部外者立ち入り禁止ですよー？』

「はっはっはっ。……ま、勘弁してくれたまえ。今特別室にいると、危ないんだ。白王子透とう夜やの昂たかぶりが、飢えた獣の理性が、ちょっとでも強者の匂いを嗅かげば破裂しそうでネ」

「み、密室でお兄様への想いに震えているというわけですか!?　あの追尾性スーパー男色ブラザーズは、兄弟揃そろって私とお兄様の関係を邪魔するのですね……!!」

『はわわわわわ……。兄弟愛、略奪愛、三角関係。すみません当方少々腐り気味ですが、その三角関係は見ごたえがありすぎます。萌もえます。佐々木です！』

「あー、うん、ま、そんなトコでいいよ。ベクトルは違うけど間違っていないしネ」












　黒い炎をまとって燃える可か憐れんと、ハアハアと息を荒らげるデバイスごしの佐さ々さ木き。

　二人の異なるテンションを受け止めながら、獅し子し王おう創はじ芽めは戦場を俯ふ瞰かんする。

　今まさに始まりつつある二つの遊戯。その決着にはそう時間はかかるまい。そして軽く顎あごを上げれば、特別席に座す白しろ王おう子じ透とう夜やの姿が窺うかがえる。

「────…………」

　言葉は、聞こえない。黄金の椅子に皇帝のごとく座りながら、白王子透夜は爛らん々らんと光る眼めで戦場を見下ろし、牙剥むかんばかりの満面の笑みで遊戯の決着を待ち望んでいた。

　傍らに立つ鉄仮面メイドが震えているのがわかる。──当然だろう、獅し子し王おう学がく園えんに君臨する理事長ですら、今の透夜の覇気、殺気に耐えられなかったのだから。

「……昂たかぶっているねえ。ま、ヘタをすると生まれてこの方、十数年モノの飢え──強者との戦い、真に待ち望んだ夢が叶かなうかもしれないんだから、当然かナ？」

　──だが。

「安心したまえ、可憐クン。君達たちの関係はじき元通りになるだろう。けどその後、世界が大きく変わること──君と紅ぐ蓮れんクンのみならず、この学園そのものまでが大きく揺れる。その後の舵かじ取とりを担う覚悟はあるのかな？　紅蓮クンは、絶対やらないと思うがネ」

「何を、無粋なことを。──私はお兄様の妹です。お兄様が望むことを叶え、望まぬ汚れ仕事や面倒事の一切を背負い、最高に甘やかすのが使命と心得ていますよ」

　きっぱりと可憐は言い切り、遠すぎてごく小さな粒にしか見えない──逆に粒でさえも、圧倒的な存在感を放つ特別席の透とう夜やを睨にらんで、豊かな胸を張る。

「当然、お兄様は勝ちます。生徒会のすべてに、そしてあそこにいる生徒会長にも。その時、この遊戯で評価される学園の頂点にお兄様は君臨し、私はそれを補佐いたします！」

『あ、佐さ々さ木きもお手伝いさせてくれませんか？　そう贅ぜい沢たくは言いません、下請けの下請けか委員会ひとつくらい任せてもらえるだけでいいんですけど』

「お兄様に色目を使わないという条件を契約書に書きますがそれでよければ。──貴女あなたは、それなりに役に立ってくれましたし。妙に話しやすいですからね、佐々木さん」

『オタサーで築いたコミュ力がありますから。あの人たち優しいわりに不器用ですから、そこが可愛かわいいんですけど、本音を引き出すにはコツがいるんですよー♪』

「貴女のオタサー攻略日記に興味はありません。……そう。いつも通り」

　何もかも、元通りになる。

　紅ぐ蓮れんを頂点に、自分が傍そばに、そして──忌々しいが、楓かえでや桃もも花かを輪に加えてもいい。

　ついでに佐々木も入れてやろう。温かな家族の輪が、誰にも干渉されない学園の頂点に燦さん然ぜんと輝いたなら、紅蓮も……そして可か憐れんも、心底安らげる時が来るはずだ。




『──あとは俺に、任せておけ』

「はい……！」




　声真ま似ねではない、録画を再生した紅蓮の肉声。

　やはりかなわない、本物の魅力。傷ついた心に染み入るそれを味わい、可憐は指を組み合わせて祈りのポーズをとると、神ならぬ兄へと真剣な祈りを捧ささげる。

「はてさて。どうなるものかネ……？」

　そんな少女の真しん摯しな姿を観みているのは、道化じみた理事長だけ。

　日本の表裏に君臨する一族、白しろ王おう子じ。そしてあらゆる遊戯で『五年間の最強』を誇った、遊戯時代の核兵器とも言える最強氏族──砕さい城じよう。

　その浮沈がかかっているとさえ評されるこの大戦争は、表裏のあらゆる勢力に注目され、外部からの密ひそかなアクセスを受けながらも、最終局面を迎えようとしていた。






●決闘者デユエリストのダーツ　－不思議の館やかた　16時55分－






「状況は、どうなっている。くそっ、無事だろうな、御み嶽たけ原ばら……!!」

　不思議の館、二階。

　憔しよう悴すいしきった面持ちの佐さ賀か臣とみ仁じんは、親指の爪を噛かみながらこっそりと遊戯室の前に忍び寄る。己の敗北を水みず葉はに伝えた後、一人で紅ぐ蓮れんを迎えたいからと追い出された佐賀臣だったが、やはり自分の進退がかかった勝負は見逃せない。

　遊戯室のドアノブを回す。デジタルに再現された古い木材が軋きしむ中、静かに覗のぞき込むと──。

　まずその視界に映るのは、チェス盤、ルーレット、ポーカーテーブルなどが用意されたミニカジノに近い遊戯室の全景だ。古い時代、遊戯が貴族階級や富豪のものであった時代の空気を色濃く残した、高級かつ格調高い器具の中──。




『──特別遊戯【決闘者のダーツ】について、説明を開始いたします』




　ゴゴゴゴゴ……!!

　地鳴りめいた音をたてて床板が開き、二台のケバケバしい筐きよう体たいがせり出してくる。

　色分けされた派手な装飾のプラスチック。周囲の雰囲気と合わせる気が一切ないそれは、ラスベガスあたりで用いられているようなダーツゲーム機だ。

　本体には拳銃を構えて向かい合う二人のガンマンが描かれ、両者の間には放たれた弾丸が激突するイラストと爆発のペイント。そしてそのただ中にはダーツボードがあり、その色分けされた部分はランダムに点滅して、旧時代のネオンサインのように煌きらめいていた。




『ベースゲームは【ＳＵＲＶＩＶＯＲ】、交互にダーツを投げ、プレイヤーごとに色とポイントが設定された盤を狙い、命中すればポイント分のライフを減らす生き残りゲームです。

　プレイヤーどちらかのライフがゼロになった時点で勝敗が決定。

　ゲーム終了となりますが、【決闘者のダーツ】では特別ルールが導入されています』




（……よりによって、あれが選ばれたのか……!?）

　ごくり、と佐賀臣仁は喉を鳴らした。

　ルールは知っている。探索中発見したミニゲームの中で最も過酷で凄せい惨さんなそれは、まず自分なら拒むだろうハイリスク・ハイリターンな代物だ。

　しかし、そんな危険極まる挑戦をしているにもかかわらず、けばけばしい筐体を前に並んだ二人は──。

「コソコソしてないで入ってきたらどうなんだ。眼鏡めがねのフレームが見えてるぞ？」

「愛し合うふたりの姿を……見せつけるの？　わたしは、ふたりきりがいいけど……でも、紅ぐ蓮れん様がシたいなら、いいよ。誰にでも、どんないやらしい姿でも見せてあげる。ふっ、ふふふ……♪」

「……お、おぞましい奴やつらめ……！」

　思わず口にしてしまった感想に、紅蓮は「そうだろうな」と言わんばかりの顔で苦笑し、水みず葉はに至ってはまったく意に介していない。

（喜ぶべきか、屈辱と思うべきか……。いや、今は、好都合だ）

　佐さ賀か臣とみはそう自分に言い聞かせ、流れるシステムメッセージに耳を傾ける。だいたいはすでに知っているが、改めて開示されたこの特別遊戯のルールを検討すると──。




『特別ルール１、ライフは参加者の所持金がそのまま設定されます』

『特別ルール２、【キャッシュナンバー】。

　散りばめられたこの数字にヒットした場合、その数字に応じた金額分、相手の所持金を減らすことができます』

『特別ルール３、【デスナンバー】。

　プレイヤーごとに毎回三つずつ、合計六つが設定され、それぞれに「右腕」「左腕」「右足」「左足」「右目」「左目」「右耳」「左耳」のいずれかがランダムに設定されます。

　敵のデスナンバーにダーツがヒットした場合、クオリアシステムを介して接続した人体に激痛が走り、接続を電子的に断つ──即すなわち、その部位が使用不可となります』




　腕に当たれば腕が。

　足に当たれば足が。

　実質丸ごと喰くいちぎられる──人食いザメの顎あごにも似た残虐なゲーム。

　もちろん、アバター上のことだ。現実に戻れば腕も足も元のままつながっている。だが、クオリアが脳に直接与える苦痛は現実と寸分違たがわず、まさに拷問に等しい。

（……こんなゲームを考えた奴。プレイする奴、どちらも頭がおかしい……！）

　そう佐賀臣は断言できる。

　クオリアのアバターの完成度は理想的、ほぼ『第二の人体』そのものと言える。視聴覚はもちろん痛覚まで完全再現され脳に伝達される神経信号は、元の人体より鋭敏なほどだ。

　だからこそ制限が不完全な今回などは、俗に『拷問』と呼ばれる暴力行為によって遊戯を有利に進めることすら可能である。もちろん、相互に対策を講じて当然ではあるが。

　その遊戯者としての感覚を以もつてしても、金と命、どちらかを狙って死ぬまで削り合う、文字通りのデスゲームめいたこのルールには冷や汗をかかずにいられない。




『自分のデスナンバーにダーツをヒットさせた場合、

　同一部位へのデスナンバー攻撃を一回ガードできます。

　ダーツ盤の外周部にある【ダブル】にヒットさせた場合、設定されたナンバーの二倍のダメージを与えます。キャッシュであれば二倍の金額、デスであれば二倍の苦痛を。

　さらに小さな【トリプル】にヒットした場合も同様、三倍の金額と苦痛を与えます』




　表示されたダーツ盤の中央部、二重に◎の描かれたポイントが点滅する。




『ダーツ盤中央、円の外周部【シングルブル】にヒットした場合、【１０００万円】を敵から奪うことができます。

　中心点【ダブルブル】にヒットした場合、【２０００万円】を奪えます。

　ダーツを投じるのは、両プレイヤーは常に同時となり、結果も同時に判定されます。

　デスナンバーによるダメージなどでプレイヤーがプレイ続行不能の状態に陥った場合、その時点で敗北となり、所持金はゼロとなって脱落します。

　──また、救済措置として【取り引き】が可能。

　これは使用不可状態となった部位を所持金を支払うことによって回復させる行動であり、１部位によって【４０００万円】をゲーム側に支払うことによって購入できます。

　支払われた所持金はゲーム側が没収し、プレイヤーに渡ることはありません』




　腕をもがれ、足を奪われ、目を潰され、耳を千切られても。

　金ライフ尽きるまでダーツを投げ続け、片方が死んだ瞬間終わるサドンデス！

（……勝て。頼むから、勝ってくれ、御み嶽たけ原ばら……!!）

　おぞましいルールに震えながら、佐さ賀か臣とみ仁じんはただひたすら祈り続けた。

　神に？　いや、そんなものは信じていない。強いて言うならば垣かい間ま見みた砕さい城じよう紅ぐ蓮れんという怪物に匹敵するであろう、御嶽原水みず葉はの魔性にすべてを賭けたのだ。

「……あはっ♪」

　そんな少年の祈りも意に介さず、水葉はねっとりと嘲わ笑らう。

「クオリアが、祝福してくれてるね？　こんな……最高のゲームを選んでくれるなんて」

　うっとりと蕩とろけながら、水葉は紅蓮を誘うように手を差し伸べ、身をくねらせる。

「ホンモノじゃないのは残念だけど……。紅蓮さまとわたし。お互いの肉を削り合うような、最高の遊戯が楽しめるよ。ああ……想像するだけで、イッちゃいそう……♪」

「遊戯室を調べたときにこの部屋で発生し得るゲームの一覧表を見つけたが、その中でも特に悪趣味なヤツだ。こんな遊戯をやるやつは、正気を疑う」

　呆あきれたような紅蓮の言葉に。

「だから、イイんだよ？」

　水葉は艶あでやかな微笑ほほえみで返す。

「くだらないことに、命を賭けよう？　この世界に、大切なものなんて、ないんだから」

「……それは、お前だけだろう。俺は違う。俺には、大切なものがある」

　自分よりも、何よりも、守らなければいけないものが──。

　可か憐れんの面影を想おもいながら答える紅ぐ蓮れんに、水みず葉ははすっと表情をなくす。

「ないよ」

「本当にそうか？　お前にもあったんじゃないか、大切なものや、人が」

　そうでなければ──。

「脳のう味み噌そをいじられるような伊い邪ざ那な美み機き関かんの『教育』、拷問まがいの訓練に耐えられるとは思えない。あったはずだ、耐えられた理由が」

「そんなこと聞いて、どうするの？　紅蓮さま。わたしに興味、あるの？」

　卑ひ猥わいな笑みを浮かべて、スカートごしに水葉は身体からだをまさぐる。

「おとうさん。おかあさん。それに……静しず火か。子供の頃はね、わたしはただの落ちこぼれ。御み嶽たけ原ばらのごみ、姉妹のだめなほう。そんなふうに、言われてたの」

　言われるたびに心が軋きしんだ。笑いながら、仮面の裏で深く深く傷ついていた。

「そう、あの頃はみんなが好きだった。がんばれば、強くなれば、みんなもわたしを好きになってくれるって思ってた。だから、だから……だけど──」

　瞬転──。

　微笑ほほえみは、ほの暗い形相へと変わる。

「売られたの。わたしはおうちに売られたの。いらないよって売り飛ばされて、成績が落ちたら処分なの。必要なのは、静火だけ。伊邪那美機関の人が、教えてくれた」

　強くあらねば。

　力がなくば、この世界ではヒトとして扱われない──と。

「だから、わたしは……頑張ったよ。強く強く強くなれば、もう一度、あそこへ帰れる。そう思ってた。けど、どんどん脳をいじられて、頭がガリガリ冴さえてきて、思った」




　──なんでわたしだけ、我慢しなきゃいけないの？




　子供っぽい喋しやべり方かたは、かつての記憶を想うが故か。

　モザイク模様のように散りばめられた、理性的な遊戯者と幼い怪物。

　すべてが入り混じる個性が、彼女……御嶽原水葉という遊戯者の本質。

「おうちのため？　静火のため？　おとうさんやおかあさんのため？　わたしを捨てた人のために、わたしは強くならなきゃいけないの？　そんなの絶対、おかしい……」

　血を吐くような訴えは、過酷極まる実験の記憶か。

「そんな時、あなたに出会った。紅蓮さまに──鎖につながれた怪物に。わたしと同じ、そのはずなのに、遥はるかに自由なあなたに。心のままに生きている、あなたに」

　だからこそ、憧れた。

　水葉にとって砕さい城じよう紅蓮こそ理想──自ら鎖を千切り、解き放たれた怪物の理想形。

　己が番つがうにふさわしい、たった一人の雄オス……！

「だからもう、どうでもいい。静しず火かも、両親も、学校だってどうだっていい。わたしと、あなたがいて、青い空のもとで生きていけるなら、それだけで、幸せ。だから……」

　水みず葉はは祈るように跪ひざまずくと、まるで絞首刑を受ける罪人の如ごとく。

　自らの手で自らの喉を掴つかみ、絞め上げるように──。

「わたしを捕まえてほしい。わたしを支配してほしい。わたしをあなたのモノにして……あなたの種を孕はらませてほしい。命と命をゴリゴリガリガリぶつけあって、わたしにあなたを刻みつけて、魂までも支配してほしい……それが、わたし……♪」

　熱狂をこめた言葉。

　それは、まさに──最悪の、告白だった。

「悪いが、間に合ってる。犬猫じゃないんだ、そう簡単にいくか」

　命さえ捧ささげんとする求愛をあっさりといなし、紅ぐ蓮れんは冷たく続ける。

「結局、お前がしていることは同じことの繰り返しだ。親に支配され、捨てられたから。それが辛つらかったから、新しい主人を探してる。従うべき理由を探して、血まみれの遊戯を繰り返し……子供を産んで、今度は生まれた子供に同じことをするんだろうさ」

「そんなこと、ない。わたしは……」

「『普通の』家庭や、『普通の』愛を否定したお前に、その先を言う資格があるか？」

　そう。

「俺にとっての『普通』であり、俺にとっての『日常』である──可か憐れんを否定したお前に、愛や恋を語る資格なんてあるかよ、化け物。違うなら、言ってみろ」

　大上段に切り捨てられ、水葉は裂け目のような笑みを浮かべた。

「可憐ちゃんのこと？　つまらない。くだらない。あなたを縛るだけのゴミが妹面をして、本当のあなたを縛ってる。最強のあなたを、ひとりじめにしてるの」

「お前にとってはそうかもな。なら、水葉、お前は……今の静火をどう感じてる？　お前のために尽くしてくれた妹を、どう思ってるんだ？」

「妹いぬ」

　きっぱりと、一切の迷いなく水葉は断じた。

「使えない妹いぬ。駄妹だけん。あなたがいない間、寂しくて濡ぬれるものを慰める偽物。支配の喜びを味わうための、プレイの道具」

　その空疎な表情は──『読めない』。

　紅蓮の共感覚シナスタジアは、他者のあらゆる声、感情、思考を視覚的に読み取り、イカサマの有無を読み取って、相手の思考をトレス、摸倣することで隠された意図を暴くものだ。

　超能力と言うには物足りない、ちょっとした異才。だが極限まで高められたその感覚は、異能者揃ぞろいの闇社会ですら無敵を誇り、卓越したゲームセンスと合わさって最強となる。

（だが、こいつは──水葉は、読めない。あの時と同じように）

　代償として人格の歪ゆがみ、サディスティックな衝動を感じながらも使わずにいられない、超感覚。陽炎かげろうのように滲にじんで感情が『映る』世界は、電子空間にも等しく作用する。

　だが、その中にあってただひとり……御み嶽たけ原ばら水みず葉はだけは、読めない。

　闇に包まれたように黒々とわだかまる黒いもの。凝縮された欲望、妄想、黒い情念とでも言うべき何かが塗り潰し、その『読み』をシャットアウトしている。

　先の視みえない戦い。意図の読めない相手。

　これまでで最も不利な条件にありながら──。

（……それが、どうした？）

　砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは揺るがない。生き馬の目を抜く《黒の採決ブラツクバウト》では相手有利など当たり前だ。国家予算や企業の浮沈がかかる遊戯において、ありとあらゆる手を尽くすのは当然。

　この程度の逆境はいくらでも経験してきた。選択を完全に神に委ねて無心となる宗教者、脳のリミッターが外れた裏組織の打ち手、旧時代から連綿と続く博徒の子孫まで。

　その圧倒的な『経験』こそが──狂える怪物に対する、紅蓮唯一の優位アドバンテージ。

「──怖い？　紅蓮さま。わたしとの戦いが」

　にいいっ……と、砕城が生んだ怪物は深く深くほくそ笑む。

「それはお前だろう、水葉。指が、小鳥みたいに震えているぞ」

「うん、怖いよ。……期待が高まりすぎて、怖いの。どきどきとわくわくが止まらなくて、ぐしょぐしょに身も心も濡ぬれてるみたい。めちゃくちゃにしたい。されたい……！」

　火照った頬、荒い息、凛りんと見開いた眼め。

　細かく期待に震える指で、水葉は愛あい撫ぶするように用意されたダーツをつまむ。

　鋭くとがった針先をぺろり──ひと舐なめしてから、鎌首をもたげる蛇のようなしぐさで、水葉はそれをつまみあげ、投げる姿勢をとった。

（……くる!!）

　見守る佐さ賀か臣とみが、ピンと張りつめた殺気に息を呑のんだ。

　紅蓮と水葉。二人は同時にダーツを構え、投とう擲てき位置を示すスローラインを踏む。

　位置についた瞬間、ダーツ盤が点灯する。眼が、手が、足が、耳が──デフォルメされたアイコンで表示されたデスナンバーが二人分三か所ずつ、計六ヶ所現れる。

「行くよ、紅蓮さま。たっぷり、心ゆくまで──愛し合おうね」

「ひとりでやってろ。あの夏に帰れ──水葉!!」

　──カツッ!!

　第一投は、狙い誤らず正確にダーツ盤の中央へ吸い込まれ、左右両極。

　盤の中央部、『◎』型部分の中央──いわゆる【ダブルブル】に突き刺さる。

　まるで定規で測ったように、ほぼ平行に突き刺さった二本。




『──Doubleダブル Bullブル!』




　安っぽいアミューズメント・パークのような効果音と共にダーツ盤が激しく点滅する。

「まずは小手調べ、ってところか。──この程度の芸当は朝飯前だな、お互い」

　あっさりと紅ぐ蓮れんは言い、いつのまにか手元に戻ったダーツを再び構えながら、想おもう。

（ダーツ盤までの距離は２４４０㎜。高さは１７３０㎜──ありきたりのソフトダーツ）

　アバターの手は、現実とほぼ変わらないほど紅蓮によく馴な染じんでいる。

　ダーツ、ビリヤードといった『遊戯』もまた彼には慣れたものだ。敗北が死に直結する遊戯を繰り返した五年間で、ダーツ一本に命を賭けたことが何度あることか。

（基本を、崩さないこと──。まっすぐに伸ばした腕、肘ひじだけを曲げて『溜ため』ること。素人みたいに肩を使って、野球みたいな投げ方をする意味はない）

　ダーツの肝は文字通り、ピンポイントに的を撃ち抜く正確さだ。

　威力は一切関係ない。肘関節をうまく使い、最高のタイミングでダーツをリリースする。それだけで充分に手首がしなり、振り切った勢いのままにボードに突き刺さるからだ。

　ごくごくスタンダードに構える紅蓮と違い、水みず葉はのフォームは独特だ。

（デタラメな横投げ、サイドスロー。手、足、腰の関節を連動させて勢いを増している）

　それはあたかも、蔓つるに巻きついて身をくねらせる蛇のような動き──。

　変則的な投げ方だが、その正確性は紅蓮に勝るとも劣らない。

「同時にダブルブル──お互いに２０００万円の資金移動。つまり……プラマイゼロ？」

「そういうことだな。さて、腕前は互角。こうなってくると……どちらが先にミスをするか、そういう勝負になりそうだ」

「どちらが先に、崩れるか。……面白いね。たのしい、ね……っ♪」

　心底楽しげに目を輝かせ、声を弾ませる水葉。

　対する紅蓮はつまらなそうに狙いを定め、第二投に備える。

　ふたたびダーツ盤が点滅し、ポイントがシャッフルされてゆく。

　紅蓮──デスナンバー、右目、右足、左目。所持金、１億円。

　水葉──デスナンバー、左耳、右腕、左足。所持金、１億円。





　＊






（……こうなれば、あとは駆け引き次第か……？）

　対決する二人を遠目に観察しながら、佐さ賀か臣とみ仁じんは深々と息をした。

　強烈なストレス。水葉の勝敗がそのまま自分の運命につながっていると思うと、彼女の無遠慮なしぐさひとつが心臓を締めつけ、胃がキリキリと痛むような錯覚を覚える。

　クオリアシステムのアバターの優秀さはここでも証明された。ストレスによる精神的な苦痛がそのまま反映され、佐賀臣の脳に伝達されているのだ。

　追い詰められ、心悶もだえるこの時間──一分一秒が身を刻むこのひと時ですら耐えがたいのに、直接手足をもぎ取るような衝撃を与えるデスナンバーの苦痛とは、どんなものか。

（想像もつかん……したくない。だからこそ……！）

　あえて命に直結するキャッシュナンバーを狙わず、デスナンバーを穿うがつのも手だ。

　アバターのダメージは集中力へのダメージ。苦痛で心が乱れれば今のような精密な投とう擲てきはまずできなくなるだろう。相手を痛めつけて抵抗力を奪えば、あとは思うがまま。

（手堅くキャッシュ狙いで守りを固めるか、あるいは先んじて相手を撃つか──！　攻守の判断、第二投の判断こそが、この勝負の分かれ目となる……！）

　そう、なれば。

（来る。必ず。俺の切り札を使う、その瞬間が──）





　＊






（──ってところか。まったく、わかりやすい奴やつだ）

　勝負を見守る佐さ賀か臣とみの方を眺め、その感情と思考のすべてを『視みて』紅ぐ蓮れんは想おもう。

　佐賀臣仁じんは思考が読みやすい。あの男は極めて『常識的』だ。利己的かつ合理的な行動を好み、そこから大きく外れることが最初から選択肢に入っていない。

　強固な自我を持つ人間、経営者など人の上に立ち支配することに慣れた『勝ち組』にはありがちなことで、これまでその欲望の隙を幾度も突いて紅蓮は勝利を重ねてきた。

　だが、今の相手……水みず葉はは、違う。

　ちらりと見た彼女の横顔。

　独特のモーションに入ったまま集中している水葉は、黒い靄もやのような『感情』に隠されその意志がまったく読めない。その手を見破ることができない、ならば。

（まずは、『腕』を奪う）

　ダーツ盤に表示された赤い右腕のアイコンに狙いを定め、第二投を放つ。

　まったく同じタイミングで、水葉のダーツもその手を離れ──

　──カカッ!!

「ぐっ!?」

「はうっ♪」

　二つの悲鳴は、同時に上がった。

　紅蓮の投じたダーツは、見事に水葉の『右腕』を示すデスナンバーに突き刺さり。

　そして水葉のダーツは、紅蓮の『右足』を示すポイントを貫いていた……！

（……右膝を、本物の銃でブチ抜かれたような……！）

　激痛と呼ぶのも生なま温ぬるい鮮烈な痛みが襲ってきて、紅蓮はその場に膝を屈する。

　意志の力ではどうにもならない。

　激痛によって神経が硬直し、勝手に膝を曲げてしまう。伸ばそうにもほんのすこし動かすだけで痛みが襲ってくる……！

　意志の力で耐えられる範囲を超えている。それは人体というハードウェアの限界、危機を察して思考より先に肉体が反応してしまう、正直なカラダの叫びだ。

　肉が焦げる音すら錯覚する、激痛。

　灼しやく熱ねつの棘とげを膝の骨にねじ込まれ、グリグリとえぐられたような感触。

　だと、いうのに！

「ああああああぁぁぁ……♪　イイっ！　いたい、いたいの……ぎもぢいい……ッ！」

　水みず葉はは、笑う。

「紅ぐ蓮れんさま……紅蓮さまのくれた痛み……はああああああぁぁぁん♪」

　まるで憧れのタレントにサインをもらったファンのように。

　棒切れのようにぶら下がった右腕を愛いとしげにさすりながら、最狂の少女は笑う。

「気持ちいい……気持ちいいね、紅蓮さま。──ねえ、わたしのあげた痛みは、どう？」

「……ただ、不愉快なだけだ。痛みに特別な感情なんて、持ったこともないからな」

「そうなの？　……まあ、どっちでもいいかな。あなたがどう思っていても、関係ない。もう逃がさないよ。両足を撃ち抜いて、ずっとそばに置いておくの。ふふ、ふふふ♪」

「そうかよ。……ひとりで、勝手に、盛さかってろ」

　紅蓮のアバターに脂汗がにじむ。

　激痛に対する肉体の反射的な作用が、そのまま仮想世界にまで反応しているのだ。

　苦痛というノイズは、鍛えられた肉体にすらダメージを与える。

　紅蓮や水葉がいかに人間離れした精神力を持とうとも、決して無視できない。

　水葉はすうっ、と先ほどまでの狂騒から冷めた目で紅蓮を観察し──。

「わたしは利き腕をあげた。紅蓮さまの利き足と交換で。……うん、これは悪くない交換。まだわたしには左腕がある。投げるのには十分、フォームは崩れないから」

　冷静な分析を口にした。

「紅蓮さまは足をやられた。ダーツの肝は下半身の安定……これが崩れれば、正確な投とう擲てきは難しくなる」

「……その通りだ。いい狙いだな、水葉」

「でも、貴方あなたならきっと問題にならないはず。……見せて？　その程度の障害を難なく越えてみせる、紅蓮さまのカッコイイところを、わたしだけに……♪」

「お前に見せびらかすつもりじゃないんだがな」

　不利な条件が積み重なる中。

　それでも紅蓮はごく当たり前のようにダーツ盤に向かい──第三投！

『──Double Bull!!』

「なっ……!?」

　……カッ!!

　ダーツ盤のド真ん中、【ダブルブル】を貫いた紅蓮の技術に、佐さ賀か臣とみは言葉を失う。

　右足が使い物にならなくなり、片足立ちの不利な姿勢。重心の安定しない中、腕だけを使って、極小の点であるダブルブルを貫くなど人間技ではない。

（人間にできるのか、そんなことが!?　激痛の最中、しかも片足で……!?）

　想像もつかない、歯車仕掛けの機械めいた精密さ──。

　まずい、と佐さ賀か臣とみは思った。

　紅ぐ蓮れんの方が不利な状況だったとはいえ、水みず葉はも利き腕を失っているのだ。投とう擲てきの精密さで後れを取るようであれば、瞬く間に勝負を決められてしまう！

　が、そんな佐賀臣の心配は、水葉の一投がもたらした結果により完全に払ふつ拭しよくされた。

「……ぐ……ッ!?」

「にせんまん……ふふっ。いいよ。紅蓮さまの左足のお値段なら──安すぎる」

　水葉の第三投、狙ったのは紅蓮のデスナンバー、【左足】！

　紅蓮のダブルブルとまったく同時に刺さったダーツは、見事にそれを貫いていた。

（御み嶽たけ原ばら……！　やはりコイツも怪物……!!）

　利き腕と異なる方の腕で、正確に標的を貫く等。そうそうできることではない。

　一体どうやって？　という佐賀臣の胸中の疑問に答えるように水葉は言う。

「……わたしの脳は、特別製なの。思うまま、我がままにつくりかえられる。たとえば、右利きとして発達した神経細胞を騙だまして、左利きに替えてしまうことも……自由自在♪」

「脳の自己改造──陰陽相克ダブルフエイス、か。なるほど、怪物だ」

　人格の切り替えのみならず、己の脳に干渉して機能すら作り替えてみせる異能。

　左足さえも貫かれ、完全に床に伏すことになった紅蓮は、腕だけでその場を這はうと──手近なポーカーテーブルに用意された椅子を引き、強引にダーツボードへ向ける。

「もしかして、そこから投げるつもり？　……定位置よりかなり遠いよ？」

「それが……どうした。足をなくしたくらいで外すようじゃ、話にならねえよ」

　正規の定位置より２メートル近くも離れた場所。

　角度もいいとは言えない。それなのに紅蓮は諦めない。腕の力だけで強引に椅子へ這い上がり、どうにか足を投げ出すように座ると、ふたたびダーツを握る。

　水葉、所持金８０００万円──。

　紅蓮、所持金１億２０００万円。

「わたしから手に入れたお金があるのに。足を買わなくていいのかな？」

「そうだな」

「それとも、守る？　次に身体からだをえぐり取られたら、いくら紅蓮さまでも再起不能だよ。わたしと違って、あなたの身体はヒトだもん。強がっても、限界は、あるもんね……？」

「それが、どうした」

　素っ気ない返事。

　駆け巡る激痛にアバターの顔色は青ざめ、脂汗も滝のように流れていた。

　だがそれでも紅蓮は、ポーカーフェイスを崩さない。地獄の責め苦めいた激痛、両足を膝からねじ切られ、傷口をえぐられ続けている最中のような苦行に、耐えている。

「次だ。第四投……さっさと行くぞ、水葉……！」

「あはっ……いいね。ゾクゾクする、それでこそだよ、紅蓮さま。紅蓮さまの、硬くて、折れない、素敵なモノがポッキリとイク瞬間……わたしだけに、見せて……♪」

　第四投、シャッフルされたダーツ盤のナンバーは……。

　紅ぐ蓮れん──デスナンバー、右腕、右耳、左腕。

　水みず葉は──デスナンバー、左腕、右目、右足。

　盤の点滅が止やんだ瞬間、ふたつのダーツが突き刺さる！




　──カカッ!!




「な……ッ!?」

　佐さ賀か臣とみは、我が目を疑った。

　両足を失い、距離は離れ、角度もズレて椅子に座った──足腰のバネを生かすことすらできないありさまなのに、紅蓮の正確さは微み塵じんも衰えていなかった。

「あふうううううっ……♪」

　感極まった声を水葉は上げる。

　紅蓮の第四投が突き刺さったのは、水葉のデスナンバー……【左腕】！

　両腕を貫かれ、だらんと垂れ下がったそれを交互に見回して、息を荒らげる。火照った顔、汗ばんだ頬は痛みによるものだけではない。明確な興奮が、喜びがあふれている。

「足をもがれても、座ったままでも、狙えるんだ。そんな姿になっても、わたしを殺そうとしてくれるんだね。あはぁ……紅蓮さまの一いち途ずな想おもいを感じる。最高ぉ……♪」

　歓喜に濡ぬれた声で言い、水葉は身をくねらせる。

「…………ッ」

　紅蓮は何も答えない。ただ血が滲にじみそうなほど唇を噛かみ、無言で痛みに耐えている。

　水葉が投じた第四投。その狙いはダーツ盤の右側、小さなエリア──【右耳】を示す、デスナンバー。切り落とされ、血がしたたるような耳のアイコン！

「馬鹿な……！　ナメた真ま似ねをするな、御み嶽たけ原ばら!!」

　佐賀臣が声を上げる。それは、彼にとっては納得しがたい愚行。

　下半身を奪われた上で正確無比な投とう擲てきを魅せた紅蓮である。たとえ両耳を潰されたとしてもダーツを握る手に乱れはないだろう。

　事実、鼓膜をキリで貫かれたような衝撃を受けながらも、紅蓮は椅子にかけたままだ。多少息を荒らげてはいるものの、的を睨にらむ『眼め』は冷静さを保っている。

「せっかく足を封じたんだぞ!?　次は腕を潰すべきだろう!!」

「否定ネガテイブ。腕をふさいだら、つまらない。絶対に勝てる勝負なんて、価値がないもの。紅蓮さまと、ぐさぐさって、刺しあいっこ、するんだから」

　それは子供じみた狂気。

　ごっこ遊びをせがむ幼児のような理由を認められず、佐賀臣は声を上げる。

「だが、お前の愛する紅蓮は、その絶対に勝てる勝負に持ち込もうとしているんだぞ!?　資金を削り、腕をもぎ、確実にお前の破滅を狙っている!!」

「紅ぐ蓮れんさまはそれでいいの。わたしに痛いのをくれれば、いい。……ぬぷぬぷって、紅蓮さまの硬くて熱い剣ダーツで、いっぱい刺してくれれば、それで満足」

「……変態め……っ!!」

　もはや我慢しきれず、佐さ賀か臣とみ仁じんは歯は軋ぎしりしながら頭を抱える。

　完全に理解しがたいダブルスタンダード。理屈をつけてはいるものの、御み嶽たけ原ばら水みず葉はの本質は快楽に溺れた怪物だ。勝利など二の次、己の欲望を満たすことしか頭にない。

　まずい、と佐賀臣は唇を噛かんだ。水葉はこれで両腕を失った。しっかりと立ってはいるものの、次からは的に当てるどころかまともに投げることさえ怪しい。

（切り札を、切るしかないか……!?）

　奥歯を軋ませながら苦悩する佐賀臣の前で、水葉は異様な行動に出た。

　手から取り落として地面にカツンと刺さったダーツの矢。それを四よつん這ばいになって、水葉はねぶるようになめながら小さな口に咥くわえてみせたのだ。

「んふっ……ちゅっ、ぺろぉ……はむっ♪」

　喉を犯されているかのようにダーツを頬張り、柳の枝のごとく揺らめきながら、水葉は再び投とう擲てき位置に立つ。彼女が何をしようとしているのかは、誰の目にも明らかで。

「……な……ぁっ!?」

「……へえ」

　異様な光景に、佐賀臣は我が目を信じきれず、しきりに己が目を擦こする。

　紅蓮でさえ感心の息を吐く。

　そのくらい今そこで起きた現象は常軌を逸していた。

　第五投。

　棒切れのようにぶら下がった両腕を振って、遠心力と足腰のバネを最大限に活いかして。

　唇に挟まれた水葉のダーツが腕で投げたのと変わらぬ正確な速度と角度で放られたのだ。

　紅蓮は暗く微笑ほほえんで。

「くわえたダーツを命中させる、か。クク……なるほどな、水葉。お前は……お前の異能の本質は──」

　紅蓮の第五投──三度目のダブルブル、２０００万円を水葉から削り取る。

　水葉の第五投──デスナンバー、【左腕】に命中──。

　これで紅蓮は両足、右耳、左腕を失い、資金は残り１億４０００万円。

　対する水葉は両腕を失い、残り資金６０００万円。

「──セルフカスタマイズ。自分の存在そのものをゲーム感覚で組み替えられる。遊戯の戦略や利き腕だけなんてちゃちなものじゃない。脳のう味み噌そへの自己催眠。己がそうあれと決めたなら、千変万化、どんな存在にも成り代われるわけだ」

　ギリシア神話における不死の毒蛇、ヒュドラのように。たとえ両腕両足をもがれようとも、強烈な自己暗示だけで失った部位を即座に補い平然と動き出す。

　恐れを排除し、常に揺らがぬ心を実現する明鏡止水の、さらに先にある境地。

　水みず葉はは、異能者としても前人未到の領域に至りつつある……！

「ずーっと、考えてた。あなたに削られること。あなたに奪われること。あなたに犯されること。だからね、脳のう味み噌そ以外の全部をあげても動き続けられるようになったの」

「とんでもないチートだな、まったく」

　ダーツの腕前は紅ぐ蓮れんと水葉でほぼ互角。互いに百発百中、狙った場所を射貫くだろう。

　つまりこの『決闘者のダーツ』はいかにデスナンバーを活用して相手を乱し、ミスを誘うかにすべてがかかっていると言っても過言ではない。

　しかし水葉にはその痛みや喪失によるダメージが一切通用しないのだ。

「身体からだをどれだけ削ろうと、お前は悦よろこぶだけ、か」

「うん。もっと、かじっていいよ。ほら、もっともっと……わたしのすべてをたべて？」

「断る。お前の自慰には、付き合わない」

　紅蓮の突き放すような言葉を聞いた、その瞬間。

　彼の言葉の裏に潜ひそむ真意に、観戦していた佐さ賀か臣とみだけが気がついた。

（ま、待て……これは、まずいのではないか……？）

　佐賀臣仁じんは、現在のライフ表示を確認する。

（御み嶽たけ原ばらの残り資金は６０００万。砕さい城じよう紅蓮がすべて最高得点──ダブルブルを決めるとして最短、三投。決着……ッ！　たったの三投で！）

　冷静に考えるなら、今の状況は将棋やチェスで言う『詰み』に近い。

（俺が砕城紅蓮の立場なら……最低限右腕と両目だけは維持する。そこを撃たれたなら、買い戻しも止やむを得えないだろう。買い戻しには一度につき４０００万かかるが──）

　紅蓮の所持金は１億４０００万。仮に右腕を三回奪われても水葉を殺すのに必要な回数分は買い戻し続けられる。そもそもダブルブルを決め続ける限り紅蓮の所持金は増えていくのだから、実際にはもっと余裕がある計算で。

（まずい……ッ）

　ゴクリ、と。

　佐賀臣が唾つばを呑のみ込む音が遊戯室に驚くほど大きく響き──。

（使うしか、ない）

　佐賀臣仁は最後に残されたモノを使うべく、自らのデバイスを操作した。





　＊






　運命の、第六投。

「次、お前がどこを狙うか当ててやろうか、水葉」

「ふぅん。……わかるの？　紅蓮さま。教えて、くれる？」

「お前は俺の『左耳』を狙う。お前にとって、俺の『眼め』は特別だからな。勝負を楽しむために、最後までとっておくだろう。おいしいものは、後で……だ」

「ふふ。すごい……相思相愛。わたしたち、心まで通じ合ってる……♪」

　紅ぐ蓮れんと水みず葉はは他た愛あいもない会話を済ませ、投とう擲てきモーションに入った。

　紅蓮の右腕が、艶つややかな唇にダーツをくわえた水葉が、振りかぶる。

『Double Bull!!』

　場違いなほど明るくアメリカンな宣言。

　紅蓮の投じたダーツは１ミリの狂いもなくダーツ盤の中央、『ブルズアイ』に当たり。




「……あが……っっっっっっ!!」




　しかし苦しげに呻うめいたのは、他ならぬ紅蓮だった。

　不可視のダーツが目の粘膜を貫き、熱く犯すように瞳どう孔こうに刺さり、眼底に届く感触。

　歯を食いしばらずにはいられない激痛。

　水葉の投じたダーツは、紅蓮のデスナンバー……『右目』に、見事突き刺さっていた。

「く……そ……こいつ、は……さすがに効くな……。……お前、左耳狙いは止やめたのか？　らしくもない、まともに勝ちに来るじゃないか、水葉」

「うーん……。ふふっ、どうかなあ……？」

　きょとんと首をかしげてはぐらかそうとするしぐさに、疑問が浮かぶ。

　──外した、のか？

　陰陽相克ダブルフエイスがある以上、紅蓮の『眼め』でも水葉の嘘うそは看破不可能。

　ゆえに「左耳を狙う」という言葉に嘘があったかどうかは判定できないが──それでも紅蓮の経験が確信を呼んでいた。

　その言葉に嘘はなかった、と。

　何な故ぜなら、いくら陰陽相克が脳をいじる異能であるとはいえ、自らの意思でそれをやっている以上、そこには必ず作為が発生するからだ。

　何らかの目的を果たすために、水葉は脳をいじっている──つまり、過程をかく乱することはできても、本人が行きつきたい結果は、その本質は、変えられない。

　だとすれば『左耳』狙いは真実で、『右目』に命中したのはミスの結果となる。

　しかし水葉がこんな場面でミスを犯すだろうか？

「…………」

　茫ぼう洋ようとした表情の水葉を無事な片目だけで睨にらみ観察しながら紅蓮は思考する。

（断定はできないが、これはまさか──）

　疑念を抱きながら紅蓮は椅子に座り直し、投擲の構えに入る。

　第七投。ダーツ盤が点滅し、ふたたびボードにナンバーが割り振られ。紅蓮は右腕を、水葉は横にくわえたダーツを振りかぶり。

　そして──。

「な……!?」

「あれ？」

　困惑する声が、重なる。

　二本のダーツが、どちらの遊戯者にとっても想定外の軌道を描いたがために。

　紅ぐ蓮れんのダーツは中央を外し、わずかにそれてナンバーの割り振られていない空白へ。

　デスナンバー、『左耳』を狙った水みず葉はのダーツは、５００Ｍのダブルに命中。

　紅蓮、残り１億５０００万円。

　水葉、残り４０００万円。

　わずかに紅蓮との差を詰めた形になった水葉だが、その目には納得の色はなく──。

「おかしい……また……？」

「狙いがそれた、か。俺もだ。確かにダブルブルに命中させられる軌道だったんだが」

　この不可解な結果に、紅蓮は。

（……やっぱりな）

　むしろ確信を抱いたように部屋の片隅に目を向けた。

　そして、そんな紅蓮の動きとほぼ同時、一秒のズレもなく、

「…………」

　水葉の首がホラー映画の幽女の如ごとくグルリと滑らかに回り、紅蓮とまったく同じ方向を──佐賀臣仁の顔を見た。

　極寒の地に住まう狼おおかみのような、凍いてつく眼光で。




　ダンッ!!




　誰もが、反応できなかった。

　ぶらりぶらりと両腕をぶらさげながら佐さ賀か臣とみに詰め寄った水葉は、彼のこめかみに鋭く右足の爪先をめり込ませた。

「ぐあっ!!」

　壁に背中を打ちつけた佐賀臣を追いかけ、水葉はその肩を足で固定する。標本のように縫いつけられた佐賀臣が肩の激痛に苦鳴を上げる。

「な、何をする、御み嶽たけ原ばら……!!」

「おまえ……殺されたいの？」

　悪魔のように冷え切った声が、静かに響いた。

　ゆらりと幽鬼めいた動きで長い髪を振り回し、水葉は赤い『眼め』で紅蓮を振り返る。

「ごめんなさい、紅蓮さま。わたしたちの素敵な初夜が……汚されちゃった。待ってて、責任……今、取るから……」

「み、御嶽原……何をしている。どうして、こんなことを──」

「何かしたよね？」

「……ッ!?　誤解だ！　何をワケのわからないことを──ぶほァっ!?」

　弁明の余地など与えず、水みず葉はの前蹴りが佐さ賀か臣とみのみぞおちに突き刺さる。うずくまった彼の後頭部を何度も、何度も何度も執しつ拗ように踏みつけながら。

「悪いことを、したら……きちんと土下座をして、謝らないとね？　……ね？　ねっ!?」

「ぐはっ！　がっ！　ぐが！　何な故ぜだ！　俺はっ……何もっ……！　何の、根拠がっ！」

「あなたが何をできるのか、わたしは知らない。でも、今の結果で得をするのは、この場であなた、ただ一人。だから、あなたが犯人に決まってる」

　滅め茶ちや苦く茶ちやな理屈だ。

　法治国家では到底容認されない強引な理論。だが御み嶽たけ原ばら水葉という遊戯者は、その獣にも似た強引な論理でもって真実を導き出す。

「くだらないイカサマで、わたしたちの初夜ゲームを汚すな。次やったら──本当に殺すよ？」

「ぐ……ふぐぅぅぅ……！」

　非殺傷かつ暴力可に設定された仮想空間内では、死ぬことはなくとも苦痛を生む。

　とどめのように強く、頭を砕く勢いで踏ふみ躙にじられる佐賀臣を眺め、紅ぐ蓮れんは……。

「……クオリアに干渉したな？」

　核心を突いた。

「な、何の証拠があって、そんなことを……！　言いがかりだ!!」

「とぼけるだけ無駄だ。お前はそういう奴やつだからな……追い詰められた時最後に頼るのは、いつだってイカサマだ。【アリスゲーム】で懲りなかったのか？」












「むぐっ……!!」

　反論できない過去を突かれ、佐さ賀か臣とみ仁じんは唇を噛かむ。

　そう、クオリアの監視を逃れ、乱数に干渉するハッキング。【アリスゲーム】の時にも見せた、禁じられた世界への干渉だ。

「物理演算をいじりダーツの軌道をズラしたな？　……まったく、ここまでバカだとは」

「な……何の、証拠があって……!!」

「俺の知り合いにその手の技術に詳しいオタク野郎がいてな。そいつに頼めば証拠なんざいくらでも拾える。ＡＩの監視網をかいくぐり、ソースに侵入した形跡──ゲーム中のお前の視点をジャックすれば、簡単に証明できるんだよ」

「な……馬鹿な。貴様……何な故ぜ、そんな技術者と繋つながっている!?」

「さてな。だが証明されちまったら、あんたもＳＫソフトウェアも破滅だぞ。今はまだ、遊戯中の詳細な会話までは観客に聞こえてないだろうが……派手なイカサマをやれば、勘のいい奴やつはすぐに気づく。俺の証明に興味を持つ奴も多いだろうよ」

　クオリアシステムへの介入は遊戯への冒ぼう涜とく。

　この世界を定めているルールそのものへの反逆。

　破ったと知れれば、追徴金や罰則金が何桁けたになることか想像もつかない。

「ぐ……ぐぐ……」

「わかったら、二度とアホな真ま似ねはやめるんだな。ま、俺がハッタリをかましてるだけだっていう一いち縷るの望みに、会社や一族の命運を賭けたいなら自由にしろ」

「……[image: ][image: ][image: ][image: ]……!!」

　絶望しきり、激しく歯を鳴らしながら、ぐったりと崩れ落ちた佐賀臣。

　無様極まりないその姿に満足したか、水みず葉ははにこりと振り返った。

「さ、続き……しよ……♪」

　直前まで無慈悲な暴力を振るっていた人物とは思えないほどの明るい笑顔だった。その声に反応してか、佐賀臣は力ない声で水葉に問いかける。

「……わかっているのか、御み嶽たけ原ばら。あと二回、あと二回で敗北するんだぞ……？」

「うん。それが？」

　ひどく冷たい声がした。

「あなた、勝負というものをまるでわかってない。チートを使って、ただ勝てば満足なんて戦いに……価値なんてないもの」

「馬鹿を言え。勝つか負けるか。すべてを手に入れるか、失うか、それが勝負だろう！」

「否定。勝負は、魂の削り合い、存在と存在のぶつかり合い、痛みを与えて、与えられて、ぐちゃぐちゃに溶け合うように絡み合い──新たな価値を創造する行為。……こづくりと、おんなじ」

　何をワケのわからないことを、という言葉を佐賀臣は呑のみ込んだ。

　反論できるはずもない。水葉の目は、本気なのだから。

　それが、御み嶽たけ原ばら水みず葉はという人間の壊れた在り方。

　勝負に対する、宗教じみた独特の信念。

「だから、最後まで愛し合おう、紅ぐ蓮れんさま。わたしたちの夏を……終わらせよう？」

　残されたチャンスはあと二投。

　紅蓮必勝の形、それをひっくり返す水葉の逆転の一手。

　それは。




「わたしの狙いは──Tripleトリプル deathデス」




　それは、約束された死の宣告。

　設定されたデスナンバーの中でも最も狭い外周部、一点狙い。

「紅蓮さまの異能、その核たる『眼め』……ヒトを超えた感覚を脳に伝える視神経もまた、すごく鋭敏……痛みもハッキリ伝わるはず。だよね、紅蓮さま？」

「……どうだかな」

「とぼけても、むだ。さっき眼を貫かれたとき……紅蓮さまは悲鳴を上げた。今まで、どうなろうと耐えられたのに。その眼が、あなたの最強の武器で、弱点……♪」

　資金のやりとり、駆け引きなど最初から眼中にない。

　紅蓮の象徴にして弱点たる『眼』を貫く、三倍の激痛。

「──眼をずぶりと犯されるイタミはどんなもの？　さっきの三倍、グリグリと神経を、眼底までエグられる感触を、わたしのコレで味わってほしいの。紅蓮さま……」

　人間は、限界を超えた痛みを感じると心臓が停とまる。

　水葉の狙いはただ一点。痛みを超えた痛みによる『死』、そのもの。

「最初から……殺す気、だったのか？」

「もちろん。わたしも死ぬ気だから。おあいこだよ。ね、紅蓮さま？」

「……そうだな。なら、始めるか」

　命を賭けた、最後のダーツを──。

「……狂っている。狂っているぞ、お前らは……！」

　戦争が遊戯に替わった時代、暴力は忌避され、命のやりとりが忘れられた社会で。

　平和な時代に生き、安全の中で覇者たらんとしていた佐さ賀か臣とみは、違いすぎる世界を知る。そんな時代にありながら平気で命のやりとりをする、壊れた遊戯者どもの存在を。

　ふたりが位置につく。唇で、腕で、ダーツを構える。

「始めるよ。紅蓮さま。──来て!!」

「ああ。行ってやるよ。……水葉!!」

　ふたつの矢が放たれる。

　ダイナミックな動きと共に飛んだ水葉のダーツは【眼】が描かれたデスナンバー。

　残された紅蓮の【左ひだり眼め】に突き刺さり──

　紅ぐ蓮れんの矢はダーツ盤の中央。

　完璧なコントロールで、最高得点のブルズアイを射抜き、アナウンスが開始される。

　そのタイミングはほぼ、いや、完全に──同時！

『Double Bull!!』

　ＡＩの宣告と共に、水みず葉はの資金が２０００万円削り取られ──

　水葉、残るはわずか２０００万円。

　対する砕さい城じよう紅蓮、２０００万プラスして、１億７０００万円。

　しかしその結果を認識するよりも前に、紅蓮は。

「ぐあああああああああああッ!!」

　アバターを通して流れ込む膨大な痛覚情報に、意識を一瞬寸断される。

　筐きよう体たいに保護されている紅蓮本体の神経にも想像を絶する刺激が駆け巡り──。




　砕城紅蓮の心臓が、停止した。






●Dice of Doom　－鏡の館やかた　17時05分－






　紅蓮と水葉の対決が激化しているちょうどその頃。

　鏡の館では、朝あさ人ととフラヴィアの遊戯が始まろうとしていた。

　緑のラシャが張られたダイスゲーム用のテーブルが特別遊戯用に更新される。

　アメリカ発祥の遊戯クラップスのルールが記されていたラシャにノイズが走り、表面のテクスチャが切り替わる。仮想空間ならではの迅速な対応で、準備はたちまち整った。

「遊戯名、【Dice of Doom】。破滅に至るダイス……ふふっ、スリリングですね？」

　艶えん然ぜんと笑み、フラヴィア・デル・テスタは手にした果物ナイフをテーブルの上に放り捨てながら席に着く。

　そのふくよかな腿ももとゆるふわなスカートが魅惑的にたわみ、足を組んで座すその姿は修道女風のいでたちと相まって、あたかも聖職者を誘惑する淫らな悪魔に見えた。

「そうだね。君が好きそうな……地獄のような、運ゲーだ」

「──…………──」

　対するは白しろ王おう子じ朝人、そして聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こ。朝人は更新されたラシャに印刷されたルールをさっと斜めに読みながらフラヴィアの向かいに座り、姫狐はそんな男の背後に立って、仮面で隠れていない唇と下顎あごを、隠しきれない不安に震わせていた。

「そうでしょうか？　ルールは単純、これ以上ないほどシンプルでは？」

「だからこそ怖い。特に、賭け代が厄介だ。……最悪のゲームを選んでくれたね」

「リスクを踏むからこそリターンが得られる。これは資本主義の法則というものですよ？　危険な投資を情報と戦略によって読み切り、稼ぐ。現代人に欠かせぬ資質です」

「……あはっ。そうだね。神に愛された君には、たやすいことかもしれないな──」

　語り合いながら、ふたりの視線は交錯し、激しく火花を散らす。

　その理由はラシャに記されたこの遊戯、おぞましくも単純なルールによるものだった。

　ＡＩがそのルールを音声にして読み上げる。




『遊戯種目【Dice of Doom】──。

　参加者は二名。お互いに六面体ダイスをひとつ振り、出目が大きい方が勝者となります。

　敗者は勝者の出目から自分の出目を差し引いた数×１００万円を卓に支払います。

　勝者の所持金には加算されません。

　獲得賞金は遊戯終了まで卓にプールされ、まとめて清算されます。両者の出目が等しい場合は引き分けとなり、出目×１００万円を両者の所持金から没収します。

　参加者のうちいずれかの所持金が０になった時点で、敗北となります』




　ここまでは、当然。回復する手段は一切なく、ただひたすら死に近づいていく。

　だが、それだけではない。

　この遊戯には時に金銭以上に恐ろしく、人生を死に至らしめる猛毒が仕込まれている！




『１ゲームごとに参加費用として【秘密チップ】一枚の提示が必要になります。

　参加者は自分の人生、プライベートに関係する秘密を必ずクオリアに提示してください。対象の脳波、精神状態を鑑定し十分な振幅が得られた場合、それを担保として秘密チップが発行されます。ゲームに敗北した場合【秘密チップ】は失われ、その内容はクオリアを介して学内ＳＮＳ全体に情報公開されます──』




（最悪だ……！）

　その内容に朝あさ人とはポーカーフェイスの裏側で歯は噛がみした。

　肉体を損傷するような遊戯ではないが、これはまぎれもなく殺し合いだ。

　物理的な死ではなく、社会的な死を賭けたデスゲーム！

　一回一回のダイスロールがまさしく破滅へと向かう儀式に他ならない。




『勝者の【秘密チップ】は変動なし、そのまま場に残って次回以降も使用できます。

　敗者は新たな秘密を提示し、【秘密チップ】を補充しなければ次回への挑戦権を失い、資金喪失と同様にゲームから脱落します。引き分けの場合もチップの変動はありません』

『また、勝敗によって変動する没収金とは別に、【ダイス強化】が可能となります。

　１００万円を支払うごとに、そのゲーム内でダイスの全面の数値に＋１することができ、最大６００万円を支払うことで最低値７、最大値12までのダイスを作成できます。

　ダイスの最大値を＋するのではなく、六面ダイス目そのものを強化するものだという点にご注意ください。ダイス目強化の申請は、先手、親番のプレイヤーから順にダイスロール前に申告します。

　強化なしで挑戦することもできますが、ロール後に後付けで強化レイズすることはできませんので、ご注意ください──』




　──強化レイズ。これも、この遊戯の特殊性だ。

　単にダイスの最大値をプラスするのではなく、ダイスそのものを強化する。最大６００万円を払えば無強化の相手には無条件で勝てるわけだ。

　資本力の差がそのまま力の差に直結する、いやらしい遊戯といえる。




『ゲームの流れは以下のようなものです。

　①親のダイス強化フェイズ。金額を宣言しダイスを強化する、あるいはしない。

　②子のダイス強化フェイズ。金額を宣言しダイスを強化する、あるいはしない。

　③親のダイス強化フェイズ２。金額を宣言しダイスを強化する、あるいはしない。

　④③によって勝利不可能なダイスが作られた場合のみ、子の強化フェイズ２を行う。

　⑤ダイスをロールします。

　⑥出目を比較し、大きい方が勝利。勝者が次の親番となります。

　またこの時、敗者は出目の差額×１００万円の所持金を失います。

　勝敗に関係なく、強化に使用した金額は卓に没収され、戻ることはありません。

　出目が等しい場合は引き分けとなり、出目×１００万円を両者から没収します。

　その場合親番は子の側に移動、⑦～⑧を省略して①に戻ります。

　⑦秘密チップ公開フェイズ。

　敗者のチップは没収、秘密は暴露されます。

　⑧秘密チップ補充フェイズ。

　敗者は新たな秘密をクオリアに提示し、秘密チップを再発行します。

　制限時間五分以内にクオリアの精神審査に合格し、再発行できなければ失格。

　敗北となりますのでご注意ください。

　⑨これらの手順のどこでも、参加者は遊戯から【オリるフオールド】を宣言できます。

　この場合、すべての所持金を失い敗北となりますが、

　秘密チップの内容はそのままに保持され、暴露されません。

　……以上、ガイダンスを終了いたします』




「うふふ。なかなか楽しそうな遊戯ではありませんか」

　悪魔的なルールを聞き終え、フラヴィアは両手を合わせ聖母の如ごとく微笑ほほえんだ。

「秘密……それは煌きらびやかな宝箱。誰もがその宝箱の中身が気になって、覗のぞき込みたいと望んでいます」

「ネットのゴシップは今でも莫ばく大だいなＰＶとコメントを集めるからね。週刊誌の時代から何も変わらない、人の汚い本質だ」

「すこしでも隙間を見せれば、その煌めきを目掛けて無数の烏からすが襲い来る──宝箱を強制的に開かせるこの遊戯は、烏の餌となり果てるかどうかを賭けた勝負といえましょう♪」

「余裕だね。君の裏側が暴かれるかもしれないよ、教祖様？」

「たとえそうなったとしても、それが神の思おぼし召めしならば構いません。それよりも、貴方あなたの奥底に秘められたモノが覗ける事実に、私、ワクワクしてしまいます♪」

　最悪の賭け代を目の当たりにしてもフラヴィアの余裕は崩れない。

　自分が負けるはずがないと心から信じているような姿に、あらためて異様な重圧を感じ、朝あさ人との喉がごくりと鳴る。




『【秘密チップ】申請フェイズに入ります。

　各参加者はお手元のデバイスで賭ける秘密を提示してください。

　承諾ボタンのタップ後、該当する記憶の審査を行います』




　視界に直接表示されるゴシック体テキストを確認し、朝人はデバイスを手にした。

「く……！」

　タッチパネルに指を添えると、その瞬間視界が暗転した。頭の中をかき混ぜられるような感覚の中、閉じた視界に無数の記憶がフラッシュバックする。

（クオリアシステムと接続した脳の強制走査……！）

　知識としては存在するが、実際に体験するのは初めてだ。記憶と感情をリアルタイムで覗き込む機械の前に、決して嘘うそはつけない。あのフラヴィアや、それこそ砕さい城じよう紅ぐ蓮れんですら不可能だろう。暴かれれば心乱れ、苦しむ秘密を提示しないかぎり解放されない闇の中、朝人は迷うことなく、胸に燦さん然ぜんと輝く記憶のひとつを選択する。

　幼い頃から、押し殺して、押し殺して、押し殺して殺して殺してきた燃え滾たぎる情動。

　叫ぶような、心。

　脳裏に無数の記憶が浮かぶ。姫ひめ狐この笑顔が、穏やかな仕草が、秘め隠し続けてきた感情のすべてが暴き出される感覚の中、映像が結集して一枚のチップに変わる。

　……コトン。

「ぷはあっ……っ!!」

　視界が戻り、思わず声が出た。すかさず横から伸びた手が朝人の額に触れ、汗を拭う。

「ありがとう。……姉さん」

「かまわない。……──無事を、祈ってる」

　素っ気なく聞こえるが、万感の想おもいを込めた励ましと思えた。

　朝あさ人とはそれを受け、自らの想いを改めて確信しながら、出現したチップを掴つかむ。

　何の絵柄もついていない、雪のように白いそれを緑のラシャにピシリと置いて──。




「僕の【秘密】を賭けよう。──勝負だ」

「承りました。では、私も【秘密】を賭けましょう。どうぞ、よしなに……♪」




　にこやかに微笑ほほえみ、フラヴィアもまた出現したチップを提示する。

　それとともに、二人の傍らに積み上げられる仮想の札束。朝人の所持金２０００万円、対するフラヴィアは２０００と端数、10万円。

　遊戯開始時には10万円だったフラヴィアの所持金。しかし紅ぐ蓮れんとの情報共有で知った、彼女は楠くすの木き楓かえでに詐欺まがいの取引を持ち掛け２０００万円を奪ったのだと。

　まとまった資金が必要なこの遊戯を予見していたとでもいうのか。底知れない微笑みのベールに隠されて、その真意を覗のぞくことはできそうになかった。

「あらあら。……いけませんね、お金は大切にしなくては。ふふ、ふふふっ♪」

　ひらひらと紙吹雪のように舞い散る、デジタルデータの一万円札。十枚のそれを素早く掴み取ると、ちょうど扇子のようにパラリと広げて、資本主義の聖女はほくそ笑む。




『受諾エントリー確認。ランダムダイスにて初回、親番を決定します』




　朝人は赤。フラヴィアは黒のクリアダイスが出現し、カラカラと音をたてて転がる。

　出目は赤４、黒５。即すなわち、初手の親番は──！




『初手親番、フラヴィア・デル・テスタ。

　──遊戯開始ゲームスタート！』




　秘密と命を賭けた遊戯が、開始された。





　＊






（有利な親番はやはりあちら側か。さすがは『聖女』だね）

　朝人は無言のまま、感情を表に出すことなく出方を窺うかがう。

　この遊戯における親番は大きな利を持つ。

　最初に強化を宣言して後手を牽けん制せいするか、後手の選択を待つかを自由に選べるからだ。

　駆け引き次第でダイス運を覆して勝利をもぎ取ることさえ可能だろう。

「初回ですしまずは様子見といきましょうか。……強化はいたしません」

「それでいいのかい？　さすが、強気だね」

「ええ。このルールでは、強化に使用したお金は戻ってきませんからね。投資とは機会を見て慎重に行うもの。ガッポリ稼ぐためのコツですよ」

「……相変わらず、俗っぽいね。とてもアジア全域に勢力を持つ教祖様とは思えないよ」

「現代における疲れた人々は、甘い夢という果実のみでは動けませんからね。夢と実利の両方を揃そろえてこその宗教、心の痛みを分かち合い、お金の痛みを助け合うのです♪」

　言葉の揺さぶりは、まったくといっていいほど通用しない──。

　フラヴィア・デル・テスタは宗教家を自称している。朝あさ人とが集めた彼女の情報によれば、その奇き蹟せきはごくごく幼い頃から顕あらわれたという。

（──ＳＮＳなんかに公開されているテスタ教の歴史によれば、だけど）

　イタリア、ナポリで生まれたフラヴィア・デル・テスタは両親に連れられて来日。

　物心つくまでをさる田舎町で過ごしていたが、ある夏の日に台風の襲来を予見。それを両親に告げて避難を求めるが受け入れられず、豪雨による土砂崩れで家族を喪うしなう──。

（それだけなら、幼い被災者の悲惨な体験で終わるところだけど）

　フラヴィア・デル・テスタの伝説は、そこから始まる。

　まず土砂崩れに巻き込まれた家の中に彼女本人もいたにもかかわらず、まったくの無傷。土砂や瓦が礫れきがまるで彼女を避けているかのような、異様な光景だった……というのが彼女を助けた救助隊員の言葉である。

　さらに両親の死によって得られた莫ばく大だいな保険金。

　本来学費などに使われるべきそれを元手に、彼女は神の導きに基づく『投資』を行ってそれを数百倍にまで増やしてのけた。

（某大手自動車企業のリコールや仮想通貨の大暴落──そのすべてを察知して、暴落直前の最も高い値で株を売り抜け、資産を倍々に増やし続けた。神託に等しい資産運用！）

　あまりの手腕に、年齢不相応のカリスマとしてフラヴィアは祭り上げられた。

　天文学的に増えていく資産チャートを投資家たちは羨せん望ぼうの目で見上げ、媚こび、投資の術すべを『神託』として知りたがった。

　その時形成された集団こそが後のテスタ教団──中国、東南アジア、日本を中心とした投資宗教グループの母体なのである。

（……いわく、『神に愛された聖女』。以前敵対した姫ひめ狐こ姉さんは、勝負直前に過呼吸を起こして不戦敗した──その『豪運』は数字に表れてる、嘘うそでも偶然でもない真実）

　だからこそ、朝人の選択は『見ケン』──。

　今賭けた秘密チップは『姫狐への横恋慕』。

　白しろ王おう子じ家を揺るがし、優等生としての朝人の評判を傷つけるものだ。

　勘のいい者は遊戯中の朝人の行動で察しているかもしれないが、それは一部だけだろう。ハッキリとＳＮＳ上に事実として流布するのは、チップに値する精神負荷だとクオリアに判定された。

（最初の勝負だ。資金に余裕がある以上、絶対勝利のダイス……６００万を支払っての、最低値７のダイスを作ることもできる。けど、相手は『豪運』の聖女……）

　最悪のパターンは、全力で勝利をもぎ取ろうとしたダイスを出目で逆転されること。

　強化は無駄になり、敗北で資金を奪われる流れ。こちらの投資６００万、こちらの出目が最低の７ならば、フラヴィアなら２００万──最低３、最大８で上回りかねない。

（運の要素は最悪と考えろ。僕の出目は最低、あちらは最高と考えるべきだ。それでも、立ち回りによっては勝ち目があるはず……それに）

　朝あさ人とは冷静に、掌てのひらでダイスを転がす。

（僕にとって、ダイスロールはべつに運ゲーじゃない）

「二回目の強化フェイズもまた、宣言はいたしません。ダイスロールと参りましょうか」

「いいとも。じゃあ……行こうか!!」

　初戦。運命を占うダイスが、二人の手を同時に離れる！

　そして──

「６。ツイてるかな？」

「あらあら。私も６ですよ。おかしいですね？」

　不思議でしかたない、といった貌かおで──修道服の聖女は笑む。

「当然、私が６で貴方あなたが１だと思っていたのですが。何か……なさいました？」

「それはイカサマの指摘かい？　だとしたら、その手段を証明しないと無効だよ」

「ごもっとも、ですね。怪しい挙動はありませんでしたが……ふむ……」

　クオリアシステムの物理演算はほぼ現実に等しい。

　だからこそ古来から研究されてきたダイス目操作技術──

　それこそ振るように見せかけつつ場に『置く』ことで任意の目を出す『置きザイ』なども使える。が──朝人が用いたのは、その程度の技ではない。

　余計な道具や手順などは必要ない。真っ当に、ごく普通に振るだけだ。ただし絶妙な力加減と物理的な回転、テーブルの反発などを計算に入れて。

「イカサマなし、ただ『振る』だけで高確率で望む目を出す。ラスベガスの腕利きならば百回投じて仕損じなし……といったところでしょうか」

「どうかな。僕は落ちこぼれだからね。とてもそんな奇跡のような技は使えないよ」

「そうですか。では、そういうことにしておきますね。ふふふ♪」




『判定結果、ドロー。出目６×１００、６００万円を没収します』




　──ゴウッ!!

　引き分けの判定が下ると共に、鬼火のように燃え上がる六つの札束。

　フラヴィアの手元から、そして朝人のもとからも所持金が没収されたのだ。

　蒼あおい炎にてらてらと白い頬を光らせながら、修道女は優雅に10万円の扇で朝人を扇あおぐ。

「私の親は流れましたから、次はそちらですよ？」

　白しろ王おう子じ朝あさ人と、残金１４００万円。

　フラヴィア・デル・テスタ、残金１４１０万円。

　秘密チップ現状維持のまま、第二投──

（さて、親番か）

　ダイスを掌てのひらで弄もてあそびながら、朝人は場に並んだ札束と真っ白なチップを俯ふ瞰かんする。

　対するフラヴィアは余裕の表情。まるでレストランで注文の品を待つお嬢様のように、ごくリラックスした様子で、美しく磨かれたネイルの仕上がりを確かめている。

（ずいぶんと余裕だけど、本当にいいのかな？）

　イカサマに頼らないダイス目の操作技術は、ほぼ絶対だ。アクシデントが起きない限り朝人は望む出目を出すことができる。

　しかし天性の豪運を相手にすれば、本来あり得ない『まぎれ』が起こるかもしれない、そう考えて、一回目のダイスロールでは様子を見た。

（でも結果はあの通り。奇き蹟せきは起こらず、僕の出したい目が狙い通りに出た）

　仮にフラヴィアの体質、能力の正体が『確率の調整』だとすれば。

　１００パーセントの現象に対しては干渉できないはず──

「【強化】。──６００万円を捧ささげて、賽さいの目めを７～12にするよ」

「まあ、もう勝負に出るのですか？　せっかちな殿方は好みではありませんが……」

　宣言と共に、朝人がテーブルに押し出した札束が燃え上がる。

　１００万円が六束、６００万円の【強化】。あとは朝人が12を出せば、同等の強化を施さない限りフラヴィアは必敗。それを避けようと同額を投資し、出目が最高だとしても。

（──引き分けなら上々。秘密を暴露されることもなく、お互いの命が削れるばかり）

　そう、相討ちなら勝ちなのだ。生徒会側の動ける駒こまはここにいるフラヴィアと、今現在紅ぐ蓮れんと一騎打ちの最中である水みず葉はのみ。相討ちだろうが何だろうが喰くいとめさえすれば、あとは紅蓮が勝利をもぎ取る。引き分けは実質の勝利、損のない取引……！

「そちらは最少で７、最大12の必勝ダイス。……仕方ありません、ここは投資すべき時が来たと判断しましょう。【強化】──２００万円、プラス２です」

　ふたつの札束が燃え、朝人はポーカーフェイスの裏で引っ掛かりを覚えた。

　朝人は６００万を捧げて残金、８００万円。

　フラヴィアは２００万を捧げ──残金、１２１０万円。

　朝人とフラヴィア、両者のもとで燃える炎が光に変わり、手元のダイスに吸い込まれる。エフェクトと共にダイスが二回りほど大きく変化すると、刻まれた目が増えている。

　大きさや重さの変化を改めるように、掌でそれを転がしながら──。

（僕の最低値７を最大値８でギリギリ上回る【強化】、か）

　朝人は客観的に、今の状況を判断する。

　フラヴィアのにこにことした曇りなき眼めは、自己の勝利と優越を確信しきったものだ。

（──慢心、なのか？）

　自分は最大値８を。朝あさ人とは最低値７を出す。そう確信しているからこその、余裕──。

　本来は絶対にありえない。だが神に愛されているとの自覚があるからこそ、狂気じみた穏やかさに説明がつく。

　彼女は先ほどの一投で気づけなかったのだろうか。白しろ王おう子じ朝人の技の正確さを。

　賽さいを投げれば終わり。必ず望む数字を出せるのに。

（それとも……来るのか？）

　カルタで圧倒的な実力を誇っていた姫ひめ狐こと戦ったとき、ふいに姫狐を襲った過呼吸のように。

　朝人のイカサマの絶対性を揺るがせるようなアクシデントが起こるとでもいうのか？

（だとしたら、何が起きる？　クオリアシステムは絶対だ。その公平性を揺るがすようなアクシデントは発生しない。ガス爆発も飛行機の墜落もトラックの暴走も、あらゆる介入はない）

　神が彼女を勝たせるために必要な『神の手』が、届かない。

（それに僕の技術は自動的だ。心の動揺くらいではダイス操作を誤ったりしない。姫狐姉さんや自分自身にどんな不幸が起ころうとも、この手は正確にダイスを振る）

　大丈夫。負ける要素がない。

「じゃあ、行くよ？」

「ええ。参りましょう♪」

　朝人とフラヴィア、二人は共に宣言し、ダイスを転がす。

「……ッ!!」

　手を振り上げたその瞬間、峻しゆん烈れつな痛みが朝人を襲った。

　右腕の筋肉から響く電撃じみた激痛。謎なぞの麻ま痺ひ、痺しびれ……！

（なるほどね。こう来たか……!!）

　フラヴィアの『加護』が牙を剥むくことは予想できていた。

（だけど、問題ない）

　右肘ひじから先に走った激痛をおくびにも出さず、朝人はダイスを振った。

　肉体にトラブルが生じた程度で機能しなくなるような、やわな鍛え方はしていない。

　たとえ毒を盛られても。銃弾で頭を撃ち抜かれながらでも。

　いついかなる状況に置かれても任意の目を出せる──そこまで完成されてこそ『技』と呼ばれるのだ。

　ゆえに神の見えざる手など、朝人にとっては何の障害にもなりはしない！

　カラカラカラカラカラ……！

　ダイスが転がる。

　まずはフラヴィアのダイスがテーブルに触れ、数度弾みながらクルクルと回る。

　そして朝人のそれが、彼が意図した軌道を完璧になぞり、ラシャに触れ。

　──カッ！

「……[image: ][image: ][image: ]ッ!?」

　喉を突かれたような衝撃が走る。

　朝あさ人とのダイスが想定外の方向へ跳ねたがために。

（なっ、どうして……いや、あれは……）

　目を凝らして、ようやく気づいた。

（傷……!?）

　それは０・１ミリの世界。テーブルに敷かれたラシャに、目視することすらできないわずかな傷がついていた。

（馬鹿な。あり得ない。クオリアシステム内の遊戯用テーブルにあんな傷がつくなんて）

　そこまで言ってから、朝人はハッとした。

　視界の隅に転がる銀色の存在を認識した瞬間、すべてを理解した。

「ナイフの、傷か！」

　テーブルのテクスチャが更新された後、何気なくフラヴィアが投げた果物ナイフ。

　見えないほど微細なソレ。

　そこにダイスが触れたとたん、思わぬ動きがあったのだ。

　忠実すぎる物理演算。現実を完全再現するクオリアシステムで起きた奇き蹟せき。

「人に目視できない程度のわずかな亀き裂れつ、ひずみに、ダイスの角が触れた……馬鹿な。いくらなんでも、そんな……」

「──０・０００００１パーセントでも、かまわないのですよ？」

　にこやかに、フラヴィアは笑む。

「ありえるという可能性さえあれば。──私の願いは、叶かなうのですから♪」

「くっ……」

　たとえ殺されながらであろうと、遊戯に狂いは生じない。そう確信できるだけの訓練を積んできたからこそ、朝人は理不尽なアクシデント、神の見えざる手にすら対抗できる。

　そう考えて勝負に臨んだ。だがそれは──

「貴方あなたの慢心。……神に挑む背教者の愚行。数えきれないほど見てきた光景ですね？」

「……まだだ。勝負はまだ、わからない……！」

　転がり続けるダイス。

　最初に運動エネルギーを失ったのは、朝人のそれ──確定した出目は、『７』！

「……ははっ……！」

　もはや、掠かすれた笑い声しか、朝人は出ない。

　細心の注意を払ったはずが、ほぼ見えもしないような、存在するかどうかわからない傷ひとつで逆転され、最悪の結果を強制される。ありえない、そうとしか言えない現実。

（けど、まだ……！　８以外が出れば、可能性は……！）

　儚はかない希望をこめて、朝人は残るダイスを見る。

　ありえないことがありえた今、その願いはあまりにも儚はかないと知りながら。

　回転し続けていたフラヴィアのダイス。赤いクリアなそれが勢いを失い、スローモーにその目が見えはじめる。背後に立つ姫ひめ狐こが声もなく、しかしギュッと強く手を握る気配。

（姉さん……!!）

　少年の祈り、そして覆面の少女の淡い願いは。

「出目は８。ギリギリの勝負でしたね。危ないところでした」

　──最悪の形で、ありえない運モ命ノに蹂じゆう躙りんされた。

「……はは……っ」

　ありえない可能性がふたつ重なった時、それはもはや奇き蹟せきと呼ぶしかあるまい。

　朝あさ人とは場に転がるダイスを呆ぼう然ぜんと眺め、震える。その時、姫狐が気丈に声を出した。

「──……審判、申請。ゲーム台の不備によるアクシデント。不正操作の可能性……！」

『要請を受理いたしました。審査、開始します』

　姫狐の声を受け、場を監視する絶対の審判、クオリアシステムが稼働する。

　ヴン──と、重い音をたててゲームテーブルのテクスチャが浮かび、該当箇所が切り抜かれて拡大される。ミクロン単位まで緻ち密みつに再現されたラシャが判定され──。

『遊戯台に極めて微小な傷を確認しました。物理演算に影響、出目に反映しています』

「……──なら、不正行為と判定できる？」

『できません。不正だと判定するには、遊戯台の傷にダイスを誘導するなどのプレイヤー側の行為とその証明が不可欠であり──本件は乱数による偶然であると結論します』

　つまり。

『第一ゲーム勝者、フラヴィア・デル・テスタ。敗者、白しろ王おう子じ朝人。

　──勝敗処理リザルトを実行します』

　フラヴィアの出目８から朝人の出目７を引き、解は１。

　朝人の手元から１００万円の札束がひとつ燃える。これで残金、７００万円。

　フラヴィアは変化なし、１２１０万円──。

　明暗クッキリと別れた二投目は、こうして終わった。





　＊






「投げる瞬間、腕が震えましたね。痛いのですか？　……無理はしなくていいのですよ？　秘密の開示が終わるまで、どうぞごゆっくりお休みなさってください」

「…………っ!!」

「お気になさらず。当然の結果ですよ？　貴方あなたはよく頑張りました。痛みが走り、手が震えようともほぼ完璧なダイスロールをしていましたから。ですが──」

　慈母のような微笑ほほえみで、あまりにもえげつなく。

「私の『幸運』が、神に愛されし者の祝福が。ほんのすこしだけ貴方の細工を上回った。それだけの結果なのですから」

　フラヴィアの言葉が、心を抉えぐる。

「解わかってはいたけど……とんでもないね。どんなトリックがあるのか、想像もつかない」

　朝あさ人とは呆ぼう然ぜんと、手を挙げる。

「僕の投げる最適の軌道を予測してテーブルに傷をつけた？　……それは不可能だ。他の軌道をいくらでも選べたし、選択肢は無数にある。クオリアが偶然と結論するのも無理はない。絶対のシステムすら上回る、何らかの誘導があったとしか思えない……」

「あら。まだ信じられないのですか？」

　いかにも心外と言いたげに、フラヴィアは頬に手を当てながらため息をつく。

「そんなものはありません。私はただ、自然に振る舞っているだけです」

「すべて、偶然だと？　……神様なんて見えないものに、愛されていると言うのかい？」

「ええ。見えざる何かに。私にとっての神に、貴方あなたにとっての悪魔に──」

　にこっ、と花咲くように笑って。

「私は愛されているのですよ。反証は結果でのみ、お願いいたします♪」

「……くっ……！」

　デジタルを完全に否定する、オカルト。

　この聖女、フラヴィア・デル・テスタはまさに、確率的なゲーム理論を超越した存在。

　絶対の幸運を味方につけた、弱点なき怪物だと──改めて朝人は思い知った。

（……落ち着け。勝てないのは、わかっていた）

　だからこそ、朝人は入学以来耐えてきた。兄の透とう夜やはもちろん、このフラヴィアのような怪物に立ち向かう術すべが、彼にはない。だからこそその『時』を待ち望み、それは来た！

（……ははっ。紅ぐ蓮れん。やはり君に賭けるしか、ない……かな……ッ！）

　諦めにも似た諧かい謔ぎやくが襲ってきて、朝人が虚うつろに笑った、その時だった。




『──うっわ。ドラマみてえ。確か聖せい上じよう院いんさんって会長の婚約者だろ!?　横恋慕かよ！』

『えー!?　それっぽい雰囲気はあったけど、朝人きゅんの本命ってやっぱり姫ひめ狐こさん!?　やだー、紅蓮さまじゃないとやだ[image: ][image: ][image: ]っ!!　こんなの絶対おかしいの～っ!!』

『でもこの負けっぷりじゃなー。兄貴より優れた弟なんざいねーって旧時代のことわざもあるし、ま、バカ一匹発見～、って感じ？　ぎゃはははははははっ!!』




　亡霊ギヤラリーの声が響く。

　いわゆる『弾幕』のように無数のテキストが遊戯室に投影され、流れていく。

　朝人の敗北と共に学内ＳＮＳに投稿された情報──朝人の提示した『秘密チップ』から音声化された秘密が、あってはならない告白が、すべての衆目に晒さらされた結果だった。




　──白しろ王おう子じ透夜の許嫁いいなずけ、聖上院姫狐を自分のモノにする。そのためならば、どんな手でも使う──。




　その真実が無遠慮に公開され、さまざまな反応リプライが届く。

　これまでの中継された映像で朝あさ人とや姫ひめ狐この姿は確認できても、細かい会話は拾えない。雰囲気から鋭く察した者はいても、それは確定した情報ではなかったが──。




『怪しいと思ってたけど、マジだったんだー！　でも、釣り合ってなくない？　朝人くんってさー、顔以外取り柄あったっけ？　実力も地位も将来性も会長以下だよねー？』

『つきあうなら朝人くん。結婚するなら透とう夜や様一択ぅ～！』

『だよねだよねー♪　ま、聖せい上じよう院いんさんもまんざらじゃなさそうだけど……ははっ、不倫？　うっわ、超ドロドロ～。めっちゃ面白いね、コレ！』




「………………」

　──心無い言葉の渦が、襲いかかる。

　そのほとんどは無邪気な好奇心と野次馬根性だ。

　現実の人間関係をテレビの向こうのソレと大して変わらぬモノと認識し野次を飛ばす。向こう側に傷つく者がいるなどと想像もしていない、ＳＮＳに隠れた闇の牙。

　朝人のアバターは揺るがない。だがその心理状態を示すグラフには大きな変動が起き、急激なストレスを感知したクオリアはそれを苦痛に変換して彼の脳へと伝達する。

　心臓に釘くぎを刺されたような痛みを感じながら──。

「……見世物にされるのは気に入らない。けど」

　それを超えるように、朝人は背後を振り向き、爽やかに微笑ほほえみかける。

「もう、嘘うそをつかなくてもいいから。すっきりしたよ──姫狐、姉さん」

「──……ばか……──」

　羞恥を含んだ声と共に、首筋をわずかにつねられる。

　その反応に心が軽くなり、朝人は救われた想おもいがした。

「兄さんは怒るかな。ばれちゃったけど……どうでもいいって顔をしてそうだ」

「透夜は──……喜ぶ、と思う。貴方あなたが、ようやく本気に、なったっ、て──……」

「そう、かな。……うん。そうかもしれない。ははっ……！」

　そうだ、自分が恥をかいたとて、かまわない。

　この場で時間を稼ぎ、紅ぐ蓮れんが勝利するまで粘れば、それでいい。紅蓮という切り札を、透夜という怪物にぶつける。それを果たせるなら、自分はただの捨石でいい……！

「そろそろ、第三投に行こうか。──【秘密チップ】提示」

　冷静さを取り戻してそうつぶやき、デバイスに触れる。

　するとただちに朝人の視界が切り替わり、無数の記憶が浮かぶ走馬灯、機械的な記憶と感情の走査が始まる。ノイズのように煌きらめく過去を眺め、朝人は──。




『──僕は透とう夜や兄さんを倒し、白しろ王おう子じを潰すつもりでいる』




　口にしたとたん、浮かび上がる透夜の貌かお。

　あらゆる覚悟で、あらゆる感情で。それは彼が生まれてからずっと観察し続けてきた、いつか立ち向かうことになるだろうと覚悟していた──最も近しく、最も恐るべき敵。

　外に、姫ひめ狐こ以外の誰かに伝わる形ではじめて口にした決意。制御しきれず、胸の鼓動が確実に速まったのを感じる。胃が痛くなるような、プレッシャー……！




『感情レベル規定値以下。秘密チップ、不成立です。他の秘密を提示してください。

　規定時間以内に提示できない場合、敗北となります』




「……え？」

　予想外の反応に、朝あさ人とは瞬まばたきした。

（まさか、二回目はハードルが上がる……のか？　たしかにさっきの秘密がバレることに比べたら、兄さんへの叛はん意いなんてどうでもいいレベルの話だけど……ははっ、これは……思った以上に厳しいな……！）

　学園統括ＡＩ、ＳＡＩサイの判定はデジタルで残酷だ。基準となるのは社会的な評価や影響ではなく、朝人という個人が受ける精神的ショック、ダメージ、ストレスである。

　姫狐への想おもいはすでに暴露された。その時点で白王子への、透夜への叛意は明らかであり、知られたところで大きな衝撃にはならない。ならば、他の秘密を賭けねばならない。

「……参ったな。他の秘密、か……」

　悩むが、ぱっと思いつかない。朝人は我欲の乏しい人間だ。

　最も強い欲望は姫狐への恋心の他なく──金銭や食べ物、玩具おもちやなどに困った経験もない。つまりは強い欲望を抱いたこともなく、人目をはばかるような『秘密』に乏しいのだ。




「──『姫狐姉さんとお風呂に入りたくて、おねしょを偽装したことがある』」

『……規定値以下。秘密チップ、不成立です』

　幼い頃のささやかな秘密は、却下され。




「──『兄さんへの嫌がらせに、わざとおもちゃを壊した』」

『規定値以下。秘密チップ、不成立です』

「だめか。……兄さんもまるで気にしてなかったから、しかたないかな」

　嫉しつ妬とからのささやかな罪もまた、成らず。




「──『紅ぐ蓮れんを見て、嫉妬した。かなわない。そう思っている……』！」

『規定値以下。秘密チップ、不成立です。残り時間、あと三十秒』

　頼りながらもその圧倒的な実力にわずかに胸に抱いてしまった棘とげすらも規定を満たさず。

　カウントダウンは進んでいく。設定された時間以内に秘密を提示できなければ、無条件に敗北が確定してしまう。そうなってしまえば、時間稼ぎどころではない。

（……仕方ない。けど、これを賭けてしまったら。もう、後がない……!!）

　正真正銘、誰にも話せない『秘密』。

　墓まで持っていくと決めたそれを、朝あさ人とは告げる。決して負けられない、この世の誰にも、特に姫ひめ狐こにだけは知られてはならない秘中の秘。




「『僕は、人を殺したことがある』」




　その先の告白は、ただ機構システムのみが聞き。




『感情レベル規定値クリア。秘密チップ、成立です』




　蘇よみがえった過去は一枚のチップと化し、勝負の場にコロンと転がり落ちた。





　＊






「おやおや。ずいぶん時間がかかっていたようですが──。よろしいのですか？」

　女帝の余裕を見せつけるように、フラヴィア・デル・テスタは札束で自らを扇あおぎながら、優雅な脚線を見せつけるように足を組み替える。

　クオリアの見せる走馬灯、記憶と感情の強制走査から復帰したばかりの朝人は、軽めの眩暈めまいに襲われながらも、黒いタイツにくるまれた腿ももがたわむ様から目をそらす。

「……そうだね、さすがに二度は負けられない。次は勝たせてもらうよ？」

「言葉とは裏腹に表情は自信なさげですが……。私は鬼ではありません。傷が浅いうちにオリることを許しますよ？」

「揺さぶりのつもりだろうけどその手には乗らない。秘密が暴露されるリスクは君だって同じだからね。早く遊戯を切り上げたいのは、君の方だ」

「ふふ、活いきがよろしいですね。まあ、お好きなようにご判断ください」

　そ、と札束の扇で清せい楚そに口元を隠しながら、フラヴィアの眼めがギラリときらめいた。

　それはあたかも弱った獲物を見つけ、仕留めにかかる肉食獣。美しき狩猟者が獲物の急所を見定めたように、手にしていた札束──帯封つきの１００万円を、六つ投げ出す。

「では、投資をいたしましょう。親番は貴方あなたから私に移りました。最初の強化フェイズで、最大値……６００万円を支払い、賽さいの目めを【強化】させて頂きますね？」

「そうくるか……。まあ、当然だけどさ……！」

　朝あさ人との所持金、７００万円。フラヴィアの所持金、１２１０万円。

　大きな資金差ができた今、この親番を確実に勝つため投資するのは定石だ。目端の利く投資家の眼めはチャンスを見逃さず、札束は燃え上がり、赤いダイスが拡大する！

（こちらも強化しなければ、最大の目を出されて残り１００万。そうなったら負け確だ。まだ６１０万円残ってる彼女は、次のターンでも６００万を投資して必勝のダイスを作れる。たった10万円のアドバンテージが、ここで生きている。とはいえ、彼女に合わせてダイスを強化すれば、このターンで死ぬ可能性も……。完全に、追い込まれた……！）

　負けても、いい。それは、仕方ない。

　だがせめてもうすこし、時間を稼がなければ。

　紅ぐ蓮れんの作戦が発動するまで、もうすこし。

「強化を宣言する前に、ひとつ提案させてもらっていいかな？」

「提案？　……どういうことです。進行を意図的に遅延させるのはマナー違反ですよ？」

「そう難しい話じゃないさ。次の一投は運命がかかったダイスロールだ。僕の人生が、命そのものがかかっているといってもいい。それを理不尽な運で台無しにされたくない」

「運も実力のうちですよ。──遊戯者たる者、それは当然の認識だと思いますが」

「否定できないな。けど、さっきみたいにダイスが変な跳ね方をしたんじゃ、素直に負けを認めづらいし……知ってるかな、フラヴィア。不思議の館やかたで開かれた【アリスゲーム】で、生徒会の佐さ賀か臣とみ仁じんがクオリアへ不正に干渉した事実を」

　紅蓮から通話で聞かされていた内容を朝人はあえてここで持ち出した。

「……それが真実なら一大事でしょうね。クオリアにセキュリティホールが発見されれば、国家間、企業間での大規模な問題になりかねませんから」

「そう。そして君は彼と同じチームの人間だ。さっきの奇妙なダイスの跳ね方は、同じかそれに類する方法を使った結果じゃないか──そう思えてくる。どうだい？」

「クオリアへの不正介入……それが私の異能、絶対の幸運の正体だと告発すると？」

「そうは言わないよ。証拠は何もないんだから。ただ──君が潔白だと言うなら、この場でそれを証明してもらえないかな。君のダイスが純粋に偶然の産物だって、ね」

「……ふむ。筋は通っているようですね。具体的な方法は？」

　──フラヴィアは賢く、抜け目ない人間だ。

　しかし同時に、聖職者でもある。

　それこそが朝人の狙う弱点。清せい廉れん潔けつ白ぱくな宗教者としての貌かおを持ち、生徒内はもちろん外部に百万単位の信徒を持つ彼女にとって、ダーティな疑惑はそれそのものが致死の爆弾。

　故に、その疑いを晴らすためなら、恐らく新たな条件に乗ってくる。

「難しい話じゃない。クオリアに申請するだけさ。──【ダイスタワー】の使用をね」

　ダイスタワーとは、主にテーブルゲームで使用されるグッズの一種だ。

　主に不正防止やダイスのトラブル防止に使われ、その名の通り透明なアクリルやプラスチックで作った『塔』の上からダイスを投げ入れると、中の板や壁にぶつかりカラカラとランダムに転がりながら出てくるため、不正は極めて難しくなる。

（さあ、どう出る？　フラヴィア・デル・テスタ）

　朝あさ人とは冷たく微笑ほほえみ、兄譲りの鋭い眼光で修道女を睨ねめつける。

（君は、自身の異能を『絶対の幸運』と言っていた。けど、それが本当とは限らない）

　原理は不明だが、もしもトリックがあるのだとすれば迷うはずだ。

　朝人がダイスタワーの使用を提案した真意を疑い、裏を読もうとする。

　フラヴィアのトリックへの対抗策になるのか否か、検討する時間が生まれる。

　それだけでいい、時間さえ稼げれば……！




「いいでしょう」




「……は？」

「あら、聞こえませんでしたか。では言い直しますね。……貴方あなたの提案、受け入れます」

　聞こえた。

　バッチリと聞こえていた。

　彼がもっとも聞きたくなかった返事が、一いち分ぶと迷わず。

「ダイスタワーの使用を受け入れましょう。開始後にルールを追加するのは本来よくないことですが、公平な進行のため。正々堂々たる勝負のためです。さあ、どうぞ♪」

「ッ……!!」

　自信にあふれた物腰。トリックに対して何らかの策を講じたようにしか思えないはずの提案をフラヴィアは鷹おう揚ように受け入れると、聖女の名にふさわしい安らかな眼めで、哀れむように朝人を見つめていた。

「本当に……いいのかい？　クオリアの用意する道具は今、この場で生成される。仮想現実だからこそ可能な芸当だ。事前に何かを仕込んだりは、不可能だよ？」

「よろしいですとも。それで貴方の気が済むのなら、喜んで受け入れましょう。私の力、神の寵ちよう愛あいを賜りし者の祝福が、そんな些さ末まつなことで覆るはずもありませんから。それとも、朝人さん──」

　今度は、フラヴィアが。思わず食い下がった朝人をクスリと嗤わらう。

「──この話が成立してしまったら、困るのですか？」

「そんなことは……ない、けど……！」

「あらあら。……視線、逸それましたね。ああ、汗もかいているようですね。もしかして、怯おびえていらっしゃるのですか？」

　敗北に。絶望に。

　そして、閉ざされた宝箱、『秘密』の暴露に。

「最初の敗北はまだ許容できる程度の秘密。横恋慕というプライベートな恥。でもそれでハードルの上がった感情レベル規定値をクリアするには、次こそ正真正銘のクリティカル、暴かれれば致命傷となり得る最悪の秘密を賭けねばならない……そうでしょう？」

「……フラヴィア。まさかこのゲームの仕様を、知って……!?」

「いえ♪　ですが、【Dice of Doom】が選ばれたのは偶然。作為のない偶然とはつまり、神のご意思、運命。であればこの遊戯は私に絶対の勝利をもたらすものということです」

「……本気で、言ってるのか……？」

　それは、まさに狂気の眼め。

　小手先のテクニックやイカサマではない。

　自分の言葉を心底信じ、安心しきっているからできる──ネジの外れた眼。

　ゾッと背筋が凍りつく。

　あの御み嶽たけ原ばら水みず葉はを見たときと同じ感覚。明鏡止水の狂戦士たる水葉すら超える序列Ｓランク２位は、その『狂信』においても彼女を上回るのか。

「【Dice of Doom】……破滅に至る、ダイス……」

　まんまと乗せられ、挑むはめになったこの遊戯の恐ろしさを、改めて朝あさ人とは思い知る。

　衝撃に真っ白になりかけた頭が、煙を噴きそうなほど必死にあがく。

　この状況を脱する手段を、勝つ方法を、考える。

　考える。考える。考える。

　わからない。わからない。わからない!!

「そう。今、確信いたしました。神がなぜこの遊戯をお選びになったのかを」

　胸に下げたロザリオを握りしめ、フラヴィアは清せい楚そに祈る。

「お金ではありません。これは心の勝負、魂の比べ合い。お金など問題にはなりません。最も守るべきは『秘密チップ』──感情を揺るがす秘密、暴露されては困る闇。多くてもひとつかふたつしかないソレを何としてでも守り、心の強きよう靭じんさを競う試練なのです！」

（最悪だ……！）

　追い詰められ、朝人は言葉を喪うしなう。

　秘密チップの意味を、感情レベルの測定を甘く見ていたのは否めない。

　もっと緩い秘密でも承認されるかと思っていた、それは油断──Ｄランクに留とどまり実戦を避け、学園上位での戦いに挑んでいなかったが故の、危険に対する嗅覚の鈍さ。

（これが……兄さんや紅ぐ蓮れんと、僕の、差か……！）

　遊戯に関するテクニック、知識量に関して、朝人は誰にも負けない自負がある。

　幼い頃から叩たたきこまれた白しろ王おう子じ家伝統の教育法、虐待そのものの地獄を生き抜いてきたのだ。

　並の遊戯者に劣るはずがない。そのはずだ。そのはずだ。そのはず、なのに。

「はあ……っ、はあ、はあ、はあ、はあ……っ……!!」

「……──あさ、と……──!!」

「だい、じょ……んぐっ、ふっ……!!　ねえ、さん……!!」

　ギリリ、と胃が痛む。

　朝あさ人とは滝のように汗を流し、整った顔立ちを明らかに崩しながら下腹部を押さえた。

　強烈な苦痛。これまで感じたことのない苦悩。

　そう、身を削る勝負を避けてきた彼には圧倒的に足りないもの。

　それは、御み嶽たけ原ばら水みず葉はが、白しろ王おう子じ透とう夜やが、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんが当たり前のように持っている資質。

　身を削る地獄を喜べるような──最悪の危機、地獄のようなストレスにさらされながら平然と戦い続ける精神力メンタル！

「いいのですよ？　──オリても」

「っ!?」

　フラヴィアは慈悲深く笑む。

　シンプルだが効果的な誘惑。それは追い詰められた朝人の心に垂らされた蜘く蛛もの糸だ。

「オリるのは正当なルールで決められた権利です。そうなれば貴方あなたは敗北しますが、その秘密は守られます。ギリギリ致命傷で済む……まあ、何ということでしょうか♪」

　まるでオペラ歌手のよう。

　席を立ち、豊かな胸を誇示するように両腕を広げ、天を仰ぎながら──。

「負けを認める。──そう、身の程を弁わきまえて『ごめんなさい、もうしません』と謝るだけ。何も恐れることはありません。それだけで苦しみから解放されるのですよ……♪」

　何もわからない子供を諭すように、叱るように、導くように、聖女は語る。

　微笑ほほえみは優しく、踊るように差し伸べた手は美しく……耐え難い、誘惑となった。

　……ピッ。

　端末のわずかな振動が背中の姫ひめ狐こから伝わってくる。紅蓮か、他のメンバーからの連絡だろう。着信の内容を知りたい、あと何分耐えれば、自分達たちは勝てるのか……！

（……わからない。ここまで、かっ……！　ここまでが、僕の限界……！）

　わかっていた。兄に、Ｓランク最上位の怪物、円卓の獅し子したちに自分は劣ると。

　常識に囚とらわれた普通のプレイヤーにすぎない朝人にとって、超能力じみた異能を持ち、狂った精神を誇る上位ランカーは、紅蓮というジョーカーなしで勝負するには、あまりにも荷が重すぎる。だからこそ、ずっと──逃げてきたのだから。

　はあ、はあ、はあ、はあ、はあ、はあ、はあ、はあ、はあ、はあ、はあ、はあ。

（うるさい）

　ひどく忙せわしない呼吸が自分のものだと気づけなかった。

　朝人は犬のように息をする。痛みを紛まぎらわすように、逃れるように息をする。

　怖い。怖い。怖い。怖い。

　そう、怖いのだ。

　Ｓランクの怪物と立ち向かうことが怖い。姫狐に秘密を知られるのが怖い。──ダイスひと振りにばかげた金額を賭けるのが怖い。遊戯に人生を賭けるのが怖い。怖いに決まっている。それが、『常識』だ。

「さあ、楽になりましょう？　私は敗者を侮辱したりしません。むしろ優しく包み込んでさしあげます。素直に敗北を認め、テスタ教団に屈服し、慈悲を乞えば──」

「……オ………りっ………!!」

　声が、出そうになる。

　その瞬間、異様なほど呼吸が楽になった。スッとする。気持ちいい。

　そう。敗北は、気持ちいい。

　戦い続ける苦しみを捨てて、どうしようもなくホッと安心できるこの感覚は、麻薬のように心地いい。

（大した時間稼ぎはできなかったけど、紅ぐ蓮れんならきっと僕の敗北さえ読んでるはず。そう、そうだよ、大丈夫だ。ここで負けたところで、何の問題もないじゃないか）

　それは逃げの発想。

　弱く脆もろく醜く、情けない──敗者の救済。

　フラヴィア・デル・テスタが笑う。貧者の救世主が、敗者にとっての慈母が。

　神の代理人を自称する彼女の最も得意とする、甘い甘い優しさに、朝あさ人とは溺れ。

「オリ……ま──」

　潔く、そして情けなく。

　白しろ王おう子じ朝人が折れかけた、その刹那──




「──……く、ククク……アハハハハハハ!!　朝人って、ほんと……馬鹿なのね!!──」




「え……？」

　背中に寄り添っていた姫ひめ狐この温ぬくもりが遠ざかり、朝人は弾はじかれたように息を止めた。

　振り向く。するとそこには、わずかに覆面めいた眼帯をずらし、数年ぶりに見る美しい眼めに非情な光をたたえて──聖せい上じよう院いん姫狐は、人が変わったようにハッキリと言った。

「透とう夜やの言ったとおり。貴方あなたは脆い。いとも容易たやすくポッキリ折れる──ガラスのナイフ。とても戦いの場には持っていけない、できそこない……！」

「え？　……え？」

　まるでそれは、母親に不意に殴られた幼児のように。

　突如浴びせられた冷たい言葉に、眼帯から淡く光る右みぎ眼めを覗のぞかせて、魔女のように笑む聖上院姫狐を見上げながら──朝人は、震える声でただ尋ねた。

「姫姉、姉さん……それ、どういうこと……？」

「どうもこうもない。貴方は本当に馬鹿で、鈍すぎる──」

　はあ、と深々とため息をつき。

「透夜は、壊れた玩具おもちやに興味はない。だから、私ももう、貴方はいらない」

　囚人を見下ろす看守の眼で断言するや、襟首を掴つかみ、朝人を椅子から引きずり落とす。

　たちまち倒れた少年を睨にらみつけ、突然の事態に動けない彼の頬を、姫狐は硬いヒールで踏みつける。

「ここで……死んで？」

　キュッと絞られた足首、カモシカのように引き締まったふくらはぎから、豊かな太ふと腿ももとミニスカートの際までを呆ぼう然ぜんと眺め、朝あさ人とは……。

「……嘘うそ、だろ……？」

　ただ呆然と、そう言った。






●御み嶽たけ原ばら水みず葉はの正体　－不思議の館やかた　17時15分－






　わずかに時を遡さかのぼった、不思議の館、遊戯室。




　──ドクン。




　心肺が停止していたのは、ほんの十数秒。

　腹を斬るより、手足をもぎ取られるより遥はるかに大きな激痛によるショック状態。

　もしもアバター体ではなく生なま身みなら、精神を超えた肉体の反射による絶叫と苦く悶もんの中で、穴という穴から体液を垂れ流して死に至るであろう、ケタ違いの地獄。

　安らかな死とはほど遠い苦痛に停止した心臓が自動的に修復された。

　共感覚モードの紅ぐ蓮れんの人格は本来肉体を持たないはずの存在であり、肉体と切り離された精神体に近い。

　ゆえに肉体が勝手に死んだと思い込み、身体からだの機能を停止したとしても。

　自動的に再起動した紅蓮の二次人格が理性的に己の『生』を認識し、身体機能をも急速に回復させる。

　毒を盛られようと、血を抜かれようと、けっして倒れることなく無敗を貫いてきたのは、この人間離れした体質あってこそだ。

「かはっ……！　はあ、はあ、はぁ……っ！」

「うーん……トリプルでもだめかぁ……」

　ピクピクと痙けい攣れんし、深く呼吸する紅ぐ蓮れん。

　飛び散った鮮血のエフェクトがガラス粉末めいた塵ちりとなって蒸発していく中、土下座するような姿勢で床を這はう最強者、傷だらけの紅蓮を前に、御み嶽たけ原ばら水みず葉はは舌を出す。

「殺しそこねちゃった。てへぺろー」

　コツンと頭を叩たたいたその貌かおは無表情で、すこしも焦りを感じさせない。

「これで、わたしのお金……残りライフは２０００万。紅蓮さまが正常なら次で死ぬ」

「……っっっっ……!!」

「でも、もう無理だよね？　たとえ手を、足を、眼めを買っても……ケタ違いの激痛の余韻はずっと、あなたの意識をかき回す。ソフトじゃなく、ハードの限界がある」

　トリプル・デスナンバー。それは三重の衝撃。

　金狙いに徹した紅蓮のダブルブルは、水葉を敗北寸前まで追い詰めている。

　だが、ほぼ同時に左ひだり眼めを焼けた火箸で抉えぐり出されるが如ごとき激痛を、それも三倍の強度で脳神経に叩きこまれるショックは、常人ならば即死するレベルだ。

「ごく短時間の心臓発作で済ませて、ＡＥＤもなく蘇そ生せいできるあたりは、さすが紅蓮さま。でも、それももう限界、だよね？」

　にっ、と裂けるように笑って水葉は探る。

「伊い邪ざ那な美み機き関かんの対痛覚訓練。闇に葬られた最高記録は……致死ショックの七倍。最高記録保持者の名前は塗りつぶされてたよ。誰だったのかなんて、考えるまでもないよね？」

「……チッ……」

「温ぬるくなっちゃったんだね、紅蓮さま。たかだか三倍の痛覚で、心臓が止まるなんて」

「ああ……まったくだ。最近いい暮らしをしてたからな。すっかり鈍なまっちまった」

　やれやれ、とまるで当たり前のように紅蓮は言う。

「ねえ、紅蓮さま──死ぬの、怖い？」

　視覚を奪われ真っ暗な視界の中で紅蓮の耳たぶが甘あま噛がみされる。

　舌が絡み奏でられる水音にぶるりと背筋を震わせる紅蓮に、水葉は歌うように囁ささやいた。

「あの校舎で、わたしを叩たたき潰したあなた。とってもステキだった。あの時……わたしは知ったの。本当の遊戯を……『恐怖を支配する』ことを……♪」

　砕さい城じよう家の遊戯者育成施設、《伊邪那美機関》の最高傑作たる水葉に施された処置。

　動物的な本能から引き起こされる直感的な恐怖を薬物と手術によって抑え込み、どんな状況でも最善の行動がとれるようになった無我の境地──《明鏡止水》。

　だが、もうひとつの恐怖。『思考』からくる不安、蓄積される恐怖からは逃れられず、水葉は紅蓮に敗やぶれ、永遠につづくときめきの沼に叩たたき落おとされた。

「わたしはもう、こわくない」

　にっこりと水葉は笑み、倒れた紅蓮に宣言する──。

「わたしに未来はない。わたしにあるのはただひたすらに今だけ。完璧に思考は停止した。未来も何もどうでもいいし、恐れる気持ちはみじんもない……」

　そう、それが。

　敗北から長い年月をかけ、自己改造の末に完成した──御み嶽たけ原ばら水みず葉はという、怪物。

「あなたとひとつになるために。あなたとおそろいの怪物になったよ。

　大好き。愛してる。──紅ぐ蓮れんさま」

「おそろい……？」

　紅蓮の頭の中の泉に放り込まれた、その小さな小さな小石。

　それは波紋となって広がっていき、さまざまな思考が紅蓮の中で展開されていく。

（──コイツ、もしかして……）

　床に背を預け、ごろりと転がって仰あお向むけになると紅蓮は血の涙をこぼしながら、ニヤリと笑みを浮かべてみせた。

　視えた。

　視力を失いながらも心の中でそう断じた紅蓮は、血を拭うふりをしてデバイスの入ったポケットの中に手を入れる。

「……何か勘違いしてないか、水葉？」

「ふぇ？」

「勝とうが負けようが、お前はひとりぼっちだ」

「……………………………………………………………………………………え？」

「俺の同類になったつもりなんだろう？　人間性を捨てて、怪物に成り果てて、恐怖すらも捨て去って、未来に目を背けて──仲間に入れてほしかったんだよな、お前は？」

「何を……言ってるの？」

　意味がわからない、と言いたげに、水葉はコテンと首をかしげる。

「そのままの意味だ。どれだけ脳をいじっても変えられない、お前の本質。それは──」

　一呼吸置いて、紅蓮は重く響く声でこう言った。

「ただの、寂しがり屋だ」

「……!?」

「人間らしい幼稚な欲求が、殺したいとか、殺されたいとか、なぶって、なぶられたいとか、そんなサイコな欲求に変換されてるだけだ」

「ち、ちがう。どうして、そんなこと言うの？　わたしは、紅蓮さまと同じ。遊戯で人を殺せる、殺されてもいいと思ってる。そういう、怪物なの。だから──」

「一緒にするな。お前と俺は同類なんかじゃない」

「なんでそんなこと言うの？　わたし、がんばったよ？　わたし、わたし!!」




　──紅蓮アナタのそばにいたいから。

　紅蓮アナタと同じ怪物バケモノに、なったのに──。




「何度も言わせるなよ。……俺は怪物でありたいなんて思ったことはない。俺は最初から、お前に初めて会ったあの夏よりずっと前から、普通でありたかった」

　ただの人間でいたかった。駄菓子を食べ、くだらないゲームや漫画で時を浪費し、家族と適度に仲良く、適度にぶつかり、サラリーマンになって会社と家庭を往復するような。

「俺は人間じゃないから、人間になりたいと願った。お前は人間だから、無駄な努力をして怪物に成り下がったのさ──ああ、まったく。お前って奴やつはそんなところまで、可か憐れんにそっくりだ」

　二人に違いがあるとするなら、それこそ《機関》の処置の有無しかないと紅ぐ蓮れんは思う。

　自分に近づくために、怪物になりたがっている二人だから。

「だから俺は伊い邪ざ那な美み機き関かんを潰した。──約束を破って本家の馬鹿が可憐をあそこにブチ込まないように、徹底的に芽を摘んでおきたかった。だが、その結果がお前だ。結局のところ、遊戯者は。俺みたいな生き方をしてる奴は、そうなんだよ。いくら遊戯が強くても、本当に望むものなんて何も得られない」

　プラスマイナス、ゼロの因果。

　愛する妹を救うために伊邪那美機関を潰した結果、生まれてしまった水みず葉はという怪物。

　それは自分のわがままだ、と紅蓮は思う。遊戯の本質は、破壊と略奪だ。旧世紀の戦争と違いがあるとしたなら、数千数万の軍隊ではなく、たった一人の遊戯者に結果と責任のすべてが委ねられていることのみ。

「俺は可憐の未来のために、お前の未来を奪った。俺にとって大事なのはお前じゃない。そうきっぱり言って心底叩たたき潰せばよかった。それなのにあの時、俺は中途半端にお前を潰し、自分の不完全なコピーを育てちまった。……ただ、それだけなんだ」

「いや……変なこと、言わないで。わたしを、見て。見てぇ……っ」

　たどたどしい言葉で、幼女のようにあどけなく、娼しよう婦ふのように身を火照らせて。

　愛でもかまわない。憎しみだってかまわない。ただひたすらに、自分自身を見てほしい。自分のことを考えてほしい。かまってほしい。知ってほしい。ただ、それだけ。

　御み嶽たけ原ばら水葉は期待に満ちた眼めで、紅蓮の告白を待ち望み──。




「ああ。なら告白してやる──俺は、お前のことなんて心底どうでもいい、ってな」




「……そん、な……」

　呆あつ気けなく、裏切られた。

「俺はお前を飼ったりしない。殺さないし、なぶらない。最後の一投でケリをつけたら、俺はお前を忘れる。ただの肉、ただの家畜としてお前をどこかへ売り飛ばす。遊戯者としての腕とか、子供の頃の思い出だとか、そんなくだらないもの──何の価値もない、ゴミだ」

「待って。ちがう。そんなの、まちがってる。だって、わたしは、あなたと──」

　うろたえたように、水みず葉はは震える。

　だが、紅ぐ蓮れんは倒れたまま、滑らかに語り続ける。

「オマケだ、静しず火かもつけてやろう。美人双子だ、きっとクソみたいな中年オヤジに需要があるだろうな。もちろんお前らの人格なんてどうでもいい、しゃべるダッチワイフとしか見ないような、そういうクズだ」

「しず、か……も？　い、嫌……だめ、それは……ちがう……」

「そうして稼いだ金で……俺は何をすると思う？」

　紅蓮の口元に浮かんだ、笑みは。

　メフィストフェレスさえも震え上がるであろう、邪悪な悪魔の笑み。




「御嶽原の家に、もっと使える子供を買ってやる」




「─────……[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!!」

　声にならない絶叫。

（やっぱり、な）

　水葉の反応に、紅蓮は己の考えに確信を抱き、続ける。

「お前の両親を愛してやる。お前と静火のいなくなった家に、新しい子供たちを送って。笑顔の絶えない幸せな家にしてやるよ。お前らのいない、お前らの家でな!!」

　紅蓮がそう言った、瞬間。




「ぃ……や、あぁぁぁぁあああああぁぁぁぁぁぁああああぁぁぁぁぁぁ……っ!!」




　明鏡止水が、砕けた。

　これまで形作られていたガラスの仮面は跡形もなく。

　少女じみた表情、真剣な嫌悪と恐怖にまみれた年相応の貌かおがそこにある。

「いや!!　それだけは、やだ!!　あいつらなんて嫌！　あいつらだけ幸せになるなんて！　わたしは？　しずかは？　わたしたちは？　どうして？　どうしてだめなの!?」

「そうだ。憎めよ、水葉。お前を売った両親。戻ってきたお前を適当に拾った奴やつら。道具として適当に扱って、静火と比べて……愛情じゃなく、利用価値でお前達たちを計った奴を」

　水葉が自覚すらしていなかった急所、それは両親に対する憎悪。

　超然と敵を噛かみ砕く狂戦士は、まるで蹴け飛ばされた幼子のように──泣きじゃくり、涙で濡ぬれた眼めで、倒れたままの紅蓮を覗のぞき込み、懇願するように訊きいた。

「なんで……どうして、そんなこと……しってる、の……!?」

「わかるさ」

　──俺も、まったく同じだったから。

「家のことが第一優先。子どもたちの事情なんか知ろうともしない。そんな連中を、俺はどうしようもなくよく知ってるんだよ」

「紅ぐ蓮れんさまの家が、そう……だから？　でも、そんなの、理由になってない」

「お前の本質が見えた瞬間に、わかった」

　水みず葉はが誇る明鏡止水は共感覚モードをも遮断する。しかしどれだけ覆い隠されていても、人間の本質は確かに存在するのだ。

　幾千、幾万もの人間の心を、思考を視みてきた紅蓮は数多あまたの脳内データベースの中から、少ない情報だけで近似例を検索できる。

　些さ細さいな台詞せりふから覗のぞいた水葉の『寂しがり屋』という本質から、そのルーツを逆算した。

　どうして、そうなったのか。

　それは両親から愛情を注がれなかったから。唯一、寂しさを紛まぎらわせてくれるはずの妹と、歪いびつな関係を築かなければならなかったからに他ならない。

　その前提に立てば、これまでの水葉の言動すべてが一本の行動理念に集約していることに気づける。

「自らをわざと隷徒の立場に落とし、静しず火かに飼わせ、自分もまた静火を犬と称して貶おとしめていた……他の連中には、この自傷行為はただの狂った行いにしか見えなかったろうが──お前は陰陽相克ダブルフエイス。理性的で論理的な側面が、必ずある」

「……！」

「『御み嶽たけ原ばらの娘』である自分たちを貶め、世間に無様な姿を晒さらすことで、間接的に御嶽原家の名を地に貶める──それがお前の狙いだ、水葉！」

　紅蓮は、水葉の顔に指を突きつけ、力強く言い放った。

「それがお前の望みである以上、俺がくれてやる罰は簡単だ。御嶽原に優秀な子をくれてやり、全力で繁栄させればいい。よかったな、お前がやつらを幸せにするんだ」

「だめ……やめて、それ、そんなの、ききたく、ないっ……！」

「聞け。お前の負けは奴やつらの勝ちだ。御嶽原家はお前達たち二人の犠牲で繁栄し、心から感謝する。クソ野郎に犯されてくれてありがとう、ってな」

「やだ……!!　やだ、やだ、やだ、そんなの、やだ!!」

「なら……足あ掻がいてみろ」

「っ!!」

「切り替えてみろ、御嶽原水葉。ご自慢の異能で脳を改造して、怪物としてじゃなく、人間として戦ってみろ。奴らを幸せにしたくなかったら、そんなクソったれな未来が嫌なら、自分の手で運命を手繰り寄せてみせろ！」

「う、……うううう……っ！」

　紅蓮は、残された右腕を天井に向ける。

　唯一自由に動く唇で、喉で、審判をつとめる姿なきＡＩに宣言する！

「【取り引き】だ。両足、両目──四か所を、各４０００万で買い戻す!!」

『取引申請、受理します。プレイヤー、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんより１億６０００万を徴収──』

　機械音声が反応し、デバイスに設定された残高が一気に差し引かれる。

　残る金額は、１０００万円。水みず葉はを下回り、死の際に隣する。

「は……!?」

　状況を傍はたから見ていた佐さ賀か臣とみは、理解できぬと言わんばかりに絶句する。

「何な故ぜ、四か所も買い戻す!?　１０００万円ではダブルブルどころかシングルブルでも、５００万のダブルでも死ぬ。わざわざ一撃で死ぬ可能性のある場所まで降りてくる必要が、どこにある!?」

「わからないだろうな、お前には」

　紅蓮の双眼が開かれる。

　朱あかい眼め。鬼火のようにうっすらと輝いてさえ見える異能の双そう眸ぼう。

　血涙のあとがアバターの頬に残る壮絶な貌かおで、ぶら下がった左腕をかばいながら取り戻したばかりの足で開始位置に立つ。

「これが最後だ、水葉」

「……何の、つもり？　これじゃ、紅蓮さまは、まるで……！」

「ダブルブル──どちらが先に外すかの勝負といこう。お前が言うハードの限界……激痛の余韻はかなりある。ちゃんと狙えるかは五分ってとこだ」

　互いにダブルブルを当てれば移動金額は相殺され、ゲームは続行する。

　だが、どちらかが外せば、その瞬間に勝敗は決するのだ……！

「わ、わたしが……まけ、た、ら……？」

「さっき言った通りだ。お前達たち姉妹を不幸のどん底に叩たたき落おとしたあと、御み嶽たけ原ばら家のクズ親どもを一生幸せにしてやる。どうだ、嬉うれしいだろう？」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]────ッ!!」

　水葉は絶望に満ちた貌で、その髪の毛を掻かきむしる。

「どうして、どうして、どうして、あなたは、わたしを──」




　──怪物のままに、してくれないの？




　その質問は言葉にならず、紅蓮は赤い瞳でそれを察しながらも答えずに。

「御嶽原水葉。──妹が好きか？」

「え？」

「お前は妹を見捨てないと言った。鎖でつないで、自分から離れないようにした」

　そんなふうにする理由は、ひとつしかなくて。

「静しず火かを御嶽原家に取られないようにした。お前は、妹を、愛してるんだ」

「ち、ちが……ちがう……」

「愛するものがひとつでもあるのなら。まだ戻れる。怪物の側に踏み出しきっちまった俺だって、どうにかこうにか、リハビリできてるんだ。お前なんかはまだ全然間に合うんだよ、水みず葉は」

「あぁ……あああああああぁぁぁぁぁ……」

「いい顔ができるじゃないか。自分を蔑ないがしろにした御み嶽たけ原ばらの連中を恨んで、憎んで、自分や自分を慕ってくれる妹の幸せを願う。そんな、普通の人間の顔だ。俺は、今のお前の方が、よっぽど好きだぜ？」

　それが紅ぐ蓮れんの、水葉からの告白ラブレターに対する返事。

　命懸けの遊戯を経て伝えようとした、想おもい。

「いくぞ、水葉」

　紅蓮はダーツを握る。

　水葉の唇に、リップでも塗るかのように這はわせてからねじ入れる。

　舌を絡めて受け取る彼女に、じっと目を合わせて。

「最後の勝負だ、──殺されるのが嫌なら、人間らしく……足あ掻がいてみせろ」

「……っ!!」

　水葉は自分でも意識しないうちに、頷うなずいていた。

　自分自身もわからない、不思議な感情の赴くままに、水葉はダーツを投げる。

　紅蓮もまた、点滅するダーツ盤に向けて、運命の矢を放ち──。

『──Double Bull!!』

　宣告と共に。

『17時25分、特別遊戯【決闘者のダーツ】──終了しました』

　機械音声が勝者の名を告げる。




『勝者、御嶽原水葉』




　水葉のダーツは見事、ダーツ盤の『眼め』その中心を射抜き。

　紅蓮のダーツはあらぬ方向へ飛び、何もない空間に突き刺さっていた。






●幕まく間あい　－鏡の館やかた　17時25分－






「と[image: ][image: ]ちゃく、ですっ!!　え～と、それでこれから我々探検隊は何をすれば？」

「……スカート思い切りズレてますわよ。隠しなさい、何ですその毛糸パンツは」

「あ、お風呂で着替える前、洋館のクロゼットをあさって発見しました。あったかそうなので借りたんですけど、いい感じですよ？　このまま持ち帰れないかな～、って！」

「クオリアの産物を現実に持ち越せたら、今頃遊戯者は皆大金持ちですわ……」

　不思議の館と鏡の館をつなぐ空中回廊を通り抜けた、女子二人。

　桃もも貝がい桃もも花かと楠くすの木き楓かえでは館の窓から室内へ侵入し、ほっと息をつく。

　燃え盛る庭、飛び散る火の粉に炙あぶられながら、透明の空中回廊を腹はら這ばいになって渡るのは、かなりの大冒険だった。おかげで、かなり時間がかかってしまい……。

「楓さん、帰ったらケバブ食べませんか？　なんとなく親近感がわいてきました」

「焼かれる側に親近感を抱いた後、平気で食べられるその神経に脱帽ですわ……」

「えへへ～。そうほめていただくと光栄ですっ！」

「ガチでそう捉えてるあたりほんとにタフですわね貴女あなた……。で、これからどうするか、ですけど。まずは先行しているお二人と合流を──」

　ごく自然な判断を下した楓と頷うなずく桃花。すると、その瞬間。

「まあっ……!?」

「ほにゃあああああああっ!?」

　デバイスが振動し、驚くべき通知が着信する。




『【赤の陣営】砕さい城じよう紅ぐ蓮れんの死亡を確認。【決闘者たちのダーツ】勝者──御み嶽たけ原ばら水みず葉は！』




「な、ななななななな、何ですの!?　ありえません、何かの間違いですわ!!」

「お、おおおおお、おちついてくだしゃい楓さん！　なにか選択肢を間違えたようです！　落ち着いてアプリをリセットしてマラソンをですね……!?」

「貴女の世知辛がらいソーシャルゲーム体験などどうでもいいのです!!　紅蓮さまが敗やぶれる、そんなことが天地がひっくり返ってもありえるはずが……！」

　言った直後、「あら？」と楓は声を上げ、デバイスの通知を確認する。

「着信が届いていますわ。匍ほ匐ふく前進中に気づきそこねたようですわね」

「こっちにも来てます。差出人は、紅蓮さま……って、これって!?」

　届いたのは、一通のメッセージ。

　砕城紅蓮から楓に、桃花に、そして聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こへ送られたもの。しばし文面に見入り、五分ほどの沈黙のあと、二人はバッと顔を上げ、深々とため息をつきあった。

「……紅蓮さま、すごいです。でももっと早く教えてほしいな～って思いません？」

「その点においては同意見ですわね。ですが、それは終わったらお願いしましょう」

　凛りんとして強く、楠くすの木き楓かえでは桃もも花かの手を握ると、廊下を駆け出す。

「走りなさい、桃花さん。わたくしたちは、わたくしたちの務めを果たしましょう！」

「あすた・ら・びすたーっ!!　でも楓さん、あの人を助けに行かなくていいんですか？」

「ええ。白しろ王おう子じ朝あさ人とはおそらくフラヴィア・デル・テスタに追い詰められていますわ」

　メールに記された文面を思い返しながら、楓は唇を噛かむ思いでつぶやいた。

「ですが──きっと、試練を乗り越えてくれる。そう信じて、わたくしたちは動く。ただそれだけですわ！」

「おお。何だか楓さん、デキる女みたいですね！　カッコいいですよ、メーン！」

「……さっきといい今といい、貴女あなたときどきノリがラテン系になるのは何な故ぜですの？」

「農業実習生のアビーさんに習ったんですよう。ラップが得意なラテン美人で、おかげでサンバがうまくなりました。地元のおじさんからおばさんまで踊れます！」

「貴女の田舎はどんな魔境ですか。ラップが得意なのに習うのはサンバなのですか。ああもう、ツッコミどころが多すぎますわ……！」

　緊張をほぐすように言い合いながら、二人は鏡の館やかたを駆け巡る。

　その間にも起きている熾し烈れつな戦い。白王子朝人が受けている試練に向けた主たる紅ぐ蓮れんの『期待』と──朝人がそれを裏切ることを祈りながら。






●黒き聖女は絶望を振ふり撒まく　－鏡の館　17時23分－






　鏡の館、遊戯室。

「──……身の程知らずは……ここで……死ね──」

　絶対零度の言葉が、棘とげとなって突き刺さる。

　朝人の胸板を踏みつけながら、片方の眼めだけを眼帯から覗のぞかせて、聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こは責める。

　感情を乗せた熱い声音、勢いのあまりに掠かすれた声。怒りをこめた強い眼光と食い込む踵かかとの重圧に負けて、朝人は声も出せずに、ただ言葉で鞭むち打うたれ続けるしかない。

「──……透とう夜やに勝てると思って、いたの……？　私が、透夜ではなく、何のとりえもない、遊戯者として中途半端な貴方あなたを選ぶと、思ったの……──？」

「っ……姫狐、ねえ、さっ……!?」

「……──喋しやべらないで。この勝負を整えるために、私は来た。貴方の無謀な挑戦を、いずれ暴発する爆弾を処理し、陥れ──……砕さい城じよう紅蓮を欺くために」

「あら。あらあらあら……♪」

　まるでゴシップ誌をちらつかされたＯＬのように、フラヴィアが興味津々に微笑ほほえんだ。

「ではもしや。姫狐さんの参戦は生徒会長の仕込みだと？」

「──……そう。そうでもなければ、こんな甘えた男など……知らない……──」

「なるほど。それにしては彼との仲睦むつまじさは本物に見えましたが」

「──……当然。本物に見えないようでは騙だますことなど不可能なのだから……──」

「ふむ、敵を騙すにはまず味方から。私どもにも黙っていたわけですか」

「そう。私は、餌。彼の想おもいを利用し、戦いの場に砕さい城じよう紅ぐ蓮れんを釣り出し、おびき寄せ……仲間の敗北という形で遊戯を決着する、毒……」

　鏡の館やかた、大広間を舞台に──。

　倒れた朝あさ人とを踏ふみ躙にじる姫ひめ狐こを前に、フラヴィア・デル・テスタは目を細める。

（はてさて。聖せい上じよう院いんさんの変化、どう見るべきでしょうか）

　姫狐がスパイの役割を果たすという話は事前に誰からも聞いていない。

　そもそも五対五の前提が崩れる不平等な勝負を、その戦略を、あの白しろ王おう子じ透とう夜やが了承するだろうか？

　答えは──否。

　あの男がそれほどまでに御しやすい存在なら、フラヴィアの目的はとうに果たせている。

　わざわざこんな遊戯に参加する必要もなかった。

　白王子透夜には独特の美学があるのだ。

　己が有利な環境での勝負になど何の価値もない──と。

　だとすれば。

（時間稼ぎの茶番と見るべきでしょうか。ここから逆転の目はないと見て、一分一秒でも時を引き延ばそうと考えた……？）

　現状は、ほぼ詰んでいる。【Dice of Doom】第三投、親番フラヴィアは６００万円を支払い、賽さいの目めを＋６。７～12の最強ダイスで勝負する。残り資金、６１０万円──。

　対する朝人は所持金、７００万円でダイス強化フェイズを迎えている。

　現状、一切の強化をしなければダイスロール抜きでの敗北が確定。しかし半端な強化をしたところで、確率的にまず勝ち目はあるまい。しかも、『豪運』のフラヴィアが相手だ。

　ちらりとフラヴィアは持ち金の端数、10万円を扇のように広げて口元を隠しながら、床を這はう少年を見下ろした。

　突然の暴挙と告白に呆ぼう然ぜんとしてはいるものの、朝人の眼めは鋭く、こちらを窺うかがっている。打ち合わせはないようだが、恐らく姫狐を信じているのだろう。

（ふふっ。まあ、よいでしょう。何か仕掛けるつもりなら望むところ。ただの時間稼ぎなら……それまでのこと）

　何も問題ない。何な故ぜならフラヴィアが問題ないと判断した時点で、それは本当に問題ではなくなるのだから。

「あらあら。私はてっきり貴女あなたが本当に生徒会を裏切ったのだと思っていたのですけれど。騙されてしまったようですね。さすがはＳランク３位といったところでしょうか」

「──……私は白王子透夜の、影。その立場を忘れたことはない──」

「姫狐、姉さん……。嘘うそだ。姉さんは、姉さんの心は、僕と共にあるはずで……！」

「──……知らない……。貴方あなたの言葉など、嘘……──」

「っ!?」

　踏ふみ躙にじられたまま細い足首を掴つかんだ朝あさ人とを、姫ひめ狐こは蹴けりつける。

（おや……？）

　フラヴィアは小首をかしげた。

　今の蹴りの勢いは決して弱くなかった。演技だとするなら真に迫りすぎている。

（これが時間稼ぎの演技なら大したものですが。さて──）

　ガツ！　ガツ！　と、何度も倒れた朝人を踏む姫狐。抗あらがうこともできず蹴られる朝人。

　そんな醜い光景の中、唐突なアナウンスが流れる。




『【赤の陣営】砕さい城じよう紅ぐ蓮れんの死亡を確認。【決闘者のダーツ】勝者──御み嶽たけ原ばら水みず葉は！』




「……！」

「あら。水葉さんが勝ちましたか。うふふ、我々の勝利は目前ですね？」

「紅蓮が、負けた……？」

「そのようですね。ふふ、万策尽きたといったところでしょうか」

「そんな……」

　たおやかに微笑ほほえむフラヴィアに対して朝人は、姫狐に足蹴にされたまま声を震わせた。

　敗北──それは遊戯者に致命的な精神的衝撃を与える。温厚と評判の人間も、徳を積んだ聖人でさえ、己のすべてを賭けた勝負に負ければ余裕を失い、狂ったように取り乱す。

　人がシステムでギャンブルを禁じようとするのは、薄皮一枚しかない人の建前をいともたやすく破り捨て、脆もろい本性を露呈するのにあまりにも最適化された行為だからだ。

　大別すれば敗者には二種類いる。

　ひとつは、逆上し、暴力でもって勝負の結果をふいにしようとする者。

　もうひとつは、すべての気力を失い、魂の抜けた人形に成り下がる者。

（あなたは後者、ということでしょうか♪）

　そして勝者たるフラヴィアは、万物を見下す女神の目で哀れな敗者を見つめ微笑む。

　勝負アリ。そんな空気が場を支配する中──。

「ふ、ふふ、あはははは」

　乾いた笑い声を漏らしたのは、朝人だった。

「あは、あはははははははははははははははははははははははははははは」

「あらあら……壊れてしまわれたのですか？」

　愛する人に裏切られ、足蹴にされ、頼みの綱の紅蓮も敗北した。この残酷すぎる事実を受け入れられず、心が破壊されてしまったとしても無理はない。

　が、そんなフラヴィアの思考は、直後に否定される。

「くく、あははは。やったよ、姫狐姉さん。僕達の勝利だ！」

「えっ……？」

　フラヴィアは虚をつかれたように瞬まばたきした。

　アナウンスの内容は紅ぐ蓮れんの敗北を告げるもの。だというのに、何な故ぜ朝あさ人との顔に、勝利を確信したような笑みが浮かんでいるのか。

「姫ひめ狐こ姉さん、もう敵につく必要なんてないんだ。僕達たちは勝った。だから……！」

「──説明、して。朝人──」

「紅蓮は僕にこう言った。『俺の死によって、脱出のためのギミックは完成する』と！」

「死に、よって……何を、言っているのですか？」

「『ゴーメンガーストは人食い館やかた。その扉を司つかさどる悪魔は貪どん欲よくで、鏡合わせの魂を捧ささげない限り扉を開くことはないだろう──』最初のルール説明の際、クオリアはこう言っていた。これは単なる盛り上げのための前口上なんかじゃない」

　朝人はニヤリと口元を歪ゆがめ、解説する。

「鏡合わせの魂を捧げる──つまり、『赤と黒、両方の陣営から死者を出すこと』こそが、脱出の条件だったんだ！」

　直接ギミックを発動させる遊戯だけでなく、自由に選択、実行可能な遊戯が複数存在するのも、遊戯者同士の命の削り合いが脱出に不可欠だからだろう。

　紅蓮は水みず葉はとの遊戯に臨む前、朝人や他のメンバーに通話とメッセージの両方で、勝利への道筋を示してくれた。

　不思議の館における【アリスゲーム】で、黒の陣営からは由ゆ留る木ぎ由ゆ良らがすでに死亡している。

　次に赤の陣営の紅蓮が死亡すれば──ギミックは完成だ。

　だからこそ朝人も、己の役目をフラヴィアを時間一杯まで足止めすることと割り切れた。

　待ってさえいれば、勝てる。

　紅蓮の言う通りにしていれば、勝てるのだから。

　朝人の敗北が決してしまえば姫狐の持つ鍵が奪われてしまうが、この遊戯が決着する前に姫狐がこの場を離れ、脱出に成功すれば勝負ありだ。

　賭け代に指定されたアイテムは遊戯が決着したら即座に所有権が移動するが、遊戯さえ終わらなければ所有権は維持されたまま。しかも、遊戯の最中に賭け代を持ち出してはならない、というルールは存在しない。

「僕達の勝ちなんだ、姫狐姉さん！　だからこんな……兄さんに、白しろ王おう子じに、屈する必要なんてない！」

「──……朝、人……──」

　声がかすれ、踏ふみ躙にじる力が弱まる。

（頼む……姉さん……！）

　もしも姫狐が本当に朝人を裏切ったのだとしたら、この作戦は完成しない。だが彼女が裏切者だとは考えられなかった。

　姫狐の豹ひよう変へんについて、朝人は二通りの仮説を立てている。

　ひとつは、時間稼ぎの小芝居である可能性。

　紅ぐ蓮れんの敗北という脱出のトリガーが発動するまでの間、朝あさ人ととフラヴィアの遊戯を決着させないために迫真の演技で朝人を踏ふみ躙にじってみせた。

　もうひとつは、朝人の敗北を悟って見切りをつけ、白しろ王おう子じ家への忠誠を示し直すことで本家からの致命的な処分を避けるための保身という可能性。

　姫ひめ狐こは朝人を切り捨ててまで保身に走る女ではない、と信じているが、仮にそうだとしても、責める気はない。元財閥という巨大な影を敵に回すことを恐れて何が悪い。

　しかし後者だとすれば、朝人側にまだ勝ち目があることを理解してもらえれば、姫狐はまたこちらにつき直してくれるはず。

　どちらでも構わない。姫狐がまだ、自分の側についてくれるなら……！

「今頃、楠くすの木きさんと桃もも貝がいさんが館やかたのどこかに現れた出口を探してるはずだよ。姫狐姉さん、今すぐ彼女達たちと合流して、その鍵を使って脱出するんだ。そうすれば、全部終わりだ」

「──終わり……私達の、勝ち……──？」

「ああ、勝てるんだ。僕達が、白王子に。兄さんに、届き得る……！」

　姫狐の脳髄に叩たたき込む勢いで、朝人は力強く告げた。

　勝てる、勝てる、勝てる。

　言葉は強力な言霊となって胸の中で渦巻き、朝人の確信を深めていく。

　その証拠にフラヴィアは、さっきからうつむいたまま、一言も発せずにいる。

　反論もなく、ただ諦てい念ねんに身を委ねているだけだ。

　だから──。

「ふっ……ふ、ふふっ……ふふふふふ……♪」

　──フラヴィアが漏らした愉快そうな笑みの意味を、理解できなかった。

「……？」

「申し訳ありません、聖職者でありながら、このような……うふっ、ふふふ……本当に、ごめんなさい……哀れな子羊を、笑ってしまって……♪」

「哀れまれる理由は、ないと思うけど？」

「い、いえ、本当に、ごめんなさい、でも、しかたないでしょう。ふふ、うふふふ……。だって──」

　くすくす、くすくすと笑いながら。




「脱出の条件に気づいているのが、自分たちだけだと考えているなんて。哀れにもほどがあるじゃありませんか……♪」




　フラヴィアが告げた残酷な事実に、朝人は。

「……えっ？」

　頭の中が真っ白になった。

　何を思考するところから始めればいいのかもわからず、茫ぼう然ぜんとしてしまう。

　そんな様子にフラヴィアは、くすくすと笑みを強めて。

「ルール説明を聞いた時から私は気づいていましたよ？　他の者には言いませんでしたが。特に言わずとも、悪い結果になるような気がしなかったので、黙っておりました」

　つまりこの結果をフラヴィアは読めていた？

　その上で、紅ぐ蓮れんが死に、脱出ゲームが前に進むことを危機と認識していない……？

　馬鹿な。そんなはずがない。

「い、今更負け惜しみかい？　気づいていても、活いかせなければ意味がない」

「ええ、ごもっともですね」

「なら僕達たちの勝ちは揺らがない！　紅蓮は死に、ギミックは発動する！」

　この結果がフラヴィアの掌てのひらの上だなんて、そんなことはありえないのだ。

　何な故ぜなら、他ならぬ砕さい城じよう紅蓮が導いた勝利への道筋なのだから。

（……あれ……？）

　砕城紅蓮が、導いた？

「クスクス。本当に弱者とは哀れな存在ですね。哀れで哀れで、とても愛いとおしく、母性を刺激されてしまいます。この胸で包み込んで差し上げたくなってしまうほどに」

　豊満な胸を細い腕で抱きしめ、指先を艶あでやかに舐なめてみせながら。

「人生を賭けた大切な遊戯、一世一代の大勝負。その判断のすべてを、たとえ絶対強者とはいえ、第三者に預けてしまうなんて。まさしく愚の骨頂……♪」

　フラヴィアは強者の嘲ちよう笑しようを浮かべる。

　その言葉のひとつひとつが、鋭い刃やいばとなり、朝あさ人との精神が細かく削り取られていく。

　待て。焦るな。見落としはないはず。これでいいんだ。

　紅蓮の作戦にすべてを委ねた自分の判断は、間違っていなかったはず。

　だって、その証拠に──

「──いつ、するのですか？　ギミックの発動は」

「……!?」

　証拠になるはずの、電子音声が聞こえてこない。

　ふたつの館やかたがふたたびつながったときには、デバイスを通して報しらせがあった。

　たった今、紅蓮の死亡もアナウンスがあった。

　だけど。

　それなのに。

　最後のギミックが解かれたことを知らせるアナウンスが、流れてこない！

「そんな馬鹿な！　だって、紅蓮は──」

「残念です。まさか砕城紅蓮も、こんな簡単なことに気づかない程度の男だったとは」

　世を憂う女神のようにフラヴィアは小さく首を振った。

「鏡合わせの魂とは黒と赤、両方のプレイヤーの死亡というだけの意味ではありません。それだけでは、館やかたがふたつ存在する意味がない」

「まさか……！」

「お察しの通り、『不思議と鏡、両方の館において魂を捧ささげなければならない』──それこそが、本当の正解なのですよ♪」

「……！　それじゃあ……脱出ゲームは……」

　焼けた鉄を押し当てられたような苦痛と、震えからカタカタと歯が鳴りそうになるのを堪こらえ、朝あさ人とは、絶望に染まりかけた目でフラヴィアへ問いかける。

　それに対して、フラヴィアは──。




「まだまだ継続中です♪」




　歌うように、嘲あざ笑わらうように、死刑を宣告した。

「そ……んな……」

　紅ぐ蓮れんの死は、無駄だった……？

　全身を覆うような絶望感に襲われ、指の先から力が抜けていく。

　こちらはただただ紅蓮を失い、敵チームはフラヴィアと水みず葉はを残している。

　いや、残党狩りなどフラヴィア一人で充分かもしれない。

　彼女なら朝人を倒した後、ゆっくりと確実に、館の脱出を成功させるだろう。

「──……わかった？　朝人も砕さい城じよう紅蓮も、所しよ詮せんはその程度だった、ってこと……──」

「姫ひめ狐こ、姉さん……。それじゃあ、さっきの、裏切りも……」

「──真実。時間稼ぎなんかじゃない。心の底から、私は朝人を軽けい蔑べつしてる──」

「そ……んな……」

「──……おばかさん。あなたのたくらみは、これで終わり……──」

「ねえ……さん。どうして……こんな、はずじゃ。紅蓮、が……負けるはず……」

「負けた。認めて。貴方あなたが頼りにしていた最強は、貴方の信じた切り札は破れた。そう。私を奪うと言ったのに。手に入れると言ったのに──……」

「……姉、さん。……まさか、本気で言ってるんじゃ、ないよ、ね……？」

「……うるさぃっ……！　この……負け犬……──!!」

　慣れない声を出し続けたせいか掠かすれつつある声でそう罵ののしって。

「あなたは、普通。……──普通の遊戯者。練習し、研けん鑽さんし、磨いた技術は超一級品でも、心は未熟で、天性の才もない。わかる、はず──……勝てない、って……！」

「──っ、わかってる!!」

　姫狐の叫びに、朝人は倒れたまま、吼ほえるように答えた。

「僕には才能がない。僕が死ぬほど努力して学ぶことを、兄さんは当然のごとくこなしてみせる。わかってるさ、あの人に勝てない事ぐらい……!!」

　だからこそ。──だからこそ、だからこそ！

「紅ぐ蓮れんなら……紅蓮なら勝てるって、そう思った!!　だから、僕は彼を利用して。彼を担いで、兄さんを打倒してもらいたかった。君も同じ想おもいだったはずだろ、姫ひめ狐こ姉さん!!」

「……勝つ、なら。勝てる、なら、それもよかった。けど──……負けた」

　姫狐はあくまで冷たく、クルリと掌てのひらをあからさまに返し。

「──……私は生き残る。敗者たる貴方あなたの首を手土産にして、白しろ王おう子じに戻る。それだけ。悪いのは、あなた。弱い、あなた。負けた、あなた。間違えた、朝あさ人と……──」

「っ……!!　っ、あ、う、あぁ……うわあああああああああああああああああああ!!」

　それは、真実の絶望──。

　端正な顔を崩し、涙をあふれさせ、辛かろうじて目元を腕で隠しながら震える少年。

　それを無表情に責める姫狐。

「……ごめん、姉さん。僕は、君を自由にしてあげたかったのに……」

「──……うれしかった。けど、負けた。負けた以上、想いに意味はない……──」

「兄さんは、いらないと言った。僕の前で、姉さんが……いらないって言ったんだ。家も、力も、遊戯者としての才能も、何もかも。何でも持っているのに。何にも興味がなさそうで。僕が一番大切なものまで、あの人は平気な顔で捨てるんだ……」

　その想いを、朝人はフツフツとたぎる『熱』としか思えなかった。

　恋心もある。姫狐が好きだ、愛している。その外見や才能だけはない。感じやすくて、恥ずかしがりなあの子が好きだ。はにかむ笑顔が好きだ。忍ぶ優しさが、大好きだ。

（──……なのに、兄さんは、あの子の、いいところを見もせずに……──!!）

　いらないと、言ったのだ。だったらよこせ、そう思った。すべてを背負う覚悟はある。姫狐を攫さらうためなら……！

（紅蓮。紅蓮。紅蓮。紅蓮……!!　なぜ読み誤った!?　なぜ、なぜ、なんで……っ!!）

　利用しておいてお門違いとは思うが、恨む気持ちが止められない。

　透とう夜やに匹敵する遊戯者と信じていたのに。

　自分が持ちこたえていれば必ず、全員を倒して勝利に導いてくれると確信していたのに。

　認めたくない。認められない。だが、認めるしかない……！

「──……いい夢、だったね……──」

「……夢で、いいの？　……姉さん」

　未練を残したひとことを、姫狐は断ち切るように。

「うん。──……最高の、夢だったよ。だから、最後は、潔く散って──……」

「……わかったよ、姉さん」

　その答えに、晴れ晴れとしたものを朝人は感じた。

　負けたのだ。自分は負けた。紅蓮という駒こまに賭けて、それが大外れだったというだけ。

（……こんな間抜けは、裏切られて当然、だね……）

　真っ白な灰になった気がした。

　ぱさり、銀の髪が視界に入る。兄とそっくりな髪の色が、朝人は嫌いだ。鏡を見るたび、嫌でも兄のことを想おもい出してしまう。白しろ王おう子じの呪のろい、兄の呪いとさえ思っていた。

　結局のところ、そこから逃れられなかった。そうだ。そういうことなのだ。

　希望を抱いたのが、間違いだった。

（──そう。勝手に期待した、僕が、悪かった……）

　負けた紅ぐ蓮れんを恨む気持ちが萎しぼんでいく。

　こんなことなら、たとえ敗やぶれても自ら白王子を賭けて透とう夜やに挑むべきだったのだろう。であれば、ここまでの惨めさは味わわずに済んだ。

　命を、人生を賭けた勝負で誰かに頼り切り、任せ切って、勝ち馬に乗ろうとした卑ひ怯きよう者もの。責めるべきはそんな情けない自分だ。そう、だから、せめて──。

「……【強化】。６００万を支払って、賽さいの目めを最大まで強化する」

「よろしいのですか、続けても。オリれば最低限秘密は守られますが」

「べつに、もういいんだ。賭けた秘密は、姫ひめ狐こ姉さんにだけは知られたくなかったけれど。何もかも終わった今……隠しておく必要も、なくなったから……ね」

「……！」

　一瞬、フラヴィアの表情がピクリと動いた。

　しかしその些さ細さいな変化に気づけるほど、いまの朝あさ人とに冷静さはなかった。

「……殺してよ、フラヴィア」

「最後の慈悲です、白王子朝人。オリるチャンスを与えます。人を社会的に抹殺するなんて悪趣味な真ま似ねを、教祖たる私がするわけにもいかないでしょう？」

「慈悲なんていらない。僕を殺せ。惨めな僕にトドメを刺せ……！」

「…………」

　自暴自棄な朝人の言葉に、フラヴィアは。

　何かを悟ったようにその麗しい瞳をそっと閉じ、深く息を吐き出した。

「……いいでしょう。ダイスロール、受けて立ちます」

「うん。これで、終わりだ。何もかも、全部」

　そう言って朝人は、提案したダイスタワーのことも忘れて、手に握っていたダイスを力なく放り捨てた。

「…………」

　フラヴィアも目を閉じたまま、そっとダイスを振る。

　その、出目は──。




『白王子朝人、出目……【12】』

『──ダイスロール。フラヴィア・デル・テスタ、出目……【７】』




　このダイスロールの結果により二人の所持金は以下のように変化した。

　白王子朝人、残金──１００万円。

　フラヴィア・デル・テスタ、残金──１１０万円。




「え……？」

　その結果にこの場の誰よりも驚いたのは大勝した朝あさ人と本人だった。

　５００万円分の札束が炎をあげて散っていき、フラヴィアの白い頬を赤く照らした。

「やってくれましたね、聖せい上じよう院いんさん。いえ──砕さい城じよう紅ぐ蓮れん」

　フフフと可お笑かしそうに笑いながらフラヴィアは今は脱落した紅蓮を讃たたえる。

　絶対不敗、神に愛された女に、直接手を下さずして初めての傷をつけた男に視線を向けるべく、どことも知れぬ虚空を見つめた。

「こんな仕掛けを打ってきたということは、私の体質の正体は当然見破られている。と、そう考えてよいのですね？」

「──……その通り。貴女あなたの正体は、すでに解析できている……──！」

　紅蓮に問いかけた言葉に答えたのは、裏切ったはずの女、聖上院姫ひめ狐こだった。

　フラヴィアの鼻先に細い指を突きつけて、姫狐は声高らかに宣告した。

「──正体を晒さらしなさい。ニセモノの聖女──ッ！」

『秘密チップの開示フェーズに入ります。校内ＳＮＳに該当音声データをアップロード。皆様、こぞってご確認ください』

　クオリアのシステム音声がそう告げた後、校内２０００を超えるデバイスがほぼ同時にその声を再生した。




『こんにちは、皆さま。私の名前がフラヴィア・デル・テスタだと思い込んでる皆さま。ごめんなさーい、それは嘘うそでしたぁ～……私、本名は右う斎ざい風ぷ鈴りんといいます。そう、イタリア人ではなく日本人。いいですか、に、ほ、ん、じ、ん、なのですよ～。出身は香か川がわ県。パスタよりもうどん派です。嗚あ呼あ、釜かまたまこそまさに至高の味……！　パスタなど邪道です、皆さまうどんを食べましょう。うーどーんー』




　それは、テスタ教団の信徒と獅し子し王おう学がく園えん生徒の全員を揺るがす、驚きよう愕がくのカミングアウトであった。





　＊






『……え？　マジ？　フラヴィア様……えっ？　外人じゃねえの？』

『お、おおおおおちいちちちちちままままあわてるようなじかんがじゃなながあが』

『……香川出身？　うどん県の人？　えー、見えない……ウザいプリンって……』

『たしかに喋しやべり方かたちょっとウザいかも』

『釜たま好きってのはちょっと好感度上がる。けど俺ペペロンチーノのが好き』

　微妙な弾幕が流れてくる。

　どこか嘲ちよう笑しようより困惑の濃いタイムライン。学内ＳＮＳでつぶやかれた情報が投影され、次々に流れてくるのを見ながら、フラヴィア・デル・テスタ、本名右斎風鈴は──。

「うう……お恥ずかしい……！」

　真っ赤にした顔を両手で隠して、うずくまっていた。

「はい、プリンちゃんです。もう、どうしようもなくプリンちゃんなのです。しかたないではありませんか、亡き父と母がつけてくれた名前なのですから。魔が差してカッコイイ偽名を名乗ったら、それがあっという間に浸透しちゃったので、引っ込みがつかなくて。うう～、ごめんなさい。フラヴィア・デル・テスタなんて、身の丈に合わないカッコイイ名前を名乗って本当にすみませんでした。よよよ……」

『泣かせちゃった』

『ウザプリンさんサーセン』

『……なんか威厳が吹っ飛んだな、ウザプリンさん……』

『でもこっちも可愛かわいいし俺はアリ。マジで教祖様にガチ恋だわ』

『お前不敬すぎん？　処すぞ？』

『信者が顔真っ赤で草』

　ギャラリーの好き勝手なコメントが流れるのを横目に、フラヴィアは赤い顔のまま立ち上がり、可愛らしく頬をふくらませた。












「まったくひどい話です、私の秘密を公衆の面前に晒さらすなんて。恨みますよ」

「……何が起きてるのか、わからないよ。僕は、何も、してないのに……」

　そう、朝あさ人と自身にはわからない。

　豪運を誇るフラヴィアを前に、ダイス目勝負で打ち勝てるなど。しかも、テクニックは一切使わないまま、ただぼんやりと死ぬために振ったのに──結果は、圧勝だ。

　喜びはない。ただ理不尽な幸運に対する困惑と混乱に、狸たぬきにでも化かされたような気分でいると──

「──『概念系』と呼ばれる異能が、ある──」

「姫ひめ狐こ、姉さん……？」

「……──私も、初めて聞いた。砕さい城じよう家の能力開発機関での研究成果によれば……遊戯者の異能はいくつかに分類される。感覚を研ぎ澄まし、普通なら認識できないものを感じる『知覚系』、頭の回転や知識に由来する『頭脳系』──他にも、あるけど──……」

　姫狐の手に握られているのは、デバイス。

　開かれた画面は、一通のメール。

「……中でも最も特異な異能が『概念系』──ある一定のルールに基づいて不確定要素を、ランダムなはずの乱数を固定してしまうたぐいの、異能……──」

「つまり……？」

「たまに、あるらしい。ものすごくツイている人、逆に全然ツカない人──そうした中でも特に傾向が顕著で、運勢を固定してしまうレベルに達している人がいる。それが概念系、多くは何らかのジンクス、ルールによって縛られている、って──……」

「ええ。まさしく、その通り。私の固有ルールを見切ったのはいつですか？」

「──砕城紅ぐ蓮れんによると、きっかけは不思議の館やかた。あなたがワインを投げて割った出来事がヒントだった、らしい……──」

　フラヴィアと紅蓮が接触したその時、その豪運を証明するため──聖女はワインの瓶を天井に叩たたきつけて割り、ガラスに身を晒してみせた。

　降り注ぐ酒と細かい破片は彼女に傷ひとつつけることなく、傍そばで見守っていた紅蓮と楓かえでを真っ赤に濡ぬらし、それを以もつて彼女は自分が『神に愛された存在』だと示したのだ。

「──最初は砕城紅蓮も貴女あなたの豪運に感心し、突破口を見つけられずにいた。でも──」

　姫狐はデバイスのメッセージを読み上げながらフラヴィアに指を突きつける。

「──彼は、貴女のプロフィールにヒントを見み出いだした──」

「プロフィール……？」

　首をかしげるフラヴィアの前で、喉を押さえた姫狐はデバイスを掲げ、ＡＩに申請する。信号を受信したＡＩは指定された文面を、砕城紅蓮の声を合成して読み上げはじめた。

『疑問のきっかけは、こうだ。──あいつのプロフィールを聞いた瞬間、あいつの言葉や、遊戯の前に話していた雑談の内容に引っ掛かりを覚えた。……ゼロから説明しよう』

『フラヴィア率いる宗教団体、テスタ教は銭ゲバだ。金を信奉し、利益を求め、精神的な苦痛の緩和と引き換えに寄付を求める。──俺は聞いた。【汝なんじ、お金を愛せよ】と』

　その何気ない一言が、聖女を解体するヒント。

『本当に神に愛された存在が。本当に運のいい人間が……。金に困ることがない人間が、【金のありがたみ】を学べると思うか？　【金を愛せよ】なんて、言うか？』

　真に運のいい人間に、わかるはずがない。

　ただ何気なく買った宝くじをたやすく当てる黄金律の持ち主、豪運で勝ち続けられる者ならば──無限に得られるモノを、大切にしようなどという発想はない。

『その発想は──【貧乏人】だ。いくら金を持っていても、本質は【貧乏人】』

『俺は無数の貴種、先祖代々の貴族だの王族だの社長だの世襲政治家だのを見てきたが、連中が腐るほど持っている金をバラ撒まく時、それは上から目線の施しだ』

『サル山のサルに餌を撒き、公園の鳩はとに豆を与えるのと変わらん──が』

　フラヴィア率いるテスタ教団の思想は、違う。

　テスタ教団の信徒は投資を奨励され、自ら財を成すことを、稼ぐことを求められる。

　原型が彼女を中心とした投資グループだ。だからこそテスタ教の信徒は徹底的に自己の利益を追求し、助け合い、稼いだ金で弱者を救い、それにより自らの魂を救う。

『奴やつの教えからは生まれつき幸運な奴特有の傲ごう慢まんがない。自分が与えてやれる財などいつ尽きるともわからない、だから救う相手にも己で稼ぐ術すべを求める。──だからあいつは、【幸運】などではありえない』

『奴の能力が【幸運】じゃないと過程するなら、あのワインが鍵になる。

　あの破片はあいつを避よけて俺達たちにだけ降ってきたが。──奴が幸運だったんじゃない。俺達がツイてなかったんだ。そこから見えてくる奴の概念、ルールは、ひとつ』




　──《絶対不運》。




『幸運の聖女ならぬ、絶運の疫病神。祝福ならぬ呪のろい、あいつの前に立つ者は可能な限りの【不幸】に襲われるってわけだ』

『そりゃ投資にだって勝てるさ。周りの取り巻きが買った株の逆を張ればいい。誰かの不幸は誰かの幸福、株式市場において暴落を予測できれば莫ばく大だいなチャンスが生まれる──』

『あいつの面白い点は、幸運と不運をクルリと反転させた点だ。正直なところ本当に絶対的な幸運なんてモノがあるんだとしたら、勝ち目はなかった。何せ相手がどうあろうとも関係なく、絶対的な幸運が約束されてしまうから。しかしそれが絶対不運なのであれば、心の持ち方ひとつでいくらでも結果は変えられる……！』

　ククッ、と漏れた含み笑いは、文面に記されたものか、それとも紅ぐ蓮れんの意志か──。

『だから、あんたに頼む、聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こ。──勝つために協力すると言ったな。本当に奴に、生徒会を叩たたき潰してあの若白髪を、白しろ王おう子じ透とう夜やを打倒するつもりがあるのなら』

「……──ある。だから、私は……──」

　キッと顔を上げた、姫ひめ狐この眼め。眼帯をずらした眼に浮かんだ、大粒の涙は──。

『朝あさ人とを裏切れ。奴やつをドン底に落とし、心底から敗北を願うように仕向けろ。そうしたら、裏返った幸運と不運がもう一度、クルリクルリと裏返る。奴が願う敗北という幸福は覆り、勝利という不幸が訪れる。朝人が心底絶望していれば、必ずな』

「待って。それじゃ、姉さん……姉さんは、今……僕を……」

　弾はじかれたように、朝人の貌かおに希望の色が差す。

　そんな少年を前に、姫狐は泣きながら深々と頭を下げ──。

「──……ごめん、なさい──……!!　あなた、を……傷つけ、た──……！」

　温ぬくもりが戻る。ふたたび朝人の胸に飛び込み、震えながら詫わびる姫狐。

　彼女をきつく抱きしめながら、朝人は空を仰ぐ。煤すすけたような洋館の天井、その向こうに昇っているであろう脱落者に、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんの恐るべき鬼謀に、心から震えて。

（……見抜かれていた。あの男は、紅蓮は、僕の甘えを、見抜いていた……!!）

　姫狐を手に入れたいという願い。その欲望すらも彼は自分達たちの仕草から見切り、姫狐を介して朝人を絶望させる芝居を仕組んで、フラヴィアの神性を剥はぎ取とってみせた。

　だが、それだけではない。仲間を、チームメイトを駒こまとして完全に利用し、遊戯の布石とするやり方の裏に潜ひそんでいるモノを、強烈なメッセージを、朝人は感じていた。

「……姫狐姉さん。ごめん。僕の方こそ、君が好きだなんて言う資格、なかった」

「え？　……あ、朝、人……それ、どういう──……？」

「僕は紅蓮に甘えてた。本当に欲しいモノを、姫狐姉さんを奪うことを、彼にやらせようとした。この遊戯もそうだ。僕自身が勝つよりも、彼が勝つのを待っていた」

　ねだるな。勝ち取れ。されば与えられん──。

　紅蓮は絶対勝利のチケットだ。勝つことだけを考え、仲間を駒とする怪物だ。その手綱を取り、戦場へ導いて果実を掴つかむのは人間でなければならない。

　決して同類の怪物、勝つために勝つ化け物ではなく。

　自らもリスクを踏み、共に戦い、自分の欲望を満たすために無謀な挑戦をするモノ。

　愚かな人間でなければならない。

「……そういうことだ。今ここで種明かしをしたのも紅蓮の意思だろう？　ただ勝つだけなら最後まで何も言わなければいい。心底敗北を望み、願っている僕なら絶対に勝てたんだから」

　概念系の異能にはルールがある。

　絶対の不運をもたらすフラヴィアの異能は、相手が望まない未来をもたらすのだ。

　絶望し、敗北を願う朝人ならば──その願いは叶かなわず、１００パーセントの敗北が、１００パーセントの勝利に変わる。今のダイスロールのように。

「けど、今明かした理由はひとつだ。──覚悟を見せろ、そういうことさ。ただ勝つなら、僕にそのまま絶望していろと言っている。膝を抱えて救われるのを待てって言っている。餌をめぐんでもらえるまで、口を開けて待ってろって言っているのさ……！」

　侮辱。屈辱。そして挑発。

　なるほどそれなら勝てるだろう。だが、そんな勝利に意味がないことは今痛感した。

　白しろ王おう子じ朝あさ人とは認めた。自分の甘さを。自分の愚かさを、情けなさを。紅ぐ蓮れんを利用して、勝たせてもらおうとした愚かさを。自分の愛した女を、他人にもらう情けなさを……！

「姫ひめ狐こ姉さん。……まんまと騙だまされたこと、恨んでない。もう、謝らなくてもいいよ」

「でも、私は……──！　あんなに、ひどいことを、言った……のに……──！」

「……泣かなくていい。酷いのは、僕の方だ。姉さんにあれをさせたのは、僕だ……」

　自分を絶望させるために悪を演じた姫狐。それに対して自分はどうだ？

　姫狐に隠した秘密をばらされるのを恐れて、この場の敗北はどうせ取り返せると、根拠のない願いにすがって、勝負をオリようとさえしていた……！

　どうしようもない甘ったれ。

　情けない、お坊ちゃん。

「──今、僕は変わる。姫狐姉さんにふさわしい男に」

「……貴方あなたは、今も──ううん、ずっとずっと、その──……男の子、だった……」

「子、じゃないんだ。男になりたいんだよ。姫狐姉さんに守られるんじゃない、頼られる男になりたい。紅蓮を利用するんじゃなく、紅蓮と一緒に戦える【男】に！」

　だから。




「遊戯を続けようか、──フラヴィア。いや、ウザプリンさんだったかな？」




　不敵な笑顔、余裕を取り戻したかに見える朝人を前に。

「ふ、うふふふ……うふふふふふふ！　うふふふふふふふふふふふふふふふふふ！」

　フラヴィアは肩を大きく震わせて、軽やかに、高らかに、笑ってみせた。

「さすがは砕さい城じよう紅蓮。まさかたったあれだけの情報で、この短い時間で、私のことを丸裸にしてみせるなんて……素晴らしい！　想像以上です！」

　まるで天からこぼれる雫しずくを受け止めんとするかのように大きく手を広げ、フラヴィアは本物よりも美しい金髪をなびかせて。

「そして彼の策略を成功させるために全力で悪女を演じてみせた姫狐さん。貴女あなたの資質も尊敬に値します。そして何よりも──」

　姫狐に、そして次に朝人にしっとりと濡ぬれた目を向ける。

「白王子朝人さん。絶望のアドバンテージを捨て、己の手でこの私の神性に立ち向かわんとする、その意志。ご立派です。とても、とてもとてもとても、素晴らしい！」

「余裕ぶってるつもりかな？　たしかに条件は悪いけど、負けるつもりもないよ？」

「ええ、ええ、そうですとも。最後の一投、勝利の女神がどちらに微笑ほほえむか。神に問いかけてみようではありませんか！」

　残された１００万円の札束を取り、フラヴィア・デル・テスタはそれを勝負に差し出した。

「次に賭けた秘密は、私の生命を脅おびやかすたぐいのもの。この世界の秘密。砕さい城じよう紅ぐ蓮れん、白しろ王おう子じ朝あさ人と、聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こ、どうしてあなた方のような存在が造られなければならなかったのか、あなたが勝てば、知られざる真実をお話しいたしましょう♪」

　フラヴィアの言葉と同時に、チリン、と、場に一枚のチップが現れる。

「僕たちが、造られた理由……？」

　不可解な言葉に朝人は眉まゆをひそめる。《黒の採決ブラツクバウト》が裏で世界を支配しているから、ではないのか？　いや、そんな単純な答えではないはずだ。

　クオリアシステムが、それを致命的な秘密と判断し、チップ化した以上──朝人さえ知り得ない、何かとんでもない真実が隠されているはずで。

「それは興味深いね。是非、君を倒して、聞かせてもらおうかな！」

「私にあなたの限界を見せてください！　【強化】を……宣言いたします♪」

　朝人の所持金は１００万円。０円ちょうどでもトビのルールだ。【強化】を行うことはできない。

　だが、フラヴィアは違う。

「私の所持金は１１０万円。──強化しても10万円が残ります。これにより私の賽さいの目めには＋１の修正がかかる。勝利の可能性は、これでわずかながら上がりました」

「そうだね。けど──僕は生あい憎にく、運うん否ぷ天てん賦ぷを信じない主義なんだ」

「信念の槍やりが神の盾を貫けるのか、見せていただきます」

　二人は同時に祭器ダイスを掲げる。

　きつくきつく握りしめたそれを、叩たたきつける！

「──行けえええええっ!!」

「……はっ!!」

　カラカラカラッ……!!

　気合いと共に、祭器が踊る。

　朝人に異能はない。彼にあるのはただひとつ、白王子の家で磨き上げたテクニックのみ。

　わずかなチリ、くぼみ、テーブルの偏りを見切り、あらゆる運命の介在しない軌道を、そして勝ちにつながる出目を狙う、掌てのひらと指の感覚にすべてを賭ける。

　──カッ!!

　そして、運命は──




「なるほど……こうなりましたか。この結果も、砕城紅蓮の狙い通り、なのでしょうね」




　絶対不運がもたらした偶然を超えて、朝人の技巧は最高値、【６】を振り。

　自らの異能を信じて運命を転がしたフラヴィアの目も、強化むなしく【６】で止まった。




『──ダイスロール終了、両者、出目……【６】！

　ペナルティとして６００万円を両者から没収、資金不足発生。──ＢＵＲＳＴ!!』




　統括ＡＩの裁定が下る。

「引き分け……ですか」

　処理が実行されるわずかな瞬間、フラヴィアは諦てい念ねんの笑みを浮かべた。

「面白い遊戯者だ、と……あなたを認めてしまった時点で、私の勝ち目はなかったのかもしれませんね、白しろ王おう子じ朝あさ人とさん」

「ハハ、無敵の論理だね、君は。それじゃたとえ勝てても、自分の力で勝った気になれないじゃないか」

「いいえ、たしかにあなたの力ですよ？　その技巧と、最後まで立ち向かう気概が本物でなければ……神はきっと、私を勝たせていたのですから。それに──」

　フラヴィアは姫ひめ狐この方をちらりと見て。

「朝人さん。あなた、ダイスを振ったその瞬間……負けを恐れていませんでしたよね？」

「お見通しか。その通りだよ、フラヴィア」

　朝人は苦笑を浮かべる。

「たとえこの勝負に勝っても、僕は姫狐姉さんに秘密を打ち明ける。その覚悟で、振った。絶対に知られたくないことを、幻滅されることを、言う覚悟で」

　フラヴィア・デル・テスタの異能、絶対不運。

　対象が最も望まぬ結果をもたらす運命の強制。

　だが、今の白王子朝人はフラットだ。勝利を強く願っていたが──それにより得られるはずのメリット、秘密が守られるという報酬を、自ら捨てると決めていた。

　だからこそ、運命に抗あらがえた面もある。勝つことを願いながら、勝てば自分で秘密を告白すると、そう誓ったプレッシャーが、絶対不運の異能を歪ゆがめ……この結果を、掴つかめたのだ。

「姉さん、聞こえてる？」

「……──もちろん。ここにいるよ、朝人……───」

「昔のこと、覚えてるかな。白王子の訓練で、孤島に連れていかれた時の事。小学生の、何年生だったかな──あの夏休み、白王子の遊戯者候補生、百人を集めた旅を」

「──……うん……──」

　それは、孤島での殺し合い。

　百人の遊戯者候補生による、頭脳と武器を用いた潰し合いサバイバルゲーム。

「──……私は、あそこで喉を、潰された……──」

　掠かすれた声で、姫狐は言う。

　対する朝人はその身が薄れ、消えかけている。亡霊のような影に彼女は手を伸ばして、崩れかけたアバターと寄り添いながら、微笑ほほえみかける。




「うん。……それは、僕のせいなんだ」




　聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こに、一生残る傷きず痕あとを刻んだのは──白しろ王おう子じ朝あさ人と。

　事実を知る者は他にいない。百人の候補生の中、死亡者は九十八人。そのほとんどが朝人がその手にかけた子どもである。頭脳で上回り、敵の脳天に弾丸を撃ち込んだ。

　勝つために、生き残るために。

（もう一度。姉さんに──会うために）

　誰とも知れぬ敵と戦い続け、殺し続け、奪い続けて。深い闇の中の遊戯、相手が誰かもわからない地獄の連戦の渦中、最終戦で。

「──姫狐姉さんを、傷つけた。……僕の、一生背負う十字架だ」

「うん。……知ってたよ」

「え……？」

「貴方あなたの心臓の音。──……聞き間違えたりなんか、絶対しない……──」

「……っ!!」

　闇の中、姫狐だけが朝人の正体を悟った。

　だからこそ彼女は敗やぶれた。相手が朝人だと解わかった上で。

　死ぬかもしれないと理解した上で、敗北を選び──。

「どうして、話してくれなかったのさ……！」

「……気にすると、思ったから。貴方を傷つけると──思った、から……」

「かなわないな。……本当に、かなわないよ。姉さんには──」

「そうでもない。──……私も、朝人には絶対に、かなわないから──……」

　消えゆく少年のもとへ、姫狐はそっとその身を寄せる。

　迎え入れるように広げた腕で、崩れかけのアバターを抱きしめて。

「ふふ。美しい光景です。勝者への褒美としてはこれ以上にありませんね」

「フラヴィア。でも僕はひとつ真実を掴つかみ損ねた。君が最後に賭けた秘密は──」

「気になりますか？　そうでしょう、他ひ人と事ごとではありませんからね」

　消え行くフラヴィアはその顔に神聖な笑みを湛たたえて。

「ですがまだそれを知る時ではないようです。だからこそ、神はこの結果をもたらしたのでしょう」

「なるほどね。その通りかもしれないな」

「──……！　朝人っ……──！」

　死闘を終えた二人の遊戯者のピロートークは、システムによって唐突に遮断された。

　……ザッ!!

　敗北したアバターは接続を断たれ、彼が立っていた場所には、所持していたアイテムが転がった。






●答え合わせ　－不思議の館やかた　17時25分－






『勝者、御嶽原水葉』




「……は……？」

　統括ＡＩが勝者の名を告げたとき、佐さ賀か臣とみ仁じんは何が起きたのか理解できず間抜けな声を出した。

「え……？　勝っ、た……？」

　水みず葉はもまた、ぽかんと口を開いたまま立ち尽くしていた。

　敗北した紅ぐ蓮れんだけがすべてを悟ったような表情で。

「ああ、お前の勝ちだよ、水葉。どうだ、念願の俺との勝負に勝った気分は」

「え……と……」

「空虚なもんだろ。終わってみれば、何も残らない」

「おかしい……こんなの、おかしい。勝った、はずなのに。何も、感じない……」

「──さすがにいい勘をしてる」

「え？」

「答え合わせといこう。【決闘者のダーツ】のこの結果の意味を特別に教えてやる」

　紅蓮は悪魔的な笑みを浮かべてこう言った。

「俺は最も自分が目立たないで済む、最善の攻略法を目指したんだ」

「最善の、攻略法……？」

「ああ、そもそもこの【ゴーメンガースト】、脱出するには双方のチームから脱落者を出さなければならない。それも、不思議の館と鏡の館の両方で。合計四人もの犠牲を必要とする。俺は最初のルール説明でそのことに気づいていた」

「だから、わざと……？　でも、それだと鏡の館の方は……」

「問題ないんだよ、あっちの館では朝あさ人ととフラヴィアが戦うことになる。それはもうわかりきった流れなんだ──なあ、佐賀臣？」

「……っ」

　急に話の矛先を向けられて、佐賀臣仁は言葉を詰まらせる。

「お前らの動きは観察していたが、生徒会チームの中で鏡の館を探索したことがあるのは水葉と佐賀臣の二人だけ。だからその情報は、生徒会役員同士にとっても取引する価値のあるものだった」

　佐賀臣仁は【アリスゲーム】に臨む際、水葉とフラヴィアの二人を除外した。

　何な故ぜなら大おお星ほし大たい成せいと由ゆ留る木ぎ由ゆ良らが彼にとって御しやすい、与くみしやすい相手だったから。

　しかし天然の狂戦士である水葉はともかく、勘の鋭いフラヴィアに対して隠し事をするのはほぼ不可能。当然、【アリスゲーム】から除外することに納得のいく説明が必要になるし、場合によっては、それを呑のむ代わりに交換条件を提示されてもおかしくない。

　いや、する。フラヴィア・デル・テスタはそういう女だと紅ぐ蓮れんの『眼め』は告げている。

「──だからお前はあいつと取引したんだ。鏡の館やかたへの行き方を教える、と。その代わりに俺との直接対決、【アリスゲーム】の参加権は自分たちに譲れ、と」

「その通り、だが……それがどうした。貴様がわざと負けた理由にはならないだろう！」

「いや、なるんだよ。何な故ぜなら、フラヴィアは必ず朝あさ人とに遊戯を仕掛けるし、朝人はそれを受けるから」

「な……何を根拠に、言い切っている……!?」

「そもそもどうしてフラヴィアはこの団体戦に参加したんだろうな？」

「それは白しろ王おう子じ生徒会長への忠誠ゆえに──」

「──いいや、ないな。佐さ賀か臣とみ、お前らはそうだろうが、あの教祖様は違う」

　明鏡止水の水みず葉はと違い、フラヴィアの心の流れは紅蓮の『眼』で観測できていた。

　彼女は遊戯に勝つことを目的としていなかった。

「品定め。あの若白髪の生徒会長とは関係なく、あいつ自身の目的で、俺や朝人の実力を測りにきていた。でなければ、あんなパフォーマンスはしない」

　ワイングラスを天井に投げてみせた行為。能力の正体を推理する情報をわざわざ晒さらすなど、愚か者のやることだ。しかし彼女はあえてそれをやってみせた。

　その行動の意味を紐ひも解といていけばおのずと答えは出る。

　──試されていたのだ、と。

「ここで負けて全財産を失っても、あの女だけは何も痛くないだろうしな。何せあいつは宗教法人、テスタ教団の教祖だ。個人の固有資産を押さえられたところで、宗教法人が残っていれば──」

「いや、それはない。自分が代表を務めたり、一定以上の割合の株を所持している組織は『所有物』のひとつと判断される。クオリアの裁定は、そうなっているはずだぞ」

「馬鹿、適当に検索してみろよ。お前なら可能だろ、佐賀臣？　テスタ教団の登録上の持ち主は、まったくの別人になってるはずだぜ？　このすべてを賭けた団体遊戯に挑む前、あの女は己のすべての資産を教団に逃がして、教団を腹心の人物に譲渡している」

「なっ……本当だ！　誰だこれは!?」

　デバイスでテスタ教団を検索した佐賀臣は、そこに書かれていた情報に声を裏返らせる。

「フラヴィアは己の身体からだのみを賭け代に、リスクを最小限にしてこの遊戯に参加した。俺や朝人、もしかしたら他の人間も含めてかもしれんが、その実力を探るために」

　だとしたら──。

「あの女は、これまで何も目立った動きをしていない朝人を確かめに行くはずなんだよ」

　まがまがしい思考の『色』をしていたフラヴィア。

　彼女を『視みた』瞬間を思い出し、紅蓮は顔をしかめる。

「まったく、とことん底知れない奴やつだが……まあ、いい。答え合わせの続きだ」

　きょとんとする水葉と佐賀臣に、紅蓮は続けた。

「朝あさ人ととフラヴィアが戦うことになるならあとは簡単だ。二人の遊戯の結果が引き分けか、朝人が勝つように仕向ければいい。朝人が負けなければ、そのときは仲間同士で同士討ちをして生いけ贄にえを作り出せとメッセージで伝えてある」

「簡単に、言う……フラヴィアは、そう簡単に倒せる相手じゃない、よ？」

「そう。だから俺は負けなきゃいけなかったんだ。朝人には嘘うその攻略法を教えてある。俺が負ければ、それですべて済む、俺達たちの勝ちだ……と。俺を利用して何か企たくらもうとしたからには、俺の実力を相当信用して、相当依存しているはず。では、そんな俺が読み間違えて、水みず葉はにただ敗北しただけと知れたら……？」

「深い、絶望を味わう……」

「そういうことだ。まあ、絶望を後押しするような仕掛けも打っておいたしな。そうすれば、もうフラヴィアの体質は怖くない。攻略完了、ってわけだ」

　鏡の館やかたで姫ひめ狐この口から明かされた真実。紅ぐ蓮れんの戦略。

　それを今さっきの思いつきではなく、もっと前から、それこそ将棋の棋士が遥はるか先の手に向けて一手一手を組み立てていくような精せい緻ちさで、編み上げてきた。

　その規格外の未来予知じみた行いに佐さ賀か臣とみや水葉がぶるりと震える中──。

　所持金がゼロになったせいだろう。

　紅蓮のアバターは足元から細かいポリゴンに分解され、空間に溶けて消え始める。

「【決闘者のダーツ】は俺の負けだ、水葉。おめでとう。だが──」

　消えゆく紅蓮の口元が、にっと不敵に笑んだ。




「俺達の、勝ちだ」




　ガギン……!!

　重々しく歯車が噛かむ機械音。

　館全体が揺れ、メインホールで見たのと同じ亡霊達が壁を突き抜けて乱舞しはじめる。

　異様な亡霊屋敷となり果てた遊戯室に、重々しく響くアナウンス──。




『不思議の館、鏡の館、双方にて赤と黒、二陣営の魂が捧ささげられました。

　──【ゴーメンガースト】脱出条件、クリア』




「ちょうど、あっちも決着がついたみたいだな」

「紅蓮、さま……さいしょから、わたしに、あなたを……殺させる、ために……」

「ああ。この作戦で一番骨が折れたのは、それだな。万が一俺が勝ったら作戦失敗……。なかなか苦労したぜ」

　敗北を恐れず突っ込んでくる狂戦士を負かさず、倒さず。

　うまく自分を殺してくれるよう誘導するのは、さしもの紅蓮にとっても難しかった。

「怪物のままのお前は、自分の敗北を恐れない。当然だな、俺に負けるのが──屈服するのが望みなんだから。……負けたがりを勝たせるなんざ、面倒でしかたない」

　そんな捨て鉢な心を砕くだき、怪物から人間に戻し、生を願わせないかぎり。

「俺は負けられなかった。俺という存在を生いけ贄にえに捧ささげ、俺の陣営を勝たせられなかった」

　勝つために負け、負けてなお最後に勝つ。

　自己の犠牲を厭いとわない。五年間無敗、絶対勝利のチケットの真骨頂。所属する陣営を勝たせて無敗、遊戯時代における核兵器プレイヤーの、それが真実だった。

「そのためだけに、わたしの心を、乱したの……？」

「ああ、悪いな。最初からお前のことなんか眼中になかった」

　赤い『眼め』でもって相手の思考の流れを読み、遊戯の流れを読み切る。

　時には心の急所を突き、自らの目的のためにすべてをコントロールすることも厭わない。

「それが、俺の怪物たる所以ゆえんだ。可か憐れんを陥れたお前に対する恨みとか、過去の因縁とか、俺の理性の部分で思うところはたくさんあるが……そんな感情と遊戯を展開する俺の思考は、完全に切り離されている」

　普通の人間は、憎いから殺す。愛したいから抱きしめる。

　すこしネジの外れた水みず葉はであれば、憎いから殺す。愛したいから殺す。

　では、紅ぐ蓮れんは？

　本物の怪物たる彼は、憎んでいることに関係なく殺すし、愛していることに関係なく殺す。

　感情と遊戯の間に因果関係が皆無。

　それこそが紅蓮の強さであり、危うさ。

　仮に命を賭けたデスゲームを最愛の妹である可憐としたとしても、紅蓮は自動的に勝つように動いてしまう。

　そんな危険な本質を砕さい城じよう紅蓮は秘めている。

　そしてそんな自分を心底軽けい蔑べつしている。

　だからこそ。

「俺みたいな最低な男を、目標にするなよ」

「紅蓮……さま……」

　怪物未満の少女を、紅蓮は最低の先輩として諭す。

「水葉は人間だ。好きな人がいて、嫌いなやつがいて、美しい思い出やトラウマまで抱えて……それら全部が、遊戯の内容にも表れてる。そりゃあ、ただの人間だ。俺がなりたくって、しかたなかったものだよ」

　だからこそ情けをかけた。最後まで面倒を見ずとも、放っておけば治ると思っていた。

　それは嫉しつ妬とだったのかもしれない。あの睡すい蓮れんの夏、怪物になりかけた少女。なりかけた、つまりはまだまだ人間のままでいる少女に、完成された怪物たる紅蓮は羨うらやんでいたのだ。

「無理に怪物になろうとするな。本当に求めているものは──他にあるんだろ？」

　そう、それは世界できっと、紅ぐ蓮れんにしかわからない水みず葉はの想おもい。

　怪物から人間になろうとしている者にしかわからない、共感覚シナスタジア。

「妹をいじめるのはよせ。御み嶽たけ原ばらを潰す方法、御嶽原から逃げる方法ならいくらでもある。……大切なものは、素直に守ってやれよ」

　不器用な笑顔で、消えかけながら。

「仲良く……幸せになれよ。……………………水葉」

「あ……」

　そんな言葉を残して紅蓮の面影は消え失うせ。

　光の粉となったそれを、残された水葉は空に手を伸ばして掴つかもうとして、果たせずに。

「……なん、で？　かなしく、ないのに……」

　それは、胸を貫く未知の感情から湧わき上がる涙。記憶が蘇よみがえる。あの地獄から戻された日、泣きじゃくる自分をなだめてくれた柔らかい手。優しく接してくれた妹の姿を。

　彼女が優しくあればあるほど、好きになってしまうほど──。

（しずかは、幸せだったんだって……想うから）

　ずるいと思った。嫉しつ妬とした。機関の地獄で自分が造り替えられている間、どれだけあの子が愛されていたのかを思い知らされるようで、イライラした。憎らしくて、それで。

「……でも、でも、でも……!!」

「おい、御嶽原!!　御嶽原、行くぞ!!　今からでもあちらの館やかたへ行けば……！」

「やっ!!」

　手をとり、無理やり立ち上がらせようとする佐さ賀か臣とみの手を振り払い。

「……だいっきらい!!」

「話にならん……くそっ、くそっ、くそおぉぉぉぉっ!!」

「けど……しゅきぃ……!!　好き、なの……ずっと、ずぅっと……好き、だった……！」

　座り込み、膝を抱えて泣き出す水葉を前に、佐賀臣は頭を抱える。

　少女はずっと泣き続ける。その小さな背中、震える姿は、もはや砕さい城じようが生んだ怪物とはほど遠い──ただの、あたりまえの女の子のようで。

「ぐれん、さまぁ……！」

　初恋に敗やぶれた、女の子の涙が。

「……しず、かぁ……!!」

　堰せきを切ったように妹を呼ぶ声があふれ出し、戦場へ響き渡る。

　嘆きに答える者はいない。恋した男も、謝るべき妹もどこにもいない。敗北の屈辱よりなお深い孤独と、そして久しぶりに味わう人間らしい感情に押し流されるように──。

　最狂の遊戯者は、どこにでもいる女の子のように……泣き続けた。













●勝者と敗者






　フラヴィアと朝あさ人との死亡を告げるアナウンスを聞きながら、ひとりの男があわただしく廊下を走る。

「おい、どうなってんだよ!!　フラヴィアの奴やつ、負けたのかよ!?」

　不思議の館やかた、二階。遊戯室のドアを荒々しく開け、逞たくましい金髪の少年──大おお星ほし大たい成せいは、中にいるふたりに向かって大声を張り上げる。

「大星か……。遅い、遅すぎる。……遅すぎるんだよ、お前は……！」

「あァ!?　ンだこのメガネ……って、仁じんクンかよ、どうしちまったんだ、おい!?」

「どうしたもこうしたもあるかッ!!　破滅だ。俺は、破滅だぁ……!!　うひ、うひひひ、あは、あははははははははは……おしまいだぁ……!!」

　泣き叫ぶ少年の変わりように、大星はサングラスを外してポケットにしまう。

　げっそりとこけた頬、乱れた髪に虚うつろな目。どれほどのショックを受けたらこうなるのか、完全に心の砕くだけた少年のありさまは、まさに無残と言うほかない。

　その傍そばに立っているのは、御み嶽たけ原ばら水みず葉は。こちらは──やはり、異常だった。あの狂戦士、ヤギを追いかける童話のオオカミじみた異常性は鳴りをひそめ、まるで隷徒であった頃と同じような虚ろな目つき、ぼんやりと穏やかな顔で、窓枠に尻を乗せている。

「……おい、御嶽原。何があったんだよ？　オメーが勝ったんだろ？　砕さい城じよう紅ぐ蓮れんによ」

　あのアナウンスを聞いたからこそ、大おお星ほしは復活できたのだ。

　かなわない、そう思った敵が脱落した。砕さい城じよう紅ぐ蓮れんというジョーカーがいなければ、逆転の可能性はある。だからこそ仲間との合流を目指して立ち上がったというのに。

「むだ。……ぜんぶ、紅蓮さまの──てのひらの、うえ」

　ぐったりと座り込んだ佐さ賀か臣とみの胸ぐらを掴つかむ大星に、水みず葉はは端的に告げる。

「その駄だ眼鏡めがねが秘匿してるルートを使ってあちらの館やかたへ向かったとしても──紅蓮さまのことだから、手の空いてるふたり──桃もも貝がい桃もも花か、楠くすの木き楓かえでのふたりを使って、脱出ゲートの位置を探索させてる。……圧倒的な、アドバンテージ」

「ッ、だが……だが、急げばわかんねーだろ!?」

「わかる。今から全力で走ったとしても、まにあわない。……その程度、わからないの？　ごりらごりらと思ってたけど……もしかして本当に、ごりら？」

「ちっげえええええええよ!!　ああ、くそっ……くそ、くそ、くそおおっ!!」

　亡なき骸がら同然の佐賀臣仁じんを抱えながら、大星はつぶらな瞳で天を仰ぎ。

「何でだ……何でなんだよお、チクショ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!」

「……当然だった。わたしも。あなたも。駄眼鏡も。フラヴィアでさえ──。紅蓮さまの掌てのひらの上で転がるばかり、すべて支配されていた……見えない、くさり、にっ……」

　──ゾクッ。

「あは、あははは……わたしって、ほんとに、おばか。あんなに釘くぎを刺されても、まだ。あの人に……シてほしいと、思ってるなんて……」

「お、おう……」

　うっとりと蕩とろけるように自分の胸を、腰を抱きしめながら舌を出す水葉に。

　色気を感じるよりドン引きしながら、大星は時計を見上げる。

　遊戯開始からおよそ半日近く。決着は、今まさに訪れようとしていた。





　＊






「脱出ゲートを見つけるのにもギミックがあるあたり、本気で性格悪いですわね……！」

「紅蓮さまの指示ですぐ探してなかったら見つかりませんでしたよこれ……。何ですか、この超絶パズル。リアル倉庫番ゲームとか桃花の頭脳に挑戦する気ですか!?」

「頭脳というよりは筋肉に挑戦している気がしましたわよ。あの重いブロックを片手で、軽々とホイホイ運べるあたり、今だけは貴女あなたがいてよかったですわ」

「それほどでもないですよぅ～。でへへ♪」

「すこし褒めるとすぐ調子に……まったくもう」

　楓と桃花は鏡の館に到着してすぐ、紅蓮の指示で脱出ゲート出現地点を捜索した。

　すでに朝あさ人とと姫ひめ狐こが探索した場所を除外し、ひと通り回ると──鏡の館の物置、桃花が反対側の不思議の館で鍵を発見した場所に、地下へ続く隠し扉が発見された。

　出現条件は、どちらかの館やかたで生いけ贄にえが捧ささげられフラグが立つこと──。

　そこまで読み切った紅ぐ蓮れんの指示により地下室へ乗り込んだふたりは、空間を埋めつくす巨大な倉庫番パズルを指示役の楓かえで、運び役の桃もも花かに分かれて必死にクリアし。

　今、すっかり片付いた無数の箱の奥──。

　巨大な壁を崩した果てにある、脱出ゲートを前にしていた。

「何というか、ロココ調ですね。高そうな感じですよ」

「まあ、言いたいことはわかりますが……たぶんゴシック調ですわよ、これは。それより、鍵がかかっていますわね。特大の南なん京きん錠じようが……二つ」

　古びた洋館のようなゴシック調の扉。

　両開きで、空中に浮かぶそれには二つの巨大な錠が下り、開かないよう無骨な鎖で何重にも固定されている。そのひとつに桃花が近寄り、ポケットから一本の鍵を取り出す。

「桃花が見つけたこの鍵、紅蓮さまに渡したのにまた返されたんですけど……もしかして、ここに使うんですかね？」

「ええ。間違いないですわ。それも見越してあなたに持たせたのでしょう」

「でへへ。信頼されてますね！　それじゃあ早速──」

　……カキッ。

「あっ、途中まで回る感じですよっ。けど、これ以上は……むき[image: ][image: ][image: ]っ」

「ちょ、おやめなさいませっ。あなたの馬鹿力で回したら折れてしまいますわ！　恐らく、二つの鍵を揃そろえなければ開かないのでしょう。まずは姫ひめ狐こさんと──」

「──……合流。なら、もう、済んだ──……！」

「きゃああっ!?」

　音もなく、まさに忍びとでも言うべき身ごなしで突如現れたのは、聖せい上じよう院いん姫狐。

　仮面じみた眼帯で顔を覆い、再び大理石の彫像めいた冷静さを貼はりつけた彼女は、朝あさ人とが身を挺ていして守り、遺のこした鍵を二本の指で挟むと、ピッと立てる。

「──……鍵は、ここにある。朝人が、命を賭けて、守ったものが……──」

「……やってくれましたわね。正直、いつ裏切るのかとヒヤヒヤしていたのですが……。あのうさんくさ王子も含めて、もう立派な仲間と思うことにいたしますわ」

「楓さん正直ですね。ところで仲間入りはアリだと思いますけど、その序列では当然桃花、紅蓮様の筆頭隷徒であるこの桃もも貝がい桃花がトップ、ということでいいのでしょうか!?」

「いいわけがないでしょうどれだけ図ずう々ずうしいのですか貴女あなたは！」

「ふええええんっ!?」

　凄すさまじく虫のいいことを言い出した桃花の頭をグリグリと拳げん骨こつで挟んでから。

「……茶ちや化かしてしまいましたが、朝人さんはご立派でしたわ。わたくし達たちの活躍もまた、すべては紅蓮様によって演出されたモノ……いわば、『作品』と言えるでしょう」

　それは、己の立場と実力を理解しているからこそ出た言葉だった。

　楓はけっして実力で勝っていたわけではない。盤外戦術を含めた紅蓮の誘導あってこそ、自分は勝者としてこの扉の前に立っているのであって、彼がいなければ立場は逆だ。

「ですから……。朝あさ人と、さん。それに……姫ひめ狐こさんも。貴女あなたたちの奮闘に敬意と、心よりの賛辞を述べさせて頂きますわ。ほら桃もも花かさん、頭をお下げなさい？」

「はーい！　筆頭隷徒の座は譲りませんが、考えてみれば楓かえでさんたちは隷徒じゃありませんからカテゴリ外です。皆さんは桃花より格上ということで……もう、犬と呼んでくださってもけっこうですよ？　ワンワンと四六時中鳴いてお応えします！」

「へりくだっているつもりかもしれませんが、その犬、躾しつけが悪いだけですわよね!?」

「──……ぷっ」

　ポンポンと繰り返される漫才じみたやりとりに、思わず姫狐の唇が緩む。

　恐らくはこれもまた計算──朝人を喪うしない、気落ちしているであろう彼女の心を解きほぐすために、道化を演じているのだろう。

「──……あなたたちも、立派だった。砕さい城じよう紅ぐ蓮れんが認めた、仲間。それだけの……それにふさわしい価値を、あなたたちは自分で、自分の力で証明してみせた……──」

　それは朝人と同じ偉業だ。だからこそ姫狐は二人を認め、手を差し伸べる。

　扉を開く鍵を持ったままの手に、桃花が、そして楓がすっと手を伸ばし──。

「──……おつかれ、さま……──」

「はいっ！　勝ちました[image: ][image: ]っ!!　桃花、初勝利ですっ!!」

「……そう、ですわね。ふふっ……。初勝利が対Ｓランク戦だなんて、世の中わからないものですわ」

　三人は微笑ほほえみ合い、重ねあわせたふたつの鍵を握り合う。

　しばしの後、姫狐が、楓がそれを錠前に差し込む。鍵は共鳴し、音をたてながら鎖が、無数の歯車が金属音をたてて動き、脈動する中で、まったく同時に鍵が回る！

　ガコンッ───!!




『───脱出ゲーム【ゴーメンガースト】クリアを確認。勝者、赤の陣営！』




　アナウンスと共に扉が開き、脳神経への接続が解除され。

　参加者たちは現実世界へ帰還、ログアウトまでの数分間を暗闇の中で眠りながら解放を待ち。

　ここに、生徒会ＶＳ砕城紅蓮……その遊戯の一幕は、決着を迎えた。






●禁じられた『世界』よりの強襲






　遊戯が終了し、クオリアによって接続されていた感覚が解放される。

　一秒にも満たないわずかな時間、五感のすべてが途切れる瞬間がある。ほんの一瞬だが、感覚没入フルダイブに慣れた者でさえ耐え難い虚無は、筐きよう体たいの駆動音を認識する聴覚、密閉された空気を嗅かぎ取る嗅覚、口の中の唾だ液えきの味を感じる味覚、汗ばんだ皮膚に不快さを覚える触覚、そして──最後に瞼まぶたが開き、光を感知する視覚の順に、解放されていく。

「……今回は長丁場だったせいか、それなりにキツいな」

「実家に帰る時使った夜行バスの四連シートで、イヤホンつけっぱなしで寝た時みたいな。そういういやな感じがしますー……。だるいですー……はうう……」

「桃もも花かさんときたら、また庶民的な例えを……けど、的確ですわ」

　バシュッ、とロボットアニメのハッチ開閉音にも似た音をたて、筐体が開く。

　解放された三人、紅ぐ蓮れん、桃花、楓かえでが久方ぶりに見る闘技場クオリアネストの景色は、遊戯開始以前とは一変していた。

　戦場から凱がい旋せんした兵を讃たたえるように生徒の大歓声がやかましく響く。

『すげええええええ生徒会役員、ごぼう抜き!!　序列が一気に覆ったぞ、おいっ!!』

『上位五人が一気に隷徒堕おちってことだろ!?　うはっ、何もしねーで序列、ＧＰゲームポイント支給額がアップ！　おいしすぎだぜ、砕さい城じよう紅蓮！　アリガト[image: ][image: ]ッ！』

『ははははは……破産だ、破産だぁ……。俺、明日から、隷徒かよぉ……』

『おい目を離した隙にうちのオタサーの年間予算が５ケタ増えてんだけど何したの？』

　嘆く声、喜ぶ声、戸惑う声、ありとあらゆる喚声の坩る堝つぼ。

　それは欲望を煮詰めたチーズフォンデュ。ぐらぐらと煮えたぎる感情に溺れ、戸惑ったように口元を扇子で隠す楓と、ニコニコ笑って手を振る桃花──。

「桃花さん、あなた平気ですの？　今、わたしたち、勝ったんですのよ」

「ええっ、そうですよね！　めでたいです！　今日はご馳ち走そうが食べられますよー！」

「それどころではありませんわよ!!　……もちろんＧＰの配分は紅蓮様次第ではありますが、生徒会Ｓランクトップクラスが五人。となれば、端数を頂けたとしても……」

「Ａランク上位、下へ手たをするとＳランク入りは確定だね。……お疲れ、紅蓮」

　同じく解放されたらしい朝あさ人とが、いつのまにか紅蓮の隣に立っていた。どこかやつれたようなその顔に激戦の余韻を読み取って、

「よう、やったじゃないか大物喰ぐい。Ｓランク２位を倒しちまうとはな」

「道連れだけどね。そもそもお膳ぜん立てした君がそれを言うとか、皮肉が利きすぎてて笑っちゃうよ」

「何の話か知らないな。そう思いたければ勝手に思えばいい。……が、たとえどんな経緯があろうとあのバケモノの教祖様を倒せたのは、お前の実力だ。素直に誇れ」

　そう言って紅蓮は握りしめた拳こぶしを顔の前に掲げた。

「君の方からそうしてくれるなんて、珍しいね。何だか認められたみたいで、嬉うれしいよ」

　ハハ、と笑って、朝あさ人とは紅ぐ蓮れんの拳こぶしに己の拳をコツンと打ちつけた。

　互いの健闘を讃たたえ合う、スポーツマンシップに則のつとった美しい光景。

　しかし朝人は、爽やかさとはすこしずれた苦笑を浮かべていて。

「でも、あれは恨むよ、紅蓮。姫ひめ狐こ姉さんにあんなこと言わせるなんて。……夢に見そうだ」

「生あい憎にくだが、遊戯の時はそこまで気にしてる余裕がないんでな。大目に見てくれよ」

「もちろん、許すさ。勝ったんだからね」

　囁ささやきを交わして二人は離れ、朝人はもうひとつの筐きよう体たいへ歩み寄る。わずかに遅れ、解放された中から現れた姫狐のもとへ──。

「さーて、これにて大団円──」




　──パチ、パチ、パチ、パチ、パチ……。




「──には、ならないわな。当然」

「なかなかの見世物だったぞ、砕さい城じよう紅蓮。この俺を退屈させずに終幕まで観劇させるとは。いかなる巨匠のオペラにも勝る、至高の娯楽だったといえよう」

　その咆ほう哮こうは歓喜に満ちて、場に満ちた生徒たちの雑多な声を圧倒する。

「有象無象の駒こまを見事に指し切り、操って、ついには我が手駒にチェックをかけてみせるとは、な。貴様に比べれば我が円卓の獅し子しどもなど、野良猫も同然だ」

「…………ッ」

　歓喜に満ちた獅子の笑み。闘技場最上段、ＶＩＰルームにいた生徒会長──白しろ王おう子じ透とう夜やは、『家具』たる隷徒、元生徒会役員時とき任とうミミの頭を握りながら、闘技場に降り立った。

　紅蓮と透夜、二人を隔てるのは25メートルほどの空間だけ。

　銀の仮面にメイド服、という隷徒の証あかしを身に着けた時任ミミの恨みがましい視線と、愉悦に満ちた透夜の焼けつくような眼めに、紅蓮は己が頬が火傷やけどしたような錯覚を覚えた。

「お出ましか。……あんたのために人生を賭けて戦った連中に、慰めの言葉くらいかけてやったらどうなんだ、若白髪」

「努力だけなら猿でもできる。結果の伴わない努力など評価に値せん」

「………っ!!」

　その言葉は刃やいばとなり、その場に現れながらも隠れるように縮こまっていた者たちに──。

「返す言葉もねェや……。畜生……ッ!!　オレ向きの遊戯じゃなかったとはいえ……」

「無様だな大おお星ほし。そも、『苦手な遊戯が存在する』という時点で貴様は資産だけの無能だ。サングラスをかけていたのは正解だな。その無様な面を衆目に晒さらさずに済んだのだから」

「……ぐ……ッ……!!」

　ギリギリと拳を握り、深くサングラスをかけ直しながらうつむく大星大たい成せい。

　透とう夜やの叱責は横で巨体に隠れ、潜ひそんでいた少女──由ゆ留る木ぎ由ゆ良らにも及んだ。

「コソコソと隠れている九官鳥は、多少は恥を知っているらしい。二つとない固有の技を持ちながら生かしきれぬとは……芸能界の頂点など貴様には三度転生しても至れんよ」

「ひっ……ひっく、ふええぇぇぇぇええん……！」

　子供のように泣きじゃくる由留木由良。敗者たる自分の運命を悲観しているのか、それとも遥はるか格上の独裁者に見限られた絶望故か──大おお星ほしともども、反論の言葉も持たない。

「も、申し訳ありません、会長！　この、我々の無能が、愚かさが、この事態を……！　この損失は必ずや埋めます、どうか、生徒会の敵に御身自らの誅ちゆう罰ばつを!!」

「……ク、ハハハハハ！　面白いことを言うな、佐さ賀か臣とみよ」

　筐きよう体たいから現れ、土下座して助けを乞う佐賀臣。どっと老け込んだように見える彼に目も向けず、学園の絶対者は堪こらえきれぬというように吹き出した。

「せせこましくこの俺にも隠していた禁じ手、クオリアへの不正介入まで行いながら──ここまで無様に負けるあたり、貴様は書記より道化師の才能があると見える」

「っ……こ、この罪を償えるなら、どんなそしりも受ける所存……！」

　土下座したまま声を絞り出した佐賀臣に、

「──媚こびるな、屑くずめが」

　不意に笑いを消して、白しろ王おう子じ透夜はそう言った。

「は……？」

「敗北の責などどうでもいい。心折れ、許しを乞い、俺にすがった貴様の弱さこそが……この獅し子し王おう学がく園えん、修羅の中の修羅のみが集う生徒会執行部を穢けがす、罪と知れ。男としての矜きよう持じもない、小こ賢ざかしいハイエナめ」

「……ひっ……も、申し訳……ありません……っ!!」

　ガタガタと震える佐賀臣。

　最も早はや弱者に用はないと言わんばかりに透夜は視線を外し、続けてその傍ら、力なく座り込んだ女に目を向ける。

「御み嶽たけ原ばら水みず葉は。貴様も無様なものだ」

「……紅ぐ蓮れん、さま……紅蓮、さま……」

「なかなか面白い女だと思っていたが、底が知れたな。貴様程度の遊戯者では、砕さい城じよう紅蓮の隣に立つ資格はない。失うせろ」

　そして、最後。水葉の背後に立つフラヴィアに向けて。

「貴様は──敗北して尚なお、その笑顔か」

「ええまあ。私よりも強い遊戯者がいる……それはとても、とっても素晴らしいことですもの」

「ふん。だから貴様はつまらんのだ。力を認め、己に黒星をつけるに値すると判断すれば、平気な顔で負けてみせる。それほどの類たぐいまれな才能を持つ逸材だというのに、砂粒ほども戦う気になれん」

「お互い様ではありませんか。あなたも、私の誘いに乗ってくださらないのですから」

「それを望むならせめて目に殺気を宿してみせろ。そう、たとえば──この男、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんのようにな」

「ご指名どうも。これっぽっちも嬉うれしくないが」

　その目にふたたび赤い光を宿らせて、紅蓮は透とう夜やを睨にらみつけた。

　焦がれに焦がれた最強の遊戯者を前に昂こう揚ようを隠せないとばかりに、透夜はぶるりと身を震わせた。

「貴様の真の力、強さの本質、見せてもらった。人の思考を視みるその赤き瞳……それは、つまらぬ愚物が持てば、ただ他人の思考を看破するだけの代物でしかなかっただろうな。だが、しかし、貴様は視えているものはあくまで情報と割り切り、糸を巧たくみに操るようにして、遊戯を自らが最も望む結果に導いた」

「わざわざ分析ご苦労なこった。直接対決前にデータ収拾とは、生徒会長サマは意外と優等生な真ま似ねをするんだな」

「データ収拾？　クク、ククク、ハハハハハハハハ！　笑わせるな。貴様に前例主義など通用するものか。この遊戯の流れを見て、俺は確信したぞ、砕城紅蓮」

　獣じみた凶きよう貌ぼうをずいと紅蓮の顔に近づけて、白しろ王おう子じ透夜は王の如ごとき厳かさで告げた。

「貴様、ひとりではないな？」

「……！」

「そして、二人でもない」

「……何の、話だ？」

　紅蓮の眉まゆがわずかに歪ゆがむ。




「千、万、いや、もっとか？　血にまみれた魂が、貴様の中で無数に蠢うごめいている。まるで人類が誕生してから今までに行われてきた、すべての遊戯の記憶が貴様の中に貯蔵されているかのように!!」




「…………………………………………だとしたら、どうなんだ？」

「最高だ」

　低く問い返す紅蓮に対して、透夜はその冷たい舌で己の唇を舐なめる。

「熟成させて正解だった。入学当初の貴様に比べ、血の香りはその濃厚さを増している」

「趣味が悪いにも程がある。人をカレーか何かと勘違いしてるんじゃないか」

「あともうひと押し……おそらく俺との勝負を以もつて、貴様は本当の自分を取り戻すだろう。遊戯史の化身、人類の歴史そのものとしての偉大なる本性を」

「……そんな大それたものじゃないし、勝手に覗のぞくなストーカー野郎。俺の頭の中にぶち込まれた神様からの贈り物ギフトは、こんな誰も幸せにならないクソみたいな魂の坩る堝つぼは、蓋ふたをしてしまっておくくらいでちょうどいいってのに」

　戦えば、奴らが目覚めてしまうかもしれない。

　しっぽをまいて逃げるのが正解。

　だが──

「妹を取り戻したいのだろう？　ならば、やるしかあるまい？」

「ああ……その通りだ」

　──選択肢は、ない。

　だから紅ぐ蓮れんは、紅蓮に燃える瞳で透とう夜やを見据えて首肯した。

「教えてやるよ、白しろ王おう子じ透夜。敗北の味ってやつを」

「ああ。教えてくれ。このつまらん世界の停滞を打ち砕くだけ。この俺を破り、貴様の妹を。──愛するモノを、俺との遊戯よりなお勝る『日常』とやらを、奪い返してみせろ!!」

　それはまさしく、王者の宣戦布告──。

　威厳あふれる手つきで腕を振り、白王子透夜の指が客席の一点を指す。

　そこにいる。……ポッカリとエアポケットのように開いた客席の中、少女がいる。

　歓喜に頬を緩ませながら、接触不可の契約を守り、骨が軋きしむほど強く我が身を抱いて、堪こらえ続ける少女の姿。最愛の妹、可か憐れんの声なき声を──確かに、紅蓮は聞いた。




「俺はお前を殺す。その停滞と共に死んでいけ。──透夜」

「俺は貴様を潰す。滾たぎるぞ、挑戦という遊戯に。──紅蓮」




　睨にらみ合う、二人。

　場がシンと静まり返る。白王子透夜、砕さい城じよう紅蓮。

　両雄の醸し出す圧倒的な緊張感が、熱気にたぎる闘技場のすべてを圧倒し、一般生徒のひとりひとりまでもを威圧して、もはや耳が痛いほどの沈黙が場を支配した。

　一秒、二秒、三秒──

「[image: ][image: ][image: ]………っ!!」

　家具として最も間近に侍はべるはめになった時とき任とうミミが、涙目になって震える。

　ほとんど息が混じり合うほどの至近距離で睨み合う紅蓮と透夜。緊張がさらに高まり、噴火寸前の活火山じみた空気の中、二人がほぼ同時に声を上げる。

「──遊戯!!」

「しんせ……ッ!?」

　歓喜に満ちた透夜の声。

　受けようとした紅蓮は、驚き乱れて手を止める。

「これは……!?」

「む……!?」




『うわああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?』




　彼らの声を遥はるかに超える叫びが、場の緊張を粉々に砕くだく。

　それは会場全体からの声。闘技場の通風孔が音をたてて動きだし、雪崩なだれのように白い煙があふれると、瞬時に客席のすべてを呑のみこんで、真下の闘技場へ流れ込む。

　──ズン!!　音をたて、ハッチが爆破される。白煙に紛まぎれて姿のはっきりしない何者か、屈強なシルエットの影が無数に、煙の充満した闘技場を制圧していく！

「ふやぁ……？　このけむり、にゃんだか、ひひにふぉい、が……きゅう……」

「桃もも花かさん!?　桃花さんっ!?　こ、この煙……催眠ガスですわ!!　あ……うぅ……っ！」

　まず桃花がばったりと倒れ、続いて隣にいた楓かえでが沈む。ふるふると震える指で紅ぐ蓮れんへと、守るべき主へ手を伸ばすが、たちまち力は抜けて意識を失ってしまう。

『──状況、制圧。完了クリア』





　＊






『各員、行動開始。──クオリア内での仮想訓練と取り扱いは同じだが、これは現実だ。対象を傷つけるな。繰り返す、保護対象を傷つけるな。……以上』

　充満したガスが白く煙る闘技場に、複数の兵士が踏み込んでくる。

　装備は特殊装甲外骨格。遊戯がすべてを支配する以前、企業間・国家間紛争において、一般的に使用されていた代物で、防弾・防刃・防毒性とパワーアシスト機能を併せ持ち、ＡＲ技術による拡張現実により任務達成をサポートする情報支援を行う。

　突入してきた兵士たちの視覚──旧ドイツ軍のフリッツ・ヘルメットに酷似した超硬質セラミック製の兜かぶとと密着型のＡＲゴーグルマスクには、さまざまな作戦情報が投影され、ほぼ『ゲーム』と同じ感覚での行動が可能となっていた。

『視界の隅には全員の配置が確認できるミニマップ。保護対象の位置を矢印で投影して、見失う心配はなし。……こんな技術を使って何で実弾でドンパチなんてしてたんだか』

『非合理にもほどがありますね。……大戦期の人間の考えなんて、わかりません』

『同感だ。とっくに廃すたれた手段だが、洗練されたカードより原始人の棍こん棒ぼうのほうが役に立つ場面がないわけじゃない。だからこそ、備えてあったんだろうさ──』

　ヴン……！　と音をたててＡＲゴーグルを輝かせ、兵士たちは闘技場のあちこちに倒れた生徒たちを避よけながら、クオリアシステムの中枢へと降りていく。

　彼らが装備しているのは装甲外骨格と同時期に生産された、旧大戦期の自動小銃。弾道を投影したラインが常に表示され、細かい射撃姿勢や技術は完全自動化されている。

　小銃とリンクした装甲外骨格を装備している限り、どんな素人も適切に訓練された兵士と同様に、焦ることなく、脳内でボタンひとつ押す程度の労働力で行動できるのだ。

　──旧戦争時代に用いられ、今や世界的にほぼ廃棄されたといわれるオーパーツ。

　長期間保管されていたことを窺うかがわせるうっすらとした埃ほこり、戦場でついたと思われる汚れもそのままに、時代遅れの兵士二十名が土足で次世代の戦場を蹂じゆう躙りんする。

『……保護対象を確認。確保します』

『よし。急げ、電子パルスでもクオリアだけはおよそ十分しか停止させられん。それ以上時間をかければ、軍事力の行使が発覚し、我々全員が世界の敵になりかねんぞ』

　どこかオモチャじみた合成樹じゆ脂しの銃を構え、その筒先で戦場に倒れた生徒をひとりずつ確認していく。折り重なるように倒れた大おお星ほし大たい成せいと由ゆ留る木ぎ由ゆ良ら、力なくへたり込んでいる佐さ賀か臣とみ仁じん、眠り姫のように涙しながら沈黙するフラヴィア・デル・テスタ──。

　白く煙る視界の中、倒れた少年少女を乗り越えて、兵士が進む。

「旧大戦時代の装甲骨格兵ケルベロスか。こんな物を持ち出すとはな」

『なっ……!?』

　煙に遮られた中から響いた囁ささやき声に反応できなかったのは──。

　遊戯時代の付け焼き刃の兵士の限界だろう。闘技場の中心を囲むように接近した二十名、そのひとりへふたつの影が接近し、驚くほど迷いのない手際で。

　……プシッ。

『が、げ、ぎょわあああぁぁああぁぁ……っ!?』

　コーラの栓を抜いたような音と共に、兵士の頸くびから圧縮空気が噴出した。

　装甲間にあるおよそ１ミリの隙間。マスクに酸素を供給するためのラインを、剃刀かみそりのような鋭さで斬り裂いたのはジョーカーの図柄が覗のぞく一枚のカードだった。

『い、息がっ……呼吸、できないっ、ガスが、ガスがあああっ!!』

『落ち着け、パニックになるな！　ただの催眠ガスだ、後遺症の危険はない！　落ち着いて空気漏れを塞げば復旧でき……ッ、避よけろ!!』

　混乱する兵士に、指揮官と思おぼしき人物が指示を下す。しかし彼が対応する前に、黒い影が襲いかかる。銃を握ったままの手に指を添え、引き金を引かせると──！

『うおおおおおおおおおっ!?』『いかん、伏せろ！』『ぎゃあああっ!?』

　──大量にバラ撒まかれた弾丸が、舞台で唯一立ったままの兵士たちに襲いかかる。

（……ッ、対応が早い、早すぎる！　旧大戦時の訓練を受けた人間がいたとでも？）

　咄とつ嗟さに緊急回避──その場に伏せることに成功した隊長は、ＡＲマスクの視界を調節して、囚とらわれた部下の状況を把握する。

　催眠ガスを吸って気絶した兵士を後ろから捕らえ、銃を的確に連射してのけている、その人物の正体は──

『さ、最重要警戒対象……砕さい城じよう、紅ぐ蓮れん!!』

「俺もいる。せっかくの晩ばん餐さん会かいだというのに、くだらん横よこ槍やりを入れてくれたな」

『ぐはぁ……っ!?』

　車にでも撥はね飛ばされたような衝撃を受け、隊長は背後に転がった。

　ザザッ……とノイズが走るＡＲゴーグル。砂嵐のように乱れた視界に広がる銀髪。顔の下半分を特徴的なメタルマスクで覆った少年は、あたかも断だん崖がいに勝ち誇る獅し子しの如ごとく。

「家具にカバーはつけておくものだな。……時とき任とうめにつけておいたマスクが、簡易型でも旧大戦期の防毒マスクでなければ、俺とて無様に倒れていたやもしれん。が……」

　足元に倒れているのは、人形のようなメイドの少女……時任ミミ。

　その顔半分を覆っていた仮面を自ら被かぶり、以前の勝負で身に着けていたディーラー服のまま、白しろ王おう子じ透とう夜やはピッと立てた指に挟んだトランプを武器のように構え、笑う。

「砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは流石さすがだな。煙を目視した瞬間に呼吸を止め、あそこまで行動できるとはな」

「…………！」

　こちらはマスクを装備していないせいか、砕城紅蓮は固く唇を引き結び、呼吸を止めてガスに耐えながら、さらなる連射を浴びせていく。

　不意の弾丸に撃たれ、ＡＲゴーグルに表示される味方のアイコンが次々と【負傷】に変わるのを目撃しながら、隊長は必死に身を屈かがめて射撃ラインを確認した。

『くそっ……！　話が違うぞ、何がただの学生だっ!!　何だあの二人は、旧大戦期のＶＲ訓練をやった俺たちより上をいってやがる!!』

『撃たれた！　やばい、ＨＰが減る!!　……行動不能、行動不能!!』

『落ち着け、バカども!!　命令変更。麻酔銃を使え、捕獲せよ!!』

　いち早く混乱から立ち直り、仲間を叱しつ咤たしながら隊長はセミオートで連射する。

　標的は仲間を羽交い絞めにしながら撃ち続ける男、砕城紅蓮。だが、視界に投影された弾道ラインには盾にされた味方が挟まっており、弾着は仲間の装甲で弾はじかれる。

『チッ、中なか村むらを盾にしてやがる。……誰か別方向から撃て！』

「そうはいかん。俺にも楽しませてもらうぞ、原始の遊戯をな」

『なっ……!?』

　猛獣のような勢いで白王子透夜が跳び、風斬るような勢いでトランプを投じる。

　刹那、何の変哲もない紙切れが隊長のＡＲマスク、そのカメラレンズを一瞬だけ塞いだ。

　半自動的に払いのける一動作。だが、それが命取り。

「旧時代の戦闘モーションに隙があることぐらい、当然の教養として知っている。間抜けめ」

『ぐほお……っ!?』

　強烈な蹴けりをみぞおちに捻ねじ込まれ、隊長がＡＲマスク内で嘔おう吐とする。吐しゃ物が視界を完全に塞ぎ、バーチャルではない苦痛に彼が悶もだえる中、透夜の革靴が頭を踏む。

「格闘もまた遊戯のひとつ。ＶＲ内での『格闘ゲーム』のたぐいをやる上で、固定されたモーションしか使えんＣＰＵ紛まがいの使い手では話にならん」

『……げっ、現実でクオリア内と同じ動きができるとでも言うのか……!?』

「むしろ何な故ぜできぬと思うのか、俺には解せんな？」

　ＶＲ、ＡＲ環境でのバーチャル訓練は極めて有効なものだ。装甲外骨格のサポートさえ受けていれば、たとえ未訓練の素人でも熟練の兵士と同じ行動がとれる。

　……ただし、それは設定されたモーションのみだ。特定の反応には特定の行動を返す、いわゆる旧時代の『格闘ゲーム』における『ＣＰＵ』程度の行動しかできない。

　視界を塞がれれば次の行動は即払いのける。その反応を知ってさえいれば、読み切って優位に立つことなどたやすい。ただし、現実でクオリア内と同等に動ければ、だが。

（何が簡単な保護だ!!　とんでもない化け物を放し飼いにしやがって!!）

　生なま身みでクオリア内での格闘ゲームとほぼ同等の身体能力を持つなど、常識的に考えて、それはほとんど超人だ。この蹴けりの威力ひとつとっても、ハッタリではない……！

『くっ……!!　止めろ、外に出すな!!　クオリアが復旧する前に仕留めろ！』

『……了解！』

　悶もん絶ぜつしながら飛ばした指示に、四人の部下が反応した。

　無傷の兵士が銃を構え、白しろ王おう子じ透とう夜やを狙う。だがその瞬間──！

「そら。的が出たぞ、砕さい城じよう紅ぐ蓮れん」

「───!!」

　透夜が言い、部下の発砲とほぼ同時に別の銃声が響いた。

　隊長の指示で透夜を狙うため動いた四人。

　当然、設定された射撃姿勢を取るために、身を隠していた物陰から身を乗り出すはめになり──その動作は一瞬のうちに見抜かれ、紅蓮の弾丸の餌え食じきとなる。

「見事だ。ハハハハハハッ、遊戯前の景気づけには、ちょうどいい余興といえよう!!」

「……一緒にするな、若白髪」

　雄お叫たけびを上げながら部下に襲いかかる透夜。

　我慢しきれなかったのか、残り少ない酸素を消費してまで突っ込みを入れる紅蓮。

　共通しているのは、『余裕』。この二人はこの修羅場においてもまったく慌てず、逆にこちらを殲せん滅めつする勢いで立ち向かい、事実このままなら成し遂げかねない。

（なんて……何て奴やつらだ。簡易訓練しか受けてない俺達たちじゃ、相手にならん!!）

　心の中でそう叫ぶと、隊長はＡＲマスク内で標的の情報を参照した。捕獲対象の白王子透夜、そして要注意対象の砕城紅蓮と、その関係者……。

『総員、標的を変更。──客席にいるこの人物を。砕城可か憐れんを、押さえろ!!』

「……ッ!?」

　隊長の命令を受け、まだ生き残っている兵士数名が客席へ向かう動きを見せた。

　催眠ガスを受けて眠っているひとり……砕城可憐。紅蓮の妹、その弱点として戦術目標に登録されている彼女を人質に取れば、紅蓮を封じることも可能──。

　カキッ……！

　紅蓮の銃が空になる。

　弾を撃ち尽くし、再装そう填てんのタイミングを逸したと判断するや、紅蓮は即座に動いた。

　兵士が可憐に向かっているのを確認すると、紅蓮はハンカチで顔を覆いながら客席へ向かう。急激な運動に、ほんのわずかでも酸素が必要なのだろう。わずかにその肺が動き、酸素と共にガスの分子を吸いこんで、動きが鈍っていく。












「可か憐れん……。かれ────……んっ!!」

　それは、怪物が見せる、真に人間らしい顔だった。

　妹の名を呼び、心配し、助けるためだけに走る咄とつ嗟さの判断。呼吸もままならない状況で、たとえ自分を犠牲にしても妹を守ろうと駆ける背中に、隊長は射撃ガイドを合わせる。

『……くたばれ、化け物!!』

　絶叫じみた叫びと共に、隊長の銃から発砲炎が弾はじける。

　ＡＲ投影された軌跡が曳えい光こう弾だんのように伸び、紅ぐ蓮れんの背中に迫る。

　だがその瞬間、割り込んできた何者かが、その弾丸を打ち払うように──

「俺の……!!」

『なぁ……にぃ、っ!?』

　紅蓮の背中と銃弾の間に割り込んだ、白しろ王おう子じ透とう夜や。

　その身に麻酔弾が突き刺さる。

　螺ら旋せんにねじれたような傷きず痕あとがディーラー風のベストを貫通し、かはっ……と声を上げながら、白王子透夜は膝をつきそうになりながらも立ち続けた。

「……!!」

　あまりに突然の出来事に、妹のもとへたどりつく直前の紅蓮が、絶句した。

　使用されている弾丸は非致死性の麻酔弾。乱暴な投薬方法ではあるが、ヒトを気絶させるには充分であり──。

「俺の、遊戯を、……邪魔、するなああああああああああッ!!」

『う、撃てえええええええええええええっ!!』

　くじらさえ昏こん倒とうさせる麻酔を打たれながらも狂暴に言い放った透とう夜や。

　飢え切った獅し子しを思わせるその形相に、心底恐れをなした隊長は、身を隠しながら叫ぶ。残る兵士たちもまた震えながら、半自動化されたモーションで彼を撃つ。

　催眠ガスと硝煙が入り混じる中、激しい銃声が響き渡った。





　＊






『……──対象の捕獲に成功。撤収する！』

『大至急痕跡を消せ。完全には不可能だろうが、政治的な言い訳ができればいい』

『クオリアの監視機構、ＳＡＩサイの再起動、遅延できません！　……復旧、六十秒後！』

　激しい靴音が、床に触れた骨を伝わって鼓膜に届く。

　急激な行動により酸素を消耗し、呼吸した拍子に吸い込んだ催眠ガスの影響で朦もう朧ろうとしながら、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは残った意識のすべてを振り絞って、手を伸ばした。

「……おにい、さま……」

　切ない寝息をたてる妹、可か憐れんの唇が目の前にある。

　何よりも大切にし、何よりも守りたいと思った妹の寝顔が、傍そばで生きている。

　触れることを禁じられ、それを取り戻すために全力で争った報酬が、そこに──。

（あいつは……俺を、かばったわけじゃ、ない。が……）

　盾となった透夜の行動は、紅蓮のためでは決してない。

　あの男は飢えている。勝負に、対等の実力を持つ者とのすべてを賭けた遊戯に。それを満たせるかもしれないチャンス、それを逃さないために体を張った、それだけだ。

　それだけ、だが。

『砕城紅蓮の確保まではできないか……止やむを得えん、撤収!!』

『痕跡除去、監視ログの破棄、撤収を完了。クオリア、復旧します！』

　ゴウッ……と轟ごう音おんをたてながら、クオリアの換気システムが作動する。

　催眠ガスの白煙がたちまち吹き払われ、清浄な空気が満ちてくる。爽やかな風を浴び、妹の倒れた座席を身を挺ていして守りながら、火花のように烈はげしく思う。

（どこの誰だか知らんが……ホント、この世界は馬鹿な連中ばっかりだ）

　突如乱入してきた、世界法則に正面から逆らう武装集団。

　可憐を狙い、透夜を撃った奴やつらへの敵意を燃やしながら──。

　砕城紅蓮はようやく、眠りについた。






●『お兄様』モーニングサブリミナル






「お兄様……よろしいですか？　カウントダウンして、０と言ったらお兄様は可か憐れんに愛を注いでしまいます」

　鈴の鳴るような少女の声が囁ささやいた。

「10……９……８……７……６……５……４……」

「おい」

　朦もう朧ろうとした意識の冷静な部分が、紅ぐ蓮れんにそう突っ込ませた。

　霞かすみがかったような意識の中、上下の境界もはっきりしない。そんなふわふわした感覚は、薬物で強制的に意識をシャットダウンされた時によく見る夢、幻だ。

　真っ白い綿でくるまれたような世界の中、ぼんやりと浮かんでいると、催眠術めいた声が聞こえてくる。

「３……２……１……０……０……０……０……これでお兄様は可憐に惚ほれてしまいます……お兄様は可憐に月が綺き麗れいですねと言います。お兄様は可憐を愛いとしく思っています……お兄様は可憐マジ尊いと主張──」

「──するかっっ!!　──何で無駄に語ご彙いが豊富なんだよ!?」

　明らかにおかしな意図を感じて、紅蓮はベッドから飛び起きた。

　鋭い眼めで周囲を観察する。

　見慣れた天井、コンビニくじのおまけのポスターが貼はられた壁、買い集めていたゆるい顔の食しよく玩がんが並ぶ本棚には大量の漫画本。

　どれも砕さい城じようの家では許されていなかった、遊戯に関わりのない『無駄』そのもの。それを確認した瞬間、隠しきれない安あん堵どの念が浮かび、ふうっとため息が漏れる。

「俺の部屋……か。気絶してる間に、変なところに連れていかれたかと思ったが」

「実際危なかったですよ。いえ、連れていこうとなさってるのは主に身内ですし、お迎えになっていたピンチは生命よりも性的な意味のピンチですけど──あっ、佐さ々さ木きです」

「誰だよっ……って、冷た!?」

　知らない名前と、キンキンに冷えたおしぼりを頬に当てられた驚きがダブルで迫る。

　ベッドの横、デスクから持ってきた椅子にかけて身を乗り出し、紅蓮を覗のぞき込んでいたその人物は、日本人形のように端正な顔立ちをした美しい少女だ。

　長い黒髪が雰囲気を醸し、獅し子し王おう学がく園えんの制服より桜色の振ふり袖そであたりが似合いそうな、いいところのお嬢様──そんな見知らぬ人物が、紅蓮の顔を優しく拭いている。

「すごい汗をかいてらっしゃいましたね。……少し冷やして差し上げようと思ったのですけれど、間に合いませんでした。お疲れさまです、紅蓮さま」

「……ああ、このおしぼりはそういうことか。気持ちいいし、それはいいんだが……今、可憐の声がしなかったか？　それも悪質な洗脳っぽいやつが」

「それでしたら、こちらのせいですね。『安らかに眠れる愛しい妹のカウントダウン催眠音声』となっております」












「悪意じゃないのはわかるがマジでやめろ。本当にかかったらどうするつもりなんだ……って、うわしかもこれ、動画サイトにＵＰされてるじゃねえか!!」

「再生数、50万を超えてバズりました。佐さ々さ木き的にはミリオン目指すべきかと」

「いらん！　消せ！　絶対にいかがわしい理由で視聴されてるぞこれ!?」

　有名動画サイトにアップされ、延々リピート再生されている動画を止め、いつのまにか耳にはまっていた無線イヤホンを投げ捨てる。眠り続けていただけではない気け怠だるさとズキズキとした頭痛を覚えながら、紅ぐ蓮れんは見慣れぬ美少女を見上げた。

「可か憐れんのやつ……。甘えん坊なのは仕方ないが、公に発信するのはやめろ……」

「愛に恥じることなどない、という意思表示ですかねー。ロマンチックというよりは自爆テロかと思います。佐々木としては、ですが……」

　そこまで言ってから、佐々木はすっと丁寧に頭を下げて。

「……どうか叱らないであげてください。紅蓮さまの遊戯中、ずっとお辛つらそうでしたから。ほとんど接点のなかった私に声をかけるくらい、必死だったのですよ」

「そうか。……心配かけちまったな、まったく」

　可憐を喪うしなった時の衝撃は、思い出すだけでも胸が痛む。五年間の地獄を経てやっと手にした安らぎ、日常の証あかしとも言える妹と引き離された絶望、怒りは言葉にしがたい。

（それはきっと、あいつも同じか、それ以上だろう）

　自らの敗北によってその事態を招いた可か憐れん。その自責と悔恨は想像できる。心弱い人間ならそのまま死を選びかねない衝撃を、和やわらげることができたのなら……。

「思い出した。確かあんた、時とき任とうの机になってた──」

「はい！　その節はお世話になりまして、ありがとうございます。紅ぐ蓮れんさまに救って頂き、後にとあるオタサーの姫として飼われておりましたが、このほど学籍復帰を果たしました、佐さ々さ木きですっ！」

「……いったい何があったんだ？　オタサーまでは小耳に挟んだがその後が気になる」

「ひとことで申しますと、サークルの予算を着服して紅蓮さまの勝利に全ツッパした結果、予算のケタがいくつか増えましたのでー。佐々木は復帰するようです？」

「犯罪を自慢すんな。サークルの人に義理は果たせよ」

「ふぁいっ!?」

　軽くたしなめてやると、ビクッと背筋を伸ばして震える少女。

　以前会った時は時任ミミに拘束され、全裸の背中にガラス板を載せて人間デスクプレイをさせられていた彼女は、佐々木というらしい。時任ミミを隷徒に堕おとし、紅蓮が主人となったものの権利を手放したので、恨まれているかと思っていたが……。

「大して面倒も見なかったと思うが、何な故ぜわざわざ俺のところへ来た？　外ウマで儲もうけたからって礼はいらんぞ、それはお前が自分の才覚でやったことだしな」

「いえ、そういうわけじゃないんですよ。私、この外見でしょう？　……こう美人秘書と申しますか、人のサポートをするのが好きなんですよね」

　下唇に指を当て、佐々木はむー、と短く唸うなってから続けた。

「なので、今回の【イイネ稼ぎゲーム】開始直前あたりで可憐さまに声をかけて頂いて、生徒会側の派閥の切り崩しとか、お手伝いをさせて頂きました。あ、もちろんキッチリと報酬は頂いてますので、びじねすーっ！とお考えくださって平気ですよ？」

「……わざわざ俺が好きなふわっとした言い方をするあたり、やるな佐々木……！」

「カッチリとした受け答えだと心安らがないお方かなー、と思いましたので！　佐々木は適度に横暴、かつ優しいご主人様を募集中ですよ？」

　……やるな、こいつ。話しやすい。

　ベッドの隣でちょこんと座り、わざわざ目線を下げて上目遣いにした佐々木は、珍しく紅蓮が気負いせず、普通に話せる空気を持っている。

　敵意も過剰な敬意もない、等身大のフラットさと適度な距離感は、紅蓮のような人間にとってやけに心地よかった。

（こいつのリラクゼーション効果のせいか？　それともしばらく気絶してたせいか。いつの間にか、目覚めかけてたあいつの気配も消えてるな）

　遊戯の醸す血の香りを嗅かいで、完全に覚かく醒せいしつつあったもう一人の自分。その気配が、今はまったく感じられない事実に、紅蓮はホッと胸をなでおろした。

「……ともあれ、可憐が世話になったな。あいつは寂しがり屋だから、俺がいない間さぞ苦しかっただろう。一番辛つらい時を支えてくれた、この礼は必ずさせてもらう」

「いえいえ。別に大したことしてませんし、儲もうけさせてもらいましたから！」

　にこ、と微笑ほほえむ佐さ々さ木き。ビジネスぶってはいるが、本心だろう。

　皮肉なことに──遊戯に強い奴やつより、弱い奴の方が人間的には好感がもてる事が多い。強い奴はそれこそデジタルでドライ、論理と感情を秤はかりにかければ論理を取る。が、弱者はたいてい感情に重きを置き、それがゆえに負けるが──。

（……適度に湿ってないと、乾き切った心は何も育まないからな）

　だからこそ、こういう距離感の相手は貴重だ。桃もも花かや楓かえでといった仲間、可か憐れんのような家族とは違う、他人でありながらサポートを頼める人間は便利な手駒……？

（いかん、いかん。……落ち着け、俺。駒こまじゃない、こいつは）

　そんな、先ほどまでの激闘の残ざん滓しのように頭にこびりつく冷徹な人格を払うように。

「時とき任とうの奴に殴る蹴けるされてた覚えがあるが、体の方はいいのか？　元気にしてるみたいだから大丈夫だろうとは思ったが、特に確認はしてなかったな」

　雑談を振ってみると、ニャマリという感じで佐々木は笑った。

「おやおやー♪　心配していただけるんですか？　佐々木としては感激です。ですけど、平気ですよ」

　そして、最高にかわいらしい笑顔で──。

「佐々木はこう見えてドＭですので。人間家具プレイはわりと気持ちよかったです♪」

「……はっ!?」

「人のサポートをするのが好きなんですよね！」

「性的な意味でか!?　その若さでこじらせすぎだろ!?」

「……あっ、痛い、時任さんに蹴られたお腹なか……痛いです。さすってぇ～……♪」

「からかうな。スカートの裾すそからシャツを出してくわえるな。俺はべつに、あんたのこと性的に見る気はねえから！」

「あ、はい。ではやめますね。佐々木は基本、強い者に従うタイプです」

　制服を崩し、パンケーキのように滑らかな下腹をきわどいラインまで見せてきた佐々木をたしなめてやると、彼女はあっさりと従い、スカートの裾にシャツを入れ直す。

　顔を背けてその妙に生々しい光景を見ないようにしながら、話を進めるべく尋ねる。

「と、それはいい。で、あれからどうなった？　……催眠ガスを撒まきながら突入してきた兵隊どもは、何だったんだ。状況は把握してるんだろうな、佐々木」

　現状を確認するべく、情報を求める。

　クオリアシステムの管理下にない、遊戯の範はん疇ちゆう外の暴力沙ざ汰たは国家レベルの重犯罪だ。あの正体不明の軍隊はそのタブーを犯し、明るみに出れば単なる暴行、傷害罪どころか、紙幣偽造やテロ行為に匹敵する重大事件として捜査される。

　もちろん、あんな犯罪を仕掛ける側が、そこに手を打っていないはずがない。

　巻き添えを食った紅ぐ蓮れんや可憐、捕まったとおぼしき透とう夜やの身柄や遊戯の決着を含めて、わからないことが多すぎる。鋭い『眼め』を向けながら訊きくと、佐さ々さ木きは。

「はい。もちろんですけど、ここで口頭で佐々木が説明するより……」

　チラリといつのまにか手にしていたスマートデバイスの画面に目をやりながら。

「【お兄様がお目覚めになりました】【いぇーい☆　ぽぃんぽぃん☆】スタンプに既読が三件ついてますので、もうじきお迎えがくると思いますよ？」

「情報化社会だな、おい。その限定的なスタンプ誰が作ったんだ？」

「紅ぐ蓮れんさまああぁぁぁあああぁぁぁぁあああぁぁぁっ!!」

「うおわっ!?」

　頭に突き刺さるようなハイトーン。

　オペラ歌手めいたソプラノで突っ込んできたのはピンクのツインテール……桃もも貝がい桃もも花か。どうやら別室で待機していたのだろう、口元にはお菓子のカスをつけたままだ。

「お医者さんは大丈夫だと言っていたので安心してましたけど、それでもやっぱり心配で、ご飯も喉を通りませんでしたあなたの忠臣、桃貝桃花。参上です！」

「お待ちなさい桃花さん。さっきまでわたくしが持参したドラ焼きをぱくぱくぱくぱく、わんこそばのような勢いで食べていたでしょう。何が忠臣ですか！」

　桃花の後を追って飛び込んできた金髪ドリル──楠くすの木き楓かえでは、トレードマークの扇子をぱたんと閉じて。

「紅蓮さまの忠臣、すなわち信頼厚き遊戯のパートナーはこのわたくしです。共に死線を掻かい潜くぐった今、その絆きずなはまさに盤石。おきらくペット枠の出番はありませんわ！」

　ほーっほっほっほ、と幻の高笑いが響きそうな声で、言った。

「……どっちも論外だ。お前らな、ヒマな時ならいいが、催眠ガスをたらふく吸って頭痛いって時におバカな漫才やるんじゃない。もう少し大人しくやれ」

「あ、あらっ……？」

　紅蓮に切り捨てられ、かくんと楓は肩を落とす。

「怒られましたね。ダメですよ楓さん、はしゃぎすぎは紅蓮さまのお体にさわります」

「あ、あなたに言われる筋合いはありませんわよ!!　何ですのあの猪いのししじみた突進は!?」

「親愛の情があふれたせいですよう。忠実さがとりえの桃花としては、朝のお出迎えは欠かせませんから。かまっていただけると安心できます！」

「……そんなところまで大型犬チックだなお前。というか、この状況、どういう事だ？」

　どうも状況が掴つかめず、紅蓮が首を捻ひねる。

「いつものパターンなら、真っ先に出てくるのは可か憐れんだろう。そのかわりほとんど面識のない佐々木が看病してたってことは……例の接触禁止令、解けてないのか？」

「あ、いえ、そういうわけでなく。佐々木は抜け駆け防止のつなぎ、と言いますか。可憐様のご用意が整うまでの間、臨時で見張りをしていただけと申しますか……」

「……さっぱりわからん。説明しろ」

　佐々木、桃花、楓。かしましい三人がトリオを組んで収拾がつかなくなるかと思われた、その時だ。彼らはデバイスの画面に目を落とし、うんと頷うなずき合ってから。

「では、わたくし達たちの出番はここまでにして……準備ＯＫ、本番行きますわよ？」

「はい。佐さ々さ木きがご案内します──さあ、拍手でお迎えください。新しん妹まい様さま、ご入場！」

「は[image: ][image: ][image: ]いっ！　てりゃ[image: ][image: ][image: ]っ！　おめでと～ございま[image: ][image: ][image: ]す!!」

「いやいやいや、新妹様って何だよ」

　わけのわからない新語の登場に頭が真っ白になった紅ぐ蓮れんを前に、楓かえでがうやうやしくノブを引いて廊下につながるドアを開く。どこからか桃もも花かが折り紙を刻んで作ったらしい大量の紙吹雪を景気よく撒まき（あとで掃除するんだろうな）、佐々木が司会よろしく招いた。

「おい、何が──」

「──ただいま」

　驚くような出会いが、そこにあった。

　何の変哲もないマンションの廊下に、美しい白しら百ゆ合りのようなドレスが咲く。

　つつましく、清せい楚そに、艶あでやかに咲く一輪の花。矛盾するような魅力を備え、薄い化粧の甘い香りを漂わせ、ベールの裾すそから花びらのように光る唇をちらりと覗のぞかせ。

　バージンロードを歩くように楚そ々そと、ごちゃごちゃと散らかった部屋を進みながら──。ウェディングドレスに身を包んだ少女は、くっと華きや奢しやな顎あごを上げて微笑ほほえみを見せた。

「──ただいま戻りました。お兄様!!」

「可か憐れん。……無事だったか。可憐……!!」

　思わず両腕を広げると、打ち合わせたようなタイミングで少女が胸に飛び込んでくる。

　ふわりとレースが広がる。花束のような妹を抱きしめながら、身が溶けるような安あん堵ど感かんをこめてため息をつく。ふぅっと流れた息が耳元にそよぎ、ピクリと可憐の肩が震えた。

「あぁ……。お兄様。もっと、強く……抱きしめてください、お兄様……！」

「ああ。……ああ、そうだな、可憐。泣くな、まったく。いつまでも子供だな、お前は」

　苦笑しながら、大きく背中の開いたドレスから覗く肌をぽんぽんと叩たたいてやる。

　幼い子供をあやすような気分だったが、柔らかな体に指先が埋まるたび、なぜか可憐がピクンピクンと小刻みに震えるのが、ちょっと気になる。

「再会できたのは嬉うれしいが、その衣装はどうかと思うぞ。本当でもないのにウェディングドレスを着ると、結婚しにくくなるってジンクスを聞くしな……」

「いいのです。その予定は永遠にありませんので。……お兄様以外では、ですが♪」

「冗談じゃない。結婚は他人とするものだ。同じ血を継いで生まれた半身、永遠につながる間柄から、どうして他人になりたがる？」

「え、永遠……!?　お兄様と私の関係は、永遠……。何ということでしょう、これは……。プロポーズを超える、究極の求愛ではありませんか、お兄様っ」

「家族愛な。……うん、家族愛だからな？」

　夫婦は別れることもあるが、兄妹親しん戚せきは縁切りしない限り永遠に続く。

　……と、紅蓮としてはそれだけのつもりだったが、腕の中で目をキラキラさせる可憐を見ていると、「まあいいか」と思えてきて、それ以上の否定はやめることにした。

「だいたい何な故ぜウェディングドレスなんだ。どこから持ってきた」

「ＧＰゲームポイントを支払って大至急仕立てさせました。古今東西、感動のエンディング、ラブコメの大団円は結婚エンド！と、相場が決まっているとのリサーチ結果が出ましたから♪」

「その結果、偏ってるぞ……。いや、たまにあるけど」

　いくつか思い当たる名作ラブコメのオチを想像しながら言うと、可か憐れんは紅ぐ蓮れんの胸に頬をすり寄せて甘えながら、心底ほっとした無防備な顔をして──。

「信じていました。必ず、お兄様は勝つと──。ですが、ほんのすこしだけ怖かった……。信じていたのに、怯おびえてしまいました。お兄様を信じられなかった……妹、失格です」

「だからって嫁にクラスチェンジするんじゃない。発想がヤバいぞ」

「妹でありながら嫁、略して妹いも嫁よめ。新ジャンル誕生の予感です♪」

「反社会的すぎる。まったく、だからな、可憐」

　少し腰を曲げ、目線を合わせてまっすぐ、薄化粧をした妹を見つめる。

　慣れない化粧の理由がすぐわかる。涙で腫はれた瞼まぶたを隠すため、疲れた肌を覆うため、沈んだ心をごまかすために、精一杯の強がりをしている──そんな健けな気げさを。

「俺はどこにもいかない。お前が望む限り、俺は絶対にお前の傍そばに在あり続ける。そのためなら、世界だって敵に回してやるよ。だから、安心して──」

　わかっている、と。想おもいを伝えるように、紅蓮は妹の耳元に囁ささやきかける。

「──可愛かわいい妹のままで、いてくれよ」

「はい。……はい、お兄様……！」

　感極まったように震える可憐を抱きしめながら、後ろで見守る仲間に目をやる。

　無邪気に「いい話ですねー」とズレたことを言っている桃もも花か。どこか羨うらやましげな顔で、こちらをじーっと見つめてくる楓かえで。何もかも諦めたような顔の佐さ々さ木き。

（……こいつらにも、苦労をかけたな）

　敗者には鞭むちを、勝者には報酬を。──それは紅蓮の、譲れない法則。勝った者にはその活躍に応じた評価を下し、いかなる事情があろうと敗者からの取り立てに容赦はしない。

　勝利の果実はくれてやる。地位だの名誉だの名声だの、面倒くさいオマケはいらない。しかし面倒ではあるが、勝負ごとの清算はキチッとつけねば落ち着かないのもまた事実。

「……ところで、勝敗はどう裁定されたんだ？　可憐がここに来られたってことは、接触禁止の命令は失効したと見てよさそうだが。ＧＰの委譲やら何やらは済んだのか」

「その件に関して、ですが──」

　紅蓮に抱きしめられていた可憐の目に、キリッとした芯が入る。愛に溺れていた表情が引き締まり、怜れい悧りな優等生の顔に戻ると、兄を抱きしめる腕に力をこめて。

「──理事長が、お兄様にお話があるそうですよ？」

「あのインチキ野郎が、か？」

　思わぬ人物の登場に、紅蓮はすっと眉まゆをひそめて訝いぶかしんだ。






●新生徒会組閣






「やあやあ、よく来てくれたネ紅ぐ蓮れんくん。お腹なか空すいてるだろう、お昼はどうだね？」

「目覚めて即呼び出したのはあんただろう。……確かに腹ぺこだが、今はいい。帰ったら可か憐れんに何か作ってもらう」

「お兄様……♪　腕によりをかけますね、ご期待くださいませ！」

「ああ。何より……今ここで食うのはな。不景気な面つらを見てるだけで飯がまずくなる」

　そんな会話を交わしている場は、壁一面が巨大なガラス張りになった高層階の一室。

　獅し子し王おう学がく園えん生徒会管理棟、生徒会室──。床には生徒会の紋章が刻まれた緋ひ色いろの絨じゆう毯たん、窓を背にした円卓の奥には、サンドイッチとコーヒーをつまむ理事長──獅子王創はじ芽め。

　彼の後ろ、ちょうどガラス窓を背にしてずらりと並ぶ複数の姿。まるで今まさに遠方へ売り渡されようとしている奴隷のように悄しよう然ぜんとした、哀れな姿は──

「全員、確保済みってわけだ。……趣味が悪いな、まるで処刑台だ」

「逃亡など図られたら困るからネ？　まあ、規定のうちと思ってくれたまえ」

　ガリガリと鎖が揺れる。制服の上から革のベルトやロープできつく拘束され、横一列に並んでいるのは旧生徒会メンバー。すなわち遊戯に敗やぶれた敗者側の人間たちだった。

「[image: ][image: ]……ッ！」「……うう……」「ケッ……！」「……ふふ♪」「……」

　佐さ賀か臣とみ仁じん、由ゆ留る木ぎ由ゆ良ら、大おお星ほし大たい成せい、フラヴィア・デル・テスタ、御み嶽たけ原ばら水みず葉は。

　首輪と手錠で拘束された彼らの横に、コーヒーポットを持った時とき任とうミミだけがメイド姿で立ち、理事長のカップに褐色の液体を注いでいた。

「時任クンはすでに隷徒だから逃亡の心配はないが、他の面々は親御さんや外部協力者と連絡をとれば、横よこ槍やりを入れてくる可能性があるのでネ。二度同じことはさせないよ」

　その馥ふく郁いくたる香りを目を閉じて堪たん能のうしながら、ヴィクトリア朝の紳士のような仕草で、獅子王創芽はゆったりと語りはじめる。

「二度、か。……武力で遊戯の結果を操作するってのは、たまにあることだ。だが、絶対に許されてはいけないことでもある。どこのテロリストか知らないが、遊戯中に誘拐事件とはとんでもない真ま似ねをしやがったな、あいつらは」

「ああ、正体はわかっているよ。──あの軍隊は白しろ王おう子じ家の私兵だ。旧大戦期と同じ軍事訓練を受けたプロ集団で、本来なら遊戯の敗者から債務を取り立てるための実行部隊なんだがネ」

　遊戯絶対の社会において、敗者からの取り立ては必須である。

　クオリアを使った遊戯においては、ネットワークに接続されたシステムがそれを代行するが──中にはＷｅｂとは切り離したところに財産を隠したり、ゴネて支払いを拒否するような者もいる。

　そうした事態に備え、裏の社会における《黒の採決ブラツクバウト》では、敗者を拘束し強引に債務を取り立てるための武力、いわゆる強こわ面もての『黒服』が大勢仕えていることが多い。

　それは遊戯がすべてを決着する世界において、ただひとつだけ残された、暴力の抜け道だった。

「白王子家ウチがそういう部隊を抱えてるのは知ってるよ。けど──まさか、クオリア管理下の獅し子し王おう学がく園えんに突っ込ませるなんてね。正気の沙さ汰たとは思えないよ」

「──……本家の目的も不明。遊戯を妨害するにしても何な故ぜこんな強硬手段に出たのか。発覚すれば、テロリスト扱い。公共の敵となり、潰される……──」

　円卓に座っているのは創はじ芽めと、その対極の紅ぐ蓮れんだけではない。

　紅蓮を挟んで右に可か憐れん、楓かえで、桃もも花か。左には朝あさ人と、姫ひめ狐こと──。

「どうも～♪　時とき任とうさん、お久しぶりですーっ。あらあら、まだ隷徒やってらっしゃってるんですねえ。お似合いですよ、メイドさん。ぷふっ。くすくすくすっ♪」

「……調子に乗って……っ！　何であんたがいるのよ、佐さ々さ木きっ!!」

「さあ？　可憐さまのご厚意だと思いますけど、ご招待いただきましたので。佐々木としては欲張るつもりはないんですが、ご褒美が頂けちゃう……みたい、なっ☆」

「う、ウッザ……ウザすぎる……！　今からでも遅くないわよ、砕さい城じよう紅蓮。こいつは口を塞いでテーブルか椅子として使いなさい。本人も喜ぶし静かになるわよ!!」

「わかったから黙ってろ二人とも。時任も、せっかくマスクが外れたんだ。また顔を固定されたくなかったら、挑発に乗らないで静かにしてろよ」

「……そうね。でも」

　ガリッ、と親指ごと爪を深く噛かみながら。

「覚えてなさい。そのバカども含めて絶対いつかあんたに勝つわ、砕城紅蓮……！」

　しぶとい奴やつだ、と紅蓮は思う。他の連中と比べて敗まけてから長いとはいえ、時任ミミはほぼ完全に立ち直っている。マスクを外され、遠慮なしにこちらへ向ける目は熱いものを滾たぎらせているが──キャンキャン吼ほえる小型犬のようなもので、怖くはなかった。

　さて、と紅蓮は話を戻す。

「白しろ王おう子じ家が強引な手に出てきた理由は想像がつくな。……透とう夜やは次期党首だ。それが、自分の身を賭けて遊戯をするなんて、本家からすれば避けたい愚行だ」

「──……だからこそ、私が、止めに入るという形にした。紅蓮側につくことで、勝利時に多少の恩情を与えてもらえるように……──」

「だろうな。まあ、普通なら絶対あいつが勝つだろうから放置しておくところだろうが」

　そこでいったん言葉を区切る。

　相手が「砕城紅蓮」だったから──白王子家は、裏世界最強の正体を知っているから。

　その真実を口に出すことはできず、わずかに矛先をそらして紅蓮は続けた。

「今回の相手はＦランクのくせに謎なぞの勢いがあり、得体の知れない奴だった。万が一にも負けることがあれば……それくらいなら、リスクを踏んででも中止にさせる」

「連中、クオリアを一時的に停止させるために電子パルスまで使ってくれたよ。おかげで他の電気系統を復旧させるのに一日もかかってしまった」

「災害の復興レベルのことを一日か……あんたもホント、とんでもないな」

「フフ。時は金なり、金もまた時なり、だネエ。ともあれ奴やつらはそれくらい本気だったというわけだ」

　ふう、と息をつき、喉を潤すべくコーヒーをひとすすりする創はじ芽めに、紅ぐ蓮れんは呆あきれたように言った。

「そこまでわかってるなら白しろ王おう子じを告発したらどうだ？　迷惑料を払ってもらえよ」

「残念ながら迷惑料でお釣りが来るほどの口止め料をもらっててネ。この事件は、世間的にはこういう扱いになってるのサ」

　そう言って創芽が指を鳴らすと、生徒会室の壁面に突如としてニュース番組が表示される。壁面すべてをモニターに代替できる最先端の設備で放送されたのは、獅し子し王おう学がく園えん敷地前に群がるマスコミ、そして白王子グループの本社ビルに突撃するレポーターたちの鬼気迫る声だった。

「白王子家次期当主、白王子透とう夜や……武装テロ組織に誘拐される……？」

「その通り。実際は白王子家の実行部隊が彼を回収しただけのマッチポンプだが、世間的には大規模な誘拐事件だそうだ。ハハッ、まったく小こ賢ざかしいことを考えるネ」

「だがこれで──白王子家長男が遊戯で敗北することはなく、批判はすべて卑劣で外道なテロリスト集団へ向く」

「──……おそらく透夜はこれから、手綱を握るための洗脳教育を受けるはず……──」

「兄さん……」

　複雑な想おもいがありそうな顔で朝あさ人とが相あい槌づちを打つ。

　そんな彼の手を円卓の下で姫ひめ狐こが握るのを見て、紅蓮は少し微笑ほほえましく思う。

「さて、それでは清算といこうか」

　創芽はテーブルに肘ひじをつくと、指を上下に振りながら空中を操作する。

「復旧したＳＡＩサイの判断では、特別遊戯ゴーメンガーストの勝敗は成立だ。旧生徒会メンバー全員のあらゆる資産、権利、ＧＰゲームポイントが紅蓮クンのものだ。──異議はないね？」

　会議室の空中に投影された無数のウィンドウ、ＡＲ化された拡張現実。

　それにより操作を受け付けた学園統括ＡＩにより、アカウント情報が操作される。背後に拘束された生徒会メンバーの学内ＳＮＳ画面、ネットバンク、ＧＰ管理を含む資産が、すべてひとつのアカウントに移され──桁けた違いの残高が出現した。
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「ぶっちぎりでＳランク１位ですわね。会長の分も含まれていますのね」

「ちょっと待て。透夜との遊戯は成立してないだろ。それでもいいのか？」

「この場合少々特殊でネ……。特別遊戯開始前、君は生徒会全員に対して遊戯を申請しているだろう？　つまり、今回は【生徒会ＶＳ砕さい城じよう紅蓮】という大きな遊戯の途中で、彼がひとり逃亡した……という裁定にせざるを得ないんだよ。そうなれば……」

　生徒会ＶＳ紅ぐ蓮れんという大きな枠組みの遊戯がまず受理され、開始された。

　クオリアの手続き上、第一回戦とも言える【ゴーメンガースト】の完了後、透とう夜やと紅蓮の間で遊戯が行われ、それによってすべての決着がつく予定だったのだが──。

　具体的な種目、遊戯内容が決定する直前にあの事態が起きたせいで、第二遊戯の申請が、未いまだなされていない。その状態で透夜がいなくなったということは……。

「遊戯逃亡のペナルティとして、白しろ王おう子じ透夜の不戦敗だ。白王子家としては苦渋の決断だったろうネ、彼とキミの遊戯が成立してしまえば横よこ槍やりは入れられなくなる。が、こうして中断させれば、不戦敗だ」

「今回の突入、かなりの悪手では？　勝負を有う耶や無む耶やにするにしても、敗北が確定してからでもよかったはずです」

　可か憐れんの疑問に創はじ芽めが答える。

「正面から戦い、負けた……その場合に壊れる面子メンツに比べたら、安すぎる。そういう判断だろうネ」

「ですが、急場を凌しのげたとしても、次に学園に戻ったとき白王子透夜は隷徒の身。それでいいのですか？」

「そうでもないな。──隷徒に堕おちたとしても、救済の手段がある」

「下げ剋こく上じようチャレンジ、ですね。……拒否できない、隷徒に残された最終手段」

「ああ。俺は拒否できないし、俺を負かせば全部元通りになる」

「そこまでして、あそこでの戦いを避けると。……何か理由があるのでしょうか？」

「当然、あるさ。……言っちゃ何だが、あいつはひとりの遊戯者としては桁けた違いに強い。それは俺も認める、口だけじゃない才能を持つ、生まれながらの支配者だ」

　──真に強い者は、運さえも支配する。

　可能性の揺らぎをねじ伏せ、強引に世界を味方につける迫力や凄すご味みのようなものがあるのだ。フラヴィアのような概念系に近いが、より絶対的なものと言える。

「だからこそ、止めるしかない。あいつが俺に負けたら致命的だし、仮に勝っちまったとしても、問題だ。奴やつが俺を従えることになれば、誰にもコントロールできない最強最悪の暴君になっていただろうよ」

「お兄様を従えた、白王子透夜、ですか。想像するだに屈辱的で冒ぼう涜とく的な……。これだからクレイジーサイコブラザーズは嫌なのです、粘着質極まりないです！」

「僕をそれに入れるのは止やめてくれないかな。兄さんだけにしてほしいんだけど」

　朝あさ人との抗議をよそに、その場の全員が危機感を覚えていた。

　紅蓮の素性は知らずとも、その圧倒的な実力は誰もが知っている。それが白王子透夜と組めば、もはや──この世に止められる存在がいるのだろうか？

「そうなってしまえば白王子本家としては最悪だネ。──だからこそ強引に透夜を誘拐、恐らく今度こそ彼をコントロールできるよう、最大限努力するだろう」

「脳洗浄や精神支配のたぐいか。うまくいくとは思えないがな」

「まったくだネ。アレを屈服させたいなら、何年、何か月、どれだけかかるか知れたものじゃない」

「ま、それでもやるんだろうけどな。……何か情報を掴つかんだら教えてくれ」

「ほう。どうするのかネ、まさか助けに行くとでも？」

「そんなつもりはない。どうせあいつなら勝手に出てきて、俺に挑戦してくるだろうさ。──事前にアポを取ってもらわないと、予定を入れちまってたら迷惑だからな」

　まるでごく当たり前のスケジュールを詰めるような言い方。

　だが、その内容は重い。今はいない、だがいずれ透とう夜やは戻ってくると確信している。

　期待ですらない断言に、その場にいた紅ぐ蓮れん以外の全員が圧倒されていた。それほどに、一見静かに見えるにもかかわらず──強烈な覇気が紅蓮から放たれていたからだ。

（……まるで、どこか楽しまれているかのような）

　紅蓮の間近で、可か憐れんはわずかに嫉しつ妬とする。

（そのようなお顔を、私にも、向けてほしいのに──）

　だがその想おもいが口に出されるより早く。

　場を仕切る理事長、獅し子し王おう創はじ芽めが話を進めようと手を叩たたいた。

「さて！　というわけで、透夜君との対決は彼が戻り次第という形になる。それまでの間、仮にでもかまわないので、紅蓮クンには生徒会を再編してもらいたいのだがネ？」

「ふざけるな、誰がやるか。そういう事は清せい楚そ系クラス委員長にでも振ってくれ」

「落ち着いてください、紅蓮さま。この学園にそんなキャラは一人もいませんわよ？」

「本気で日常力に乏しいなここは……。ＳＭ好きの変態ロリ商人はいても、黒髪ロングの清楚系委員長一人いないとか学園として間違ってるだろう。とにかく、俺はそんな面倒はごめんだ！」

　言い切りながら、紅蓮は円卓を見渡し、仲間たちを順に見つめて──。

「そもそも、今回の遊戯で俺は何もしてない。俺に報酬を受け取る権利なんてねえよ」

「「「「「…………え？」」」」」

　この場のほぼ全員が間抜けな声をもらした。

　理解の悪い仲間たちに紅蓮は、教きよう鞭べんのように指を立てて。

「いいか？　【アリスゲーム】は楓かえでと桃もも貝がいの功績だし、【決闘者のダーツ】で俺は負けた。ＧＰゲームポイントやオマケのたぐいをもらう権利はない」

「そうは参りませんわ。紅蓮さまはわたくしたちを勝利に導く絵を描かれ、それに基づき誘導なさっていたではありませんか。スポーツでたとえるなら、そう──監督ですわ！」

　円卓から半ば立ち上がり、身振りをまじえて楓は力説し、指を突きつけて。

「すなわち、紅蓮さまこそわたくしたちの頂点に立つべき方。勝者にふさわしい果実を、ぜひお受け取りくださいまし！」

「……楓さんに先を越されたのは残念ですが、その通りですお兄様。学園の頂点に君臨し、下々から隔絶した境地に至れば、お望みの平穏が訪れるのではありませんか？」

「高いところから見下ろすのは好きじゃないんだよ。生徒会長なんぞになったら、行事のたびに謎なぞのポーズを決めながら告知するはめになるんだろ？　恥ずか死ぬ」

「ご安心ください、お兄様の魅力を最大限に伝えるため、台本は私が書きます！」

「いらん。というかそれはプロパガンダと言うんだ。政治家でもあるまいし、意味もなく目立ってどうするんだよ、面倒くさい。それにな──」

　ニヤリ、と紅ぐ蓮れんは意地悪く笑った。

「中継されていたとはいえ細かいセリフや話の流れは検閲されてる。ギャラリーから見れば、俺の行動はただ粋いきがって負けた馬鹿だ。本当の実力者はフラヴィア相手に引き分けに持ち込んだ朝あさ人とや、由ゆ留る木ぎを倒した楓かえで……第三者には、そう見えてるんだよ」

「ま、まさか……まさかとは思いますが、紅蓮さまっ。……それを演出するために、あえてわたくし達たちを前に出したのですか!?」

「奴やつらの心を砕くだき、叩たたき潰すのに最善のルートだったのは確かだが、そういうオマケがついてくるのも計算通りだ。とにかく、ＧＰゲームポイントやら何やらは今全部分配する。文句を言わずにさっさと受け取れ」

「あ、ちょっ、勝手に──！」

　止めようとする楓を押しのけ、紅蓮はデバイスを操作する。

　意外なことに可か憐れんは止めず、「仕方ありませんね♪」と言いたげな顔で間近にいるが、許されたと思ってスルーしたまま、考えていた通りにＧＰや権利を分配すると──。

「これが俺の組み分けだ。この通りに今後はやってもらう。まず……！」




　──Ｓランク６位、生徒会庶務。桃もも貝がい桃もも花か。




「ほわあああああああああああああっ!?　い、いいんですかあっ!?　桃花がいきなりＳ!?　地元に帰ったらお祭り騒ぎになっちゃうレベルですよ、これ!?」

「他の連中に分配したあとの余りだ、それにお前も役に立ってたしな。そのくらいの価値はある仕事だった。嫌でも返すな、好きなだけ使え」

「ふえええぇぇええぇぇぇ……。桃花、ダメになってしまいそうです……！」




　──Ｓランク５位、生徒会会計。楠くすの木き楓。




「わ、わたくしが５位……。現Ｆランク、最大でもＣの、わたくしが……」

「アリスゲームの功労者だからな。元々のＧＰ保有額が少ないから５位だが、お前が望むならさらに上を目指せばいい。──お前自身の力で、やれるだけやってみろよ」

「……はい。ありがとうございます……！」

　決意と敬意を込めて跪ひざまずく楓。それからふいっと視線を外し、紅蓮は続ける。




　──Ｓランク４位、生徒会書記、白しろ王おう子じ朝あさ人と。




「……かなり高く評価してくれたんだね、紅ぐ蓮れん。嬉うれしいよ」

「Ｓランク２位、無敗の聖女であるフラヴィアに初めて土をつけたんだ。その功績は当然、評価されて然しかるべきだろうよ。あとこれからは今までみたいに後ろからコメント出すだけじゃなく、俺の代わりにがっちり働いてもらうからな。その前払いみたいなもんだ」

「ありがとう。──感謝するよ、紅蓮」




　──Ｓランク３位、生徒会監査。聖せい上じよう院いん姫ひめ狐こ。




「事実上、変化なしだ。ある程度ボーナスは加算したんだが、勝ち星なしだからな」

「──……いい。私個人としては、現状維持ができれば、問題ないから……──」

「朝人と隣だしな」

「──……そ、それは、関係ないれしょ……！──」

　頬を染めて噛かみまくりの仮面の少女。

　そして次はいよいよ──。




　──Ｓランク２位、生徒会副会長。砕さい城じよう可か憐れん。




「可憐は生徒会選せん賭きよの正式な勝者だ。Ｓランクに上がる権利は楓かえでや桃もも貝がいよりもある。今後の面倒事を片付けるにも、これくらいの地位があったほうが便利だろ」

「もちろんです、お兄様。……お兄様の最も傍そば近くに侍はべり、すべての敵を切り払い、必ずや期待に応えてみせます。決して二度と無様は晒さらしません。……命に、代えても！」

「代えるな、重い。何度も言うが、ＧＰゲームポイントなんて学園内だけで通じる飾りみたいなもんだ。現実じゃ負けたら死ぬが、ここなら多少は何とかしてやれる。だから」

　やんちゃな妹の意気込みに、紅蓮はふうと息をついて。

「あんまり頑張りすぎるなよ、可憐。心配だからな」

「……はい。会長たるお兄様のお手を煩わせないようにします♪」

「あまりくっつくな、肩が重い。……それと、会長？　何の話だ？」

「「「「……え？」」」」

　紅蓮の思いがけない言葉に、新しい円卓の一同が声を上げ。

「俺は、会長なんて面倒くさい地位に就くつもりはない。トップなんざ御免だ。だから、代理人を立てるつもりでいる。俺の代わりに、全部の政務を代行する人間を」

　つまり。

「──面倒だがよろしく頼むぞ、佐々木」















　──Ｓランク１位、獅し子し王おう学がく園えん生徒会長佐さ々さ木きが、ここに爆誕したのであった。





　＊






「……ちょっとその人事は無茶が過ぎやしないかい、紅ぐ蓮れんクン？」

　あまりの混乱に声すら出せず、重い沈黙が続く円卓に、穏やかな声が響く。

　獅子王創はじ芽めは片眼鏡モノクルを外し、綺き麗れいなハンカチで拭ってから──。

「そこの佐々木くんは元はＦランクですらない隷徒、しかも遊戯の勝利経験すらない全敗者だ。さすがに身内びいきが過ぎるヨ、まとまるものもまとまらないんじゃないかネ？」

「いいんだよ。……俺が動けない時、佐々木は可か憐れんを支えてくれたからな。勝ってる時は、助けてくれる奴やつなんていくらでも見つかる。だが、負けてる時に手を差し伸べてくれる奴なんて滅めつ多たにいない。本当に信用できる奴は、金じゃ買えないんだよ」

「は、はわわわわぁ……はわわわわあぁ……。い、いえ、佐々木としましてはそんな凄すごい事をしたわけではないんですが……あの、ほんのお小遣い稼ぎだったので……」

「充分だ。可憐をトップに立ててもいいが、それだと完全な俺の傀かい儡らい政権になっちまう」

「……私より、佐々木さんを取るとおっしゃるのですか、お兄様……！」

　驚きよう愕がくを隠せない可憐を見下ろし、紅蓮は短く告げる。

「この場の誰よりお前を愛してる。楓かえでや桃もも貝がいもそれなりに嫌いじゃない。朝あさ人とや聖せい上じよう院いんも含めて信頼できる。──が、それだけに、判断に私情が混じるのが嫌なんだよ」

「佐々木さんなら、ふさわしいと？」

「ああ。ほとんど赤の他人だからな。家族でも友達でもない、サバサバした仲間として、動いてもらいたいんだ。──それができるなら、このまま確定するが？」

「さ、サバサバ……ですか。佐々木としてはむしろもう結婚してくださいと……」

「……がるるるるるるる……！」

「……言いたいですが猛獣がいるので無理ですね、わっかりましたー……！」

　敵を察知してガルガル唸うなる可憐の横で、お手上げのように佐々木は言う。

「でも、佐々木は正直凡人ですよ。楠くすの木きさん未満、桃貝さん以下のおバカです……」

「あー、桃もも花かバカじゃないですよう！　ちょっとタイミングが悪いだけです！」

「お黙りなさい。ここで発言すればするほど、バカさが増していきますわ！」

「そのまま抑えておけ、楓。……ま、俺の頼みはひとつだ。バカでもできるさ」

　そう、それは『強者ではないからこそ』頼める役目──。

「獅子王学園生徒会を、普通の生徒会にしてくれ。今回みたいなバカ騒ぎを起こさず、誰かの命や資産、人生を賭けた大バクチをやらない。生徒のため、学校をよくするためだけに働く場所に」

　遊戯者ならぬ、凡人だからこそ。

　敗者の気持ちを知る者だからこそ──できるのではないかと、期待した。

「……会長？　こいつが!?　こいつがぁ……ッ!?　ふっざけん、なあっ!!」

「落ち着け、時とき任とう。お前は一応隷徒のままだが、別に束縛したり金を巻き上げるつもりもない。普通に仕事の手伝いだけしてりゃ、普通に学籍も復帰させてやるよ」

「……上から目線でお恵みされてそれでいいって？　納得できるわけないでしょ……!!　あたしのお古の机があたしの上に立つ!?　許せない、それならいっそ下げ剋こくじょ──」

「やめとけ。佐さ々さ木きに挑むつもりなら、相手をするのは俺になるぞ？」

「……!!」

　激発しかけた時任ミミが、口をつぐむ。

　遊戯の実力では佐々木はこの場の誰より弱い。普通の生徒以下だろう。だがその背後にいるのは生徒会役員全員を手玉にとった黒幕、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんなのだ。

　──勝てない。勝てるわけがない！

「……元生徒会の隷徒も、決まりだから一応全部佐々木につけとくが、辞めたきゃ働きながら適当に挑んでこい。一度でも俺に勝ったら、即解放してやるよ。ただし毎日は面倒くさいし、俺も時間が欲しいから……せいぜい月に一回ってとこだ。どうだ？」

　その条件は、敗者に与えられるにはあまりにも破格と言える。

　一度の勝利で敗北を償い復活できる『下剋上チャレンジ』は拒否権のない一発勝負。

　だが、月一回のみとはいえ、ノーリスクでそれとほぼ同じ挑戦ができるのだ。拘束されている元役員に希望と欲望の光がさし、ギラリと輝くのを見て、紅蓮は苦笑する。

「ちなみに、桃もも貝がいや楠くすの木きもそうだ。遊戯を挑まれて、もし勝てないと思ったら俺に回せ。表の地位は持たないが──用心棒バウンサーぐらいはやってやる」

「……それは、助かりますわ。桃もも花かさんや佐々木さんはＡランクどころか、Ｃランクに挑まれても負けますし。世界最強クラスのカモが誕生するところでしたわ……！」

「それひどくないですかと佐々木です。ちなみに世界最強はどっちですかね？」

「その称号は桃花が頂いておきましょう。最強……いい響きですね、ふふふふふ」

「……あ、はい。どうぞどうぞ……」

　キリッといい顔でほくそ笑む桃花に、不名誉な称号をあっけなく譲る佐々木。

　そんなやりとりを黙って見ていた創はじ芽めは、楽しげに笑った。

「おやおや？　紅蓮クン、宗旨替えかネ。これまでは遊戯から距離をとり、可能なかぎりやらないようにしていたはずだが……何か心境が変わったのかネ？」

「まあな。……いくら逃げても、戦意がないと訴えても、悪意のある連中に絡まれれば、強引に戦場へ戻されちまうってのがよくわかった。それならいっそ──全員潰してやる」

「──……っ!!」

　それは、円卓を震しん撼かんさせる傲ごう慢まん。

　今後三年間の不敗、絶対の勝利者として君臨することを宣言したも同じことだ。

　ある者は敵意を、ある者は憧どう憬けいを、ある者は恐怖を、拘束された役員たちの視線を受け、紅ぐ蓮れんは堂々と──透とう夜やがそうしたように、深く深く支配者の椅子に座った。

「裏側が究極的に真っ黒なんだ。せめて表向きくらいは、綺き麗れいにしたい。だから──」

　言いながら、紅蓮は居並ぶ生徒たちを見渡す。

　憧れの目を向け続ける可か憐れんを除くほぼ全員に燃える欲望の炎。

　多かれ少なかれ、それは強すぎるほど強い生存の欲求、上を目指そうとする向上心の塊だ。

　桃もも花かや楓かえでとて例外ではない。

　このメンバーの中でそれがない者がいるとしたら──ただ、ひとり。

「目に欲望が見えない唯一の人材として、佐さ々さ木きを推薦した。お前、別にオタサーの姫でも満足してただろ？」

「え？　ああ、はい。──何と言いますか、大事にしてもらえましたし……。時とき任とうさんにボコボコにされてわかりましたが、佐々木は遊戯が向いてません、好きでもないです」

「だからいいんだ。俺も同じだ、遊戯は向いてないし、好きでもない。人間を敵と味方に無む理り矢や理り分けて、勝ち組と負け組を作るバカみたいな仕組みだと思ってる」

　──だから、こそ。

「お前が適任なんだよ、佐々木。遊戯が不要な学園を創つくってくれ」

「……承りました」

　今や渦中の人物となった佐々木は、支配者として座す紅蓮に仕えるように跪ひざまずいた。

「Ｓランク１位、この佐さ々さ木き咲さきがお預かりします。──必要ならいつでもお返ししますと、この場でＳＡＩサイに誓いますよ。これは絶対の契約ですから」

「ああ。頼む、佐々木。可憐、実務はお前に任せる。生徒会に挑んでくる奴やつが相当増えると思うが、基本はお前が片付けてやれ。どうしようもない時は、俺が出る」

「……はい。お兄様。ですが……」

　きっと唇を噛かみ、可憐は懇願する。

「──恥ずかしいです。お兄様の願いを、希望を担う存在になれない自分が……！」

「ならよく考えろ。今の自分が本当に目指すべきはどこなのか。遊戯者になるのか、それとも俺と同じく遊戯を捨てて日常に戻る道を選ぶのか……卒業までの間、よく考えろ」

「はい……可憐なりに精一杯、じっくり考えていこうと思います」

　会長の職よりも、可憐に必要なものは経験だ。

　遊戯者を目指すつもりなら、遊戯の経験を。日常を目指すつもりなら、人生経験を。

　とにかくたくさんのことを経験して、可憐という人間の進む道を模索するしかない。

「俺も同じだ。一緒に、ゆっくり人生を考えていこう」

　それは、最強の存在が秘めた悩み。

「俺も、ゼロからのスタートだ。Ｆランクの底辺から、日常力を磨いて──普通の幸せを手に入れるために」

「お兄様……。それでは……」

「ああ。お前が遊戯の腕を磨くように、俺は日常を学ぶ。普通の人間らしく、学生らしく、それができたと思ったら、適当にポイントなりランクなり上げてくれれば充分だ」

　学園の評価基準は遊戯の実力だが。

　そんなものは自由に上げ下げできる紅ぐ蓮れんだからこそ、自分に課せられるゲーム。

　日常ランクをつけるというマイルール。

　それに従って紅蓮は、Ｆランクから始めて上を目指していこうと考えた。

「誰かを駒こまみたいに操る暮らしはもう嫌だ。……普通に、友達を、家族を幸せにできる。そんな人間になれない限り、砕さい城じようの支配から本当に逃れたことにはならない」

　慈しみをもって可か憐れんの頭を撫なでながら。

「すべてはお前のためだ、可憐。お前と普通の生活を送りたい、その──俺の最大の夢を、叶かなえるためだ。その気持ちを忘れないための人事だ。……どうか」

　深く、頼む。

　可憐に、そして他のすべての者たちに──。

「──頼む」

「……はい。お兄様……！」

　真っ先に兄の胸に飛び込み、ぎゅうっと抱きついてくる可憐。

　同じくらい強く抱き返しながら、兄妹は新たな道を歩みはじめることになる。

　円卓に選ばれし者たちはＧＰゲームポイント委譲を承認。囚とらわれの隷徒たちもまた、それぞれの意志でこの事態を受け入れ、見届けた理事長が『承認』ボタンをタップする。

「めでたし、めでたし……といったところかネ？」

　いたずらっぽく笑うその声を最後に。

　獅し子し王おう学がく園えん生徒会、Ｓランクの序列は再編された。






●満月の夜、怪物たちの夜






　獅し子し王おう学がく園えん生徒会再編後、ある日の深夜──。




　五感が封じられた環境では、ヒトは壊れるという俗説がある。

　ありとあらゆる外部刺激が封じられた環境下で、情報が入力されない脳は萎い縮しゆくし、妄想や幻覚などの諸症状と共に自壊する。それは飢え切った人間が自分の細胞、生存に不可欠な筋肉や細胞までも分解し、それにより得たエネルギーすら消耗して死ぬのに等しい。

　肉体ではない、精神の餓死。それは証明された学説ではなく、裏社会でまことしやかに語られている俗説、拷問の例に過ぎないが──今、彼が置かれた環境はまさにそれだ。

「無駄なことを」

　笑止千万。呆あきれ返ったその声すら、白しろ王おう子じ透とう夜やの聴覚には響かない。

　視界に映るのは純白のタイル、延々と広がる仮想空間。それは俗に『億年スイッチ』と呼ばれる拷問、クオリアシステムを悪用した負の側面である。

　脳の感覚を切り離し、ＶＲ環境に没入させる。さらに時間を司つかさどる感覚に干渉して、体感時間を加速させる。実時間の一秒が数十年に感じられる超感覚の中、何もない虚無の空間に放置されれば──その一晩は、一億年の監禁に等しい地獄となるのだ。

　大昔のネットで流行った思考実験。スイッチを押せば五億年の虚無を自分自身のコピーが体験するかわりに大金を得るという、今では古典となったストーリーになぞらえた拷問は、白王子家の反逆者に対する懲罰として、幾度も執り行われているものだった。

「億年の虚無など、この俺の胸に燃えたぎる執念の前には何の障害にもならん。あの男、砕さい城じよう紅ぐ蓮れんとの対決を夢見ていれば、億が兆だろうと泡ほう沫まつに等しい」

　白王子透夜は不敵に嗤わらう。並の人間なら体感時間で数日──現実では一秒にも満たない時間でギブアップし、助けを乞うであろう絶対虚無の牢ろう獄ごくで、いささかの曇りもない。

　エンジンのように鼓動が高鳴る。暇つぶしとはいえそれなりに手をかけて育てた生徒会全員を手玉にとり、自分の前に姿を現した最強の敵。それを目前にした高揚感は、白王子透夜という男を、身も心も魂までも燃え上がらせ、絶頂期に押し上げていた。

「親父おやじ殿……いや、母上か。くだらん真ま似ねをしてくれたものだ」

　あの横よこ槍やり、不意の襲撃者の正体が理解できない透夜ではない。

　遊戯ですべてが決する時代において、それなりの武力を保持している組織というだけで選択肢はかなり狭まるのだ。あれほど強引な手段を使って自分を捕獲し、遊戯を邪魔して、さらに拷問で心をヘシ折ろうなどと姑こ息そくな手段を企たくらむのは、一人しかいない。

「俺の精神をヘシ折り、屈服させ、家の駒こまに戻すつもりか？　ハッ、哀れな連中だ」

　答えはない。だが、そんなものは透夜には関係ない。五億年、十億年かかろうとも、この虚無の牢獄を脱出してみせる。そのための手はすでに整えた。

「待っていろ、紅蓮。待っていろ、弟よ。ようやく牙を剥むいてくれた貴様らのもとへ、必ずや俺は戻る。何せ、とっておきの趣向を凝らした祝祭が待っているのだからな」

　絶対脱出不可能。感覚の遮断されたＶＲの牢ろう獄ごくで、なお囚とらわれの白き獅し子しは笑う。

　純粋な希望と欲望のガソリンが、尽きることのない熱を彼に与えていた。そう、この場を脱出し、願い続けた戦いの場にふたたび現れるまで──。

　──ズガッ！

　猛たける獅し子し王おうの拳こぶしにより、絶対不可侵の虚無に亀き裂れつが走る。

　ピシリ、ピシリ……音をたててヒビ割れる空間の中心で。

「嗚あ呼あ……待ち遠しい。待ち遠しいぞ。世界を巻き込んだ『夏』は、もう目の前だ。ふ、はは、ふはははははは!!」

　雪のように降り注ぐポリゴンの破片を浴びながら──。

　獅子の哄こう笑しようは、高らかに高らかに響き渡った。
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　獅し子し王おう学がく園えん生徒会再編後、ある日の深夜──。

　学園敷地内中央にそびえるマンション、もといＡからＦランクの学生寮。それら六つの建物から等距離に広場があり、大勢の生徒が団らんを楽しめるように配慮されていた。

　生徒を見守るためか、監視するためか、広場の中央には３メートル四方の立派な台座に威厳あふれる獅子を象かたどった銅像が置かれ、満月の光を浴びて輝いている。

　その、銅像の前に。

　夜なお映える金色の髪をなびかせて、一人の少女が立っていた。

「運命に、投資を。希望に、金を。絶望に、清算を」

　歌うように、少女が口ずさむ。

　すると、台座に──銅像を載せる役にしか立たないはずだった鉄の塊に、亀裂が生じる。

　表面を石の素材であるかのように見せかけたテクスチャが解除され、至極科学的な建造物としての側面が露あらわになる。

　スライドしたドアの先は薄暗い下り階段。少女は明かりに頼ることなく、まるで自分が足を踏み外すことなどありえないと信じているかのように確信を持った足取りで進んでいく。

　やがて階段が途切れて、拓ひらけた空間に出たとき──

「お待ちしておりました、フラヴィア様」

「遅れてすみません。綺き麗れいな満月だったもので、ついお散歩をしてしまいました♪」

「天のもたらす美の鑑賞。まこと素晴らしき感性と存じます」

「お世辞はよろしいのですよ。さてさて、《黒十字》の皆さんはすでにこの場に揃そろっているようですね」

　フラヴィアが部屋の奥に目をやると、数人の人影が蠢うごめき、薄紫色の明かりに照らされた室内の全容が明らかとなる。

　大聖堂だった。木の長椅子が等間隔に並び、一番奥の祭壇には歪いびつな形状の十字架が高々と飾られた教会を彷ほう彿ふつとさせる静せい謐ひつな大広間だ。

　そこに、目深にベールをかぶり顔を覆い隠した人間が三人立っている。フラヴィアの傍らに侍はべる一人を合わせて、四人。四人のテスタ教信者に向けて、フラヴィアは微笑ほほえむ。

「まずは今回の作戦、皆さんご苦労様でした。おかげで無事、白王子家との契約を完遂、教団はまたひとつ大きく儲もうけることができました♪」

「いえ、すべては御身自ら危険を冒し、前に出てくださった貴女あなたのおかげです。我々はただ内側から電子パルスを発生させ、白しろ王おう子じの工作部隊を校内に招き入れただけですから」

　そう、白王子家のマッチポンプ誘拐劇。

　実はその裏側にはテスタ教団の『司教階級』──《黒十字》の働きがあった。彼ら彼女らはフラヴィアの思想に心底から共感し、染まりきった傀かい儡らいであると同時に、実力者だ。普段は目立たぬよう、Ｂ～Ｆランクのいずれかに潜伏しているが、本気で牙を剥むけばその力はＡ……あるいは、Ｓをもしのぎかねない。

「いえいえ、この世に『ただそれだけ』なんてことはありません。すべての仕事は尊く、価値を生み出す行いは讃たたえられるべきなのですから。それに──」

　先の遊戯を思い返し、フラヴィアはぶるりと震える。

「成果は上々でした。予想通り、あの砕さい城じよう紅ぐ蓮れんという殿方は、かの者と同一人物♪」

「……！　では、彼は裏世界最強の男……《黒の採決ブラツクバウト》で五年間の不敗神話を打ち立てた、砕城紅蓮その人だと……？」

「ええ、確信いたしました。あの方の前では、私の《絶対不運》でさえ赤子の手」

「フラヴィア様でさえ……では、つまり──」

　ごくりと息を呑のむ側近へ、フラヴィアは鷹おう揚ように頷うなずいた。

「彼を取り込めば、テスタ教団は《黒の採決》において不動の地位を築けましょう♪」

「「「「おおっ……」」」」

　信者たちが感嘆にどよめいた。

　一人だけ、最も近くに侍る彼女の側近だけが多少の不安を声ににじませる。

「ですが……砕城紅蓮はコントロールできるのですか？」

「透とう夜や会長の時の失敗もありますからね。貴女が不安になるのも理解できます」

　側近である女子生徒の頭を撫なで、わずかに頬を赤らめる彼女に優しげな眼まな差ざしを送りながら、フラヴィアは言う。

「会長は群れることを嫌いますからね……『そんな驚異の集団があるならば、その軍隊で以もつて俺を潰しに来い』と仰おつしやられました。取引の『と』の字もありません、がっ……♪」

　彼女は、弾むように。

「砕城紅蓮に対しては、私の体質である程度コントロールできてしまうのです♪」

「……！　まさか、フラヴィア様。遊戯に参加したのは、力を試すためだけでなく──」

「ええ。私の体質が影響を及ぼすのは、遊戯の時に留とどまらない。それに彼らは私の法則を見破ったと申しておりましたが、実はひとつ大いなる見落としがありまして」

　フラヴィア・デル・テスタの体質、異能は、相手に不運を強制する──その分析は、正しい。だが、それでは不十分だ。

「私に不利益をもたらした者、もたらそうとした者、その悪意が反転し、本人の不幸となる……♪　……つまり！　敗者となって、砕さい城じよう紅ぐ蓮れん、あるいは彼が選定した新しい権力者の隷徒に堕おちれば──」

「砕城紅蓮の身に、不幸が訪れる……？」

「ええ。そして彼にとっての不幸とは、遊戯の場に引きずり出されること。まあ、それでテスタ教団の遊戯者の一人として《黒の採決ブラツクバウト》を戦うことになるかはわかりませんが。彼が遊戯を強制されていけばいずれ、私どもの益となりましょう」

「そこまでお考えの上だったとは。さすがはフラヴィア様です。貴女あなたはあの砕城紅蓮さえ、掌てのひらの上で転がしてみせるのですね！」

「……いえ、それは少々違います」

「え？」

　フラヴィアは笑顔を消していた。

「白しろ王おう子じ朝あさ人とはともかくあの砕城紅蓮は、おそらく私のもうひとつの法則も気づいているはずなのです。それなのに、私を傍そばに繋つないでおくと決断したのは、ひとえにどんな遊戯を仕掛けられても余裕で撥はね除のける自信の表れ──だけでなく」

　ひとつ呼吸を置き、続ける。

「私の不幸に晒さらされ遊戯の世界に舞い戻ることこそ、砕城紅蓮の本当の願いなのです」

「どういう……意味ですか？　彼は遊戯を嫌っているのでは？」

「ええ、そうですとも。ですが、求めているのです。おそらくはそのために、私たちすらも、無意識に利用されている」

「……？」

　頭上に疑問符を浮かべる側近の女にそれ以上の説明を重ねる気はないのか、フラヴィアは視線を外して天井を見上げる。いずれ来る世界の終末、聖戦の時を描いた絵画が貼はられた天井をうっとりと見つめて、フラヴィアは震える肩を抱いた。

（砕城紅蓮……いえ、砕城紅蓮様。もしも貴方あなたが私のもたらす不幸を乗りこなせると言うのなら。私は──神に誓ったこの操、貴方に捧ささげても構いません♪）

　その顔は、神を信仰する聖女ではなく。

　健けな気げに恋人へ想おもい馳はせる乙女のように。

　フラヴィア・デル・テスタは初めて出会った、自分の異能を超越した男、最強の遊戯者へと密ひそやかな祈りを捧げるのだった。
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　獅し子し王おう学がく園えん生徒会再編後、ある日の深夜──。

　Ｆランク寮の自室のベランダに出た砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは冷たい手すりに腕を預けて、綺き麗れいな満月を見上げて一息ついた。

　……今日も大変な一日だった。

　生徒会の再編は獅子王学園全体に大きな変化をもたらした。つい数週間前まで隷徒だった佐さ々さ木きが何な故ぜか会長の座についたことが不審がられながらも、実は佐々木が砕城紅蓮を操っていた、佐々木は実力を隠していただけ、などさまざまな噂うわさが囁ささやかれたが……いずれにせよ、生徒たちを支配した想おもいはひとつ。

　──自分も上に上がるチャンスがあるかもしれない。

　そんな無謀な希望を抱く者たちが後を絶たなくなったのだ。

　今日も今日とて紅蓮は生徒会長となった佐々木を侮って遊戯を仕掛けてくる輩やからを用心棒として撃退、佐々木に感謝され、可か憐れんに死ぬほど嫉しつ妬とされ、楓かえでや桃もも花かにからかわれた。

　やることが遊戯なのは癪しやくだが、空気感だけは日常くさいので、それもまあ悪くないかと思いつつも、もうすこし勉強やら友達づくりやらに集中したい紅蓮である。

「ホント、普通への道のりってのは遠いもんだな」

　ぼそりと吐き出した言葉は、独り言ではない。

　０時を過ぎれば可憐も自分の寮に戻り、今は桃花もダンボールハウスを卒業してＳランク寮に入っている。だから本当ならここには誰もいないはずだった。

　しかし今、ベランダにはつい先日まで桃花が使っていた高性能ダンボールハウスがあり、その住人がしっかりと紅蓮に言葉を返す。

「……本当に……普通は、大変……」

「俺は今日、効率的なノートの取り方と学食の十食限定パンの購入方法を学んだ。ちっとは成長してると言っていいだろう。お前は静しず火かとのリハビリコミュ、どんな調子だ？」

「話しかけよう、とした……けど、ダメだった……」

　そう言って、ダンボールハウスの中の毛布にくるまって、しょんぼりとうなだれるのは、淡い髪の少女──御み嶽たけ原ばら水みず葉はだ。

　彼女はぼんやりとした無表情のまま、丸くなって膝を抱え、今日あったことを思い出しているのか、ゆらゆらと体を揺らしている。

「マジか。昨日頑張って『困ったときの話題リスト』作ったのにな」

「お天気の話題、趣味の話題、音楽の話題……どれが最善か、計算したけど……静火がどれに食いついてくれるのか、わからなくて……」

「ああ……わかる。難しいよな、話題リストを作っても、そもそも相手に何が一番有効か、悩むよな」

　紅蓮と水葉。遊戯において他人の心さえ支配してみせる二人の最強遊戯者は、どちらも致命的な日常オンチであった。

　遊戯と同じ要領で全力で他人を支配してみせれば友人も日常生活も思いのままだろうに。あえてそうしない。

　それは、紅ぐ蓮れんと水みず葉はが、生徒会再編のあの日に交わした約束だから。

「ねえ……紅蓮、さま」

　会話の隙間。沈黙になった時を見計らって、水葉がぼそりと問いかける。

「紅蓮さまは、どうして……わたしを隷徒にしたの？」

「不満か？」

「ううん。……そうじゃなくて、わたしのこと、嫌いだと思ってたのに」

「嫌いだよ。可か憐れんを貶おとしめたお前は、な」

「……今のわたしも、遊戯のときのわたしも、同じわたし……だよ？」

「まだ、そうかもな。でも未来はそうじゃない。だいたいそんなこと言ったら、俺はもう一人の俺のことも嫌いなんだ」

　自じ嘲ちよう気味にそう言って、ちょこんと座る水葉を見下ろす。こうして見ると、明鏡止水の狂戦士の面影なんてどこにもなく、ただただか弱い女の子にしか見えなかった。

「お前が、本当に怪物から人間に戻るためには、まだ時間がかかりそうだ。そしてそれは、俺自身も同じ──」

　だから。

「──どうせならまとめて更生しちまった方が効率的だろ。もしかしたら、お互いにいい効果があるかもしれない」

「……そう、かな？」

「わからないけどな。何せ日常力を高める最適解なんて、この『眼め』にも映らんし」

　正直なところ、隷徒制度なんて面倒なだけ。

　水葉以外の隷徒となった前生徒会役員は、新生徒会役員となった仲間たちに適当に分割して譲渡した。解雇するなりこき使うなりは自由にすればいい、と、わりと雑に所有権を手放した。

　しかしこの水葉だけは自分の手元に置いておくべきだと、そう思った。

「反省も込みだ」

「反省……？」

「昔、俺が中途半端に壊したせいで、お前は怪物になっちまった……。これでも申し訳なく思ってるんだよ。だから、今度こそ──」

　せめて学校生活を送る間くらいは。

「──しっかり人間に戻れるまで、見張っててやるよ」

「紅蓮、さま……」

　ぽーっと、どこを見ているかわからない目をする水葉。赤い『眼』でも心の中を見抜けない、明鏡止水の少女。しかし今の彼女の瞳には、以前のようなギラギラした輝きはなく、凪なぎのような穏やかさを保っていた。

　しばらくの間、じっと紅ぐ蓮れんの瞳を見つめた後、彼女は、ゆっくりと言葉を紡ぐ。

「……あり、がとう」

「お、ようやくお礼が言えたか。進歩進歩、えらいぞ」

「……っ♪」

　褒美に頭をぽんぽん撫なでてやると、水みず葉はは飼い犬がそうするように、くすぐったそうに微笑ほほえみながら身をよじった。

「この調子で静しず火かとの仲も戻せるといいな」

「…………」

　答えは、ない。

　遊戯が終わった後も、生徒会が再編された後も、水葉は妹の静火に一言も声をかけていなかった。

　脳の自己改造によって、御み嶽たけ原ばら家を貶おとしめるために自分もろとも痛めつけてきた妹の静火……彼女のことを、憎むどころかむしろ唯一の愛せる家族だと認識してしまった水葉は、どう声をかけたらいいのかわからなくなってしまったのだ。

　同じ妹を持つ者同士、紅蓮もいろいろとアドバイスをしているのだが──。

　芳かんばしい成果は得られていない。

「静火……わたしのこと、許してくれる、かな……」

「それは大丈夫だ」

「……ホント？」

「ああ。断言しよう」

　そこに不安はひとつもない。

「ただ、まだお互いに距離を掴つかみかねてるだけ。あとはどちらかが勇気を振り絞れば、止まった時間は動き出す」

　自分にとって、可か憐れんがそうであったように。

　再会の日、まさかの開幕裸エプロンで度肝を抜かれたが、思い返してみればあんな風に可憐の方から遠慮なく距離を縮めてくれたおかげでブランクを感じずに兄妹きようだいの関係に戻れたのだ。

　甘えん坊な可愛かわいい妹の姿を思い浮かべて、紅蓮が軽く笑う。そんな彼を、水葉はこてんと首をかしげて見る。

「……？」

「なんでもないさ」

　妹への素直な気持ちを吐き出すのも照れ臭く、紅蓮は逃げるように空を見上げる。

　そこには相変わらずきれいな満月が暗闇の空にぽつりと浮かんでいた。

「…………」

　水葉は紅蓮の視線を追いかけ、同じように空を見上げる。

　そして、

「……月がきれい、だね」

「ああ、そうだな。……え？」

　ぽつりと、何気なくつぶやかれたその言葉に、紅ぐ蓮れんは瞬まばたきした。

　水みず葉はの奴やつ。こいつ、今──。

「わかるのか？　月が、きれいだって」

「え？　……うん。よくわからないけど、そう思ったから。言ってみた」

「はは、あははは。そうだよな。ああ、ホント、きれいだよな」

「……？　……？」

　本人には何の自覚もないのだろう。パチパチと目を瞬かせるだけ。

　かつて。睡すい蓮れんの花の美しさも、可か憐れんさも理解できず、紅蓮の差し伸べた手を撥はね除のけ、足元の花を踏ふみ躙にじってみせさえした水葉が……。

　まるで普通の人間のように、満月の美しさに思わず感嘆の言葉を漏らしたのだ。

　なんて、進歩だろう。

「俺達たちが人間に戻れる日も、近いかもしれないな」

　紅蓮のつぶやきは夜の冷えた空気に流され、消えていった。

　それから十分か、二十分か。

　紅蓮と水葉は、飽きるまで満月を見つめていた。






●ＳＳＲ砕さい城じよう可憐「お目覚めウェディング」






　その日、砕城紅蓮の朝は、ウェディングドレスからはじまった。

「……おい。可憐」

「何でしょう、お・に・い・さ・ま……♪」

　すりすりとレースに包まれたスカートを紅蓮の下腹部に押し当てながら、パジャマ姿の彼に馬乗りになった可憐が、これ以上ないほど甘ったるい声で答えてくる。

　純白のドレス姿とは裏腹の淫いん靡びなガーターベルト、タイツにくるまれた太ふと腿ももが鮮やかに、視界に飛び込んでくる。

　清せい楚そなベールをかぶって薄化粧をした可憐のうつむく顔は、貞淑な新婦の鑑かがみとも言えるもので──朝から兄に馬乗りになっていなければ、そのまま結婚情報誌の表紙を飾って、インタビュー記事まで掲載できそうな勢いである。

「その服装、気に入ったのはわかるが。……兄としてそういう姿は、お前が嫁に行くその時に見せてもらえれば充分だ。毎朝見せられても正直困る」

「そう仰おつしやらないでください。裸エプロンすら見慣れてしまわれた以上、私自身のすべてをお兄様に捧ささげる覚悟の衣装、お好きにお剥むきになっていいんですよ……？」

「だいたい朝の寝室とウェディングドレスじゃあミスマッチにも程があるだろ」

「お兄様がよくやってらっしゃるアイドル系デバイスゲームで、こういうのありません？　ＳＳＲ砕さい城じよう可か憐れん『お目覚めウェディング☆』といった感じの……」

「あるけどそれを現実に持ち込むな」

「何な故ぜですか！　アイドルは課金しないと出ませんが、妹は無課金ですよ！」

　ぷんすか、と頬をふくらませて身体からだをすり寄せてくる。

　可憐は妹だが控えめに言っても美少女だ。おまけにＳランクになってからさらに上質なシャンプーに変えたらしく、鼻び腔こうをくすぐる香りの甘ったるさも倍増中で。

　男である以上、紅ぐ蓮れんもこのままでは非常にまずい。

「いいからどいてくれ。起きられないだろ」

「いーやーでーすー。まだ登校までには時間がありますもの。あのインランムクチシープが起きてくるまでの貴重な時間、もうすこしくっついてるんですから！」

「まったく、どうしてお前はこう……」

　そこまで言いかけて、紅蓮はふと気がついた。

「なあ、可憐。……焦るなよ。水みず葉はを隷徒にして傍そばに置いたからって、お前を構ってやる時間が減るわけじゃない。別にあいつとは男女の仲とかそういうのでもないしな」

「ではお兄様の何なのですか？」

「そうだな、あれはせいぜい、手のかかる従妹いとこってところだ」

「いとこ……。つまり『妹』ですね？　ますます安心できません……！」

「他の連中に言わせると俺はシスコンらしいが、相手は選ぶぞ。──あのな、可憐」

「え……っ!?」

　驚きに頬が朱に染まる。自室のベッドで寝たまま、馬乗りになった可憐のベールを引いて傍近くへ引き寄せると、紅蓮は真っ赤に染まった妹の頬から耳たぶへ囁ささやきかける。

「──『妹』は、お前だけだ。二度は言わんぞ？」

「は……はい。……はい、お兄様……♪」

　こくこくと何度も頷うなずくと、可憐は。

　ぽーっと真っ赤に染まった頬を両手ではさみ、もじもじと身をくねらせた。

「えへ、えへへへ♪　幸せすぎてこれだけでごはんが美お味いしくいただけてしまいます♪」

　そんな可憐の髪を優しく撫なでてから、紅蓮は起きる。

　妹のアプローチが過激になっている理由は、簡単に想像がつく。

　大たい言げん壮そう語ごをして挑戦しながら敗やぶれ、戦いの渦へ望まぬ紅蓮を巻き込んだ責任と罪悪感。

　それから逃れるために、少しでも身を捧ささげようとしているのだろう──。

（……が、そんなことはどうだっていい）

　妹の思考だけは読まない。己に課したその制約は絶対だ。

　本気の遊戯の時、その制約を一時的に破ってしまったが……もう二度と、するものか。

　せっかく平穏な日常を手に入れたのだから。

　そう、手に入れた。




　獅し子し王おう学がく園えんを牛ぎゆう耳じる生徒会を打ち破り、役員全員を隷徒として手て駒ごまに抱え──

　可か憐れん、姫ひめ狐こ、朝あさ人と、おまけに楓かえでというそこそこ使えそうな遊戯者の信頼を勝ち取り──

　理事長である獅子王創はじ芽めの支配からも逸脱した生徒会組織を手中に収めた。

　フラヴィア・デル・テスタが持つテスタ教団という強大なバックも、おそらく紅ぐ蓮れんを利用したつもりになりながら、紅蓮の傘下に入る道を辿たどるだろう。

　実質、砕さい城じよう紅蓮は獅子王学園の頂点に君臨した。自称Ｆランクでありながら、遊戯者の蟲こ毒どくの壺つぼである学園をまるごとひとつ己おのが手中に収めてみせたのだ。




　──まったく、面白いように思い通りになる。




「……お兄様？」

「ん、どうした、可憐？」

「いえ……今一瞬、怖い顔をされていた気がしたので……」

「気のせいだろう。朝飯のことを考えていただけだ」

　妹の不安げな表情に、紅蓮は茶ちや化かしたように笑ってみせる。可憐の身体からだを抱きかかえて脇に下ろし、紅蓮はベッドから降りて伸びをした。

　ごまかしているわけではない。

　砕城紅蓮自身、気づいていないのだ。

　表の紅蓮の思考には一切認知されない、深しん淵えん、闇の奥底。暗闇の汚泥に蠢うごめく禍まが々まがしい者が、今現在の彼の境遇そのものを操り、血に飢えた本性が望む環境を紅蓮本人に気づかれぬまま構築してみせた悪魔がほくそ笑む。

『入学してから、今まで。組み上げてきたパズルが、いよいよ完成した。まったく、誰も気づいてないんだから可愛かわいいもんだ』

　紅蓮の中に潜ひそむ異なる紅蓮が砕城紅蓮と彼の周りの人間すべてを嘲あざ笑わらう。

『お前は遊戯から逃げられない。お前の仲間もだ。いずれ大きな戦場に足を運んでもらうことになる。何な故ぜなら、紅蓮には──』

「では可憐は制服に着替えて、朝ご飯の支度をしますね。リクエストはありますか？」

「可憐の飯なら何でも旨うまいからな、特に要望はないんだが……みそ汁はつけてくれ」

「ふふ。お兄様、本当にお好きですね♪」

「あればっかりは他のどこでも出せない味だからな」

「そう言われると気合いが入りますっ。今日も腕によりをかけさせていただきますね！」

「ああ、楽しみにしてるぞ」

　るんるんと鼻歌を歌いながら寝室を出て行く可憐の背中を見送って──。

　一人残された紅蓮はまるで電池が切れたようにピタリと止まる。

　目の虹こう彩さいが消え、その色だけがぼんやりと赤く輝き──。

　その口が三日月の如ごとき悪魔の笑みを刻んだ。




「俺も、可か憐れんも、皆殺しにして──砕さい城じようの血を絶やしてもらわなきゃならないんでな」




　彼の声を聞く者はなく、扉の向こうからトントンと包丁でまな板を叩たたく牧歌的な日常音が、たちの悪い皮肉のように聞こえ続けていた。













●新たなる『世界』からの刺客






　オホーツク海上。

　荒れ狂う黒い波の中、木の葉のように揺れる巨艦がある。

　凍結した海水の混じった滴しずくがデッキに押し寄せ、灯あかりがすべて消され漆黒のシルエットとなりながらも、その棘とげ々とげしいフォルム──旧大戦期の装備を封印されながらもそのまま残した、ミサイルサイロや巨大な砲身を堂々と晒さらして、日本の領海を侵犯してゆく。

　この遊戯時代においても、国際的な【戦争】の引き金はいつだってこれだ。敵となる国へ土足で踏み入り、上陸し、軍ぐん靴かで踏ふみ躙にじりながら声を上げる。

　この国は己のものだ──と。

　死ぬことのない戦争。

　大遊戯時代が訪れた今、相対的に【戦争】のハードルは著しく下がり、世界各地で当然の如ごとく引き起こされる死者なき動乱の渦が、死神のように忍び寄っていた。

「──獅し子し王おう学がく園えん、か」

　軍帽を深く被かぶった白髪の少女が、荒れ狂う波に打たれながらデッキに立っていた。彼女の手にはデバイスが握られており、その目は画面に表示された招待状を見つめている。

「世界でただひとつ、教育機関でありながらクオリアの使用権を得た学園と聞く。理事長を務めるのは、あの獅子王創はじ芽めだそうだ」

「ヒヒッ。《黒の採決ブラツクバウト》を構築し、遊戯時代の到来に関与した《原初の十三人オーデイナルリスト》が一人、《創生の樹》と呼ばれた男が学園理事長デスか」

　白き少女は一人ではなかった。彼女の後ろに影からにじみ出るようにして一人の男が現れる。顔を白く塗り、頬に三日月や星のタトゥーを入れた、道化師ピエロじみた男である。

「変わってますねえ……《黒の採決》の運営利権だけでも稼げたでしょうに。その権利をさっさと売り払い、一学園の理事長とは」

　獅子王創芽は謎なぞ多き男だ。

　そもそも《原初の十三人》が《黒の採決》のシステムを確立したのは今から五十年以上前だが、当時から獅子王創芽の見た目はすこしも変わっていないと言われている。

　実は不老不死の研究を完成させた現代の吸血鬼である、実は本人はすでに死んでいて、今の獅子王創芽は後継者である、などとさまざまな噂うわさが飛び交っているが、どれも信しん憑ぴよう性せいに欠け、都市伝説の域を出ていない。

　いろいろと胡う散さん臭くさい男ではあるが──

「だが彼が教育者として優れているのは確かだ。獅子王創芽が推し進めた遊戯教育のせいで、《黒の採決》における日本の存在感は加速度的に増しており我らが同志諸君は食われる一方……これは連邦の危機だ」

「連邦、デスか。ヒヒッ……第三次大戦も過去となった現代でもまだ、連邦の亡霊に取とり憑つかれているのはアナタぐらいデスよ、ミラ・イリイニシュナ・プーシキナ」

「好きに侮ればいいさ。私は父上の遺志を継ぎ、強い連邦を取り戻す。──必ず、だ」

　ミラと呼ばれた白き少女が、デバイスが軋きしむほどに手を握り締めた。

　道化師はイヒヒと可お笑かしそうに肩を揺らす。

「どんな手段を用いても、デスか。また随分と大人げないことをしますねえ」

「責められる謂いわれはない。我々は奴やつらの誘いに乗ったまで。無謀な戦を仕掛けてきたのは、日本──獅し子し王おう学がく園えんの方だ」

　招待状に記載されていたのは、世界各国の遊戯者育成学校に向けたラブコール。




《獣王遊戯祭ベステイア》開催の報しらせ。




　表向きは学生同士の異文化交流。

　しかし、その実態は──

「クオリアの所有権を賭けたデスゲーム☆　世界各国の遊戯教育実施校の実力者を集め、しのぎを削ろうとは。白しろ王おう子じ透とう夜や、噂うわさ通りの遊戯狂バトルマニアデスねえ」

「莫ばく大だいな参加費を取られるとはいえ、クオリアの分枝を手中に収められるなら安いものだ。──日本人は既得権益にしがみつく民族性と聞いていたが、奴は例外なのか？」

「さア、どうデスかねえ？　ワタクシもどんな男かキョーミ津々でしたが……残念ながら、相まみえることはできなさそうデスねえ」

「……何だって？」

「日本ではかなり大きなニュースになってるみたいデスよ」

　おどけた調子で道化師はデバイスをタップする。ミラの手元でぶるりと端末が震えて、一件のニュースにつながるＵＲＬが送られてきた。

「白王子透夜、武装組織に誘拐……？」

「ウラからちょいっと探りを入れたんデスけどねえ……もしかしたらテスタ教団が関与してるかもしれない、ってところまでしかわからなかったデスねえ」

「テスタ教団……ふん、汚らしい愚物の集まりか」

　ミラの眉み間けんにしわが寄る。

「フヒヒ。ヴァチカンの洗礼を受けた、敬けい虔けんなる十字教徒としては腹に据えかねますか」

「当然だ。逆十字を信奉する邪教集団……あんなモノは到底認められん」

　声を荒らげたりはしない。だが、低く、重く、発せられた言葉は冷気さえ帯びている。

　その殺気を正面から受けた道化師は、ぶるりと体を震わせながらも厚化粧の顔に歓喜を覗のぞかせた。

「ヒヒッ。ヒヒヒヒ。いいデスねえ……ミラ様の本気の殺気、ワタクシとっても大好物なのデスよ……ヒーッヒッヒッヒ！」

「気色悪い男だ。《黒の採決ブラツクバウト》であの砕さい城じよう家の一軍、その末席を破った実力を見込んで傍そばに置いているが、そうでなければ、お前の顔など見たくもない」

「おおっ……なんたるご褒美!!　虫を見るような罵ば倒とう！　最高の賜り物でございます！」

「…………」

　吐き捨てる言葉にますます興奮を募らせる道化師に、ミラは呆あきれかえって顔を背ける。

　裏世界において日本の『砕さい城じよう家』は特別な存在だ。

　この五年間、各国の主要な戦場に必ず現れ、驚異的な戦果をあげて去っていく──。

　最近は圧倒的な実力を誇っていた『最強』が姿を見せないらしく、以前に比べると精彩を欠くというウワサも聞くが、それでも砕城の一軍は充分な実力者を揃そろえている。

　その砕城の一軍の一人を破ったこの道化師と自分の力が合わされば。

　いくらクオリア分枝を授かった学園とはいえ、《黒の採決ブラツクバウト》経験者はいないであろう、ただの学生達たちに負ける道理はない。

「デースーがー、油断は禁物デスよー、ミラ様ぁ？　おそらく獅し子し王おう学がく園えん以外の、世界中の参加校は、どこもワタクシどもとおんなじことを考えているでしょうからねえ」

「《黒の採決》クラスの人材を生徒に紛まぎれ込ませてくる、か。ふん、当然だな。これは、ただの交流会などでは断じてないのだから」

　遊戯が戦争と同じ意味を持つ現代において、強い遊戯者の育成は国家の最優先目標だ。

　すべての国が、全力で殺とりにくる。

「ヒヒ……それに、肝心の獅子王学園もそう侮れたモノじゃありませんよ」

「ん？　白しろ王おう子じ透とう夜やは誘拐され、不在なのだろう？」

「ハイそれはまあ。あの男に会えないのは残念でありますが。代わりに、現在の生徒会を総すべている人間が、ちょーっとばかし面白くてデスねえ」

「もったいつけた言い方をするな。さっさと──」

「──砕城紅ぐ蓮れん」

「……ッ」

　軽い雰囲気が消え、信じられないほど真面目まじめなトーンで道化師がその名を告げた途端。

　ミラの周囲に漂う、冷気の質が変容した。

「記録上は目立っていませんが、どうやら獅子王学園の事実上のトップは砕城紅蓮という生徒らしいデスよ？　『不敗の五年』と同姓同名。偶然とは思えませんねえ」

「砕城……紅蓮……。そうか、獅子王学園には、彼がいるのか」

　ミラの声が、わずかに柔らかくなった。

　白くて細い指を曲げ、胸に下げた十字架を優しく撫なでる。

「アナタと砕城紅蓮の間に、何かしら関係があるという情報は掴つかんでいるんデスがねえ。さすがにガードが堅い。確信には至っていないのデスよ」

　道化師はポリポリと鼻の頭を掻かきながら。

「もし差し支えなければこのワタクシめに、アナタと砕城紅蓮との関係を教えてくださいませんかねえ？」

「関係……か。関係……ふふっ、そうだな……」

　ミラは微笑ほほえみながら言葉を選ぶ。

　日本を舞台にしたクオリアの所有権を賭けた世界交流会──《獣王遊戯祭》。

　血湧わき肉躍る遊戯の饗きよう宴えんを前に昂たかぶる鼓動と同時に、まったく別種の胸の高鳴りをも白き少女は感じていた。

　そしてミラは、可か憐れんな乙女のようにこう言った。




「砕さい城じよう紅ぐ蓮れんは──私の元カレだよ」






あとがき






『自称Ｆランクのお兄さまがゲームで評価される学園の頂点に君臨するそうですよ？』第４巻を読んでいただき、ありがとうございました。作家の三み河かわごーすとです。今回は渾こん身しんの神回だと自負しているのですが皆さまいかがだったでしょうか？　紅ぐ蓮れんＶＳ水みず葉はの口絵イラストとかカッコよすぎてそれだけで全身が熱くなっちゃいませんでしたか？　くそう、今回語りたいこと一杯あるのにあとがきに許されたページ数が少なすぎて語りきれない。改行がほとんどないビッシリ文体で、めっちゃ早口で言ってそうになってますよねこれ。

　ああでもこれだけは欠かせない。謝辞。謝辞にいかせていただきます。

　イラストレーターのねこめたる先生。今回もオーラ抜群のイラストをたくさん描いていただき、本当に感謝です！　特に口絵の紅蓮と水葉、朝あさ人ととフラヴィアのカッコ良さが半端なく気に入っています。これからも、自称Ｆランクを一緒に盛り上げていきましょう！

　コミカライズ担当のsorani先生。毎話ネームと原稿が上がってくるたびに、イキイキと動く紅蓮たちにニヤニヤさせられます。これからも滅め茶ちや苦く茶ちや楽しみにしています！

　そして担当さん含め出版・販売にかかわってくださったすべての方々と、読者の皆様、いつも本当にありがとうございました。５巻も秋頃に出す予定なので、楽しみにしててくださいね！　あとがき１ページはさすがに狭すぎる三河ごーすとでした！





























特別付録　書き下ろし短編　オタサーの姫奴隷はユーチューバーの夢を見ない。








●オタサーの姫奴隷はユーチューバーの夢を見ない。






『……で、わからない方のために説明させて頂きますと、いわゆる男女が駅弁スタイルで接続したままチャンバラするっていう時代小説がありまして……え、ＮＧ？　やばっ』

『えー、お見苦しいところがありましてすみません。生配信とか向いてないんですよー、だってクソ映……神映画とレトロゲーの話とか需要ないでしょ？　え？　ある？』

『というわけで八時間耐久クソゲーラリー企画は無事達成しました……！　途中、こう、やった～！　ってタイミングでコントローラー投げちゃった時はすごかったですねー……コメントとプロデューサーさんのマジ激怒が。……もう二度とやりませんよ!?』

『やらないって言ったのに好評につき第二回とか何ですかコレ!?　終わるまで帰れない？　え？　バーチャルだから平気でしょ？　……中の人はリアルなんですよコレー!!』




　……そんな動画が、最大手動画サイトで配信されはじめたのは今年の春。

　かの時任ミミさんの破滅により（ざまあ）、わたしこと佐々木が解放され、行くあてもなく放流された後、とあるサークルに拾われた時です。

　いやー、正直エッチなことされるんじゃないか？　って思ったんですよ。共同でわたし買ったのいかにもソレッぽい感じのオタ系なご主人さまたちでしたし。え？　これガチ？　種付けプレスでアヘ顔ダブピとかされちゃうの？　とか覚悟しましたよ本気で。




「やはり君は逸材だよ咲タン。何というか、『こいつクラスで三番目くらいに可愛い、えーと名前何てったっけ？　こいつならつきあってやってもいいけど』的な！」

「そう！　美人すぎてはいかん、今のご時世高級料理は飾り物だ。刺身のタンポポだ！　時代はそこそこ、ただしジャンクに在らず。そう、たとえるなら……」

「君の美貌は回転寿司だ。持ち味を生かせッッッ!!」

「やかましいんですよアンタたちっ!!」




　……心配いりませんでしたね、ええ。

　この妙に失礼な連中は、実に草食系でした。隷徒の美少女（笑ってください）を囲っておいて、やらせることがバーチャル動画サイトの中の人。クオリアシステムを応用した超リアルなアバターで、食レポだのゲーム攻略だのだらだら生配信だのやるだけです。

　いや、待遇はいいんですよ。再生数に応じてキックバックまでもらってますし。けど、妙にバズって再生数がウン百万を超えてから、方向性が違ってきてまして……。

「チャンネル登録数は順調に伸びているな。このペースなら収益化は近いぞ」

「さすが咲タン。我々の手で彼女の魅力を全世界に広めるのは、もはや使命と言える！」

「いや、勘弁してくださいよマジで……。もうすでに親も観てるんですよ!?　こないだ、トークの真っ最中にママの実況コメント流れてきたときは死ぬかと思いましたよ！」

「あれは萌えたな。コメントも超盛り上がったし」

「ああ。次は人妻親子丼配信とかどうだろうか。出演オファーすべきでは？」

「ははははは。控えめに言って死んでくださいこのクソご主人さまたち☆」




　……そう。佐々木を買ったこの人たちは、獅子王学園屈指の厄介さんたち。

　遊戯はそこそこ、けど争いが面倒なので上にはいかず、踏みにじられない程度に稼いだらあとは徹底的に遊びまくる、いわゆるボヘミアン的な趣味人連中なのでした。

　待遇はいいです。決して悪いわけじゃないんですが、正直……。




「……逃げなければ。佐々木です……！」




　素顔で地元を歩けなくなる前に、何としてでも……！









　著者

　三河ごーすと（みかわ・ごーすと）

　　コミカライズ連載始まりました！

　　これからもどんどん盛り上がっていく自称Ｆランク、今後ともよろしくお願いいたします！




　イラストレーター

　ねこめたる

　　自称Ｆランクお兄さま一周年…！

















　　カバー・口絵・本文イラスト／ねこめたる

　　装丁／百足屋ユウコ＋たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）
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